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　近年日本では、地震災害はもちろん、豪雨や台風
による河川の氾濫、土砂災害、火山災害など様々な
災害が起こり、甚大な人的・物的被害が発生してい
る。そのため学校の防災教育は、教育課程において
常に重要な位置を占めている。平成23年3月11日
に発生した東北地方太平洋沖地震による東日本大震
災は、死者・行方不明者が2万人を超える大災害で
あった。この東日本大震災がもたらした数多い課題
は、以後の学校における防災教育に大きな影響を与
えた。
　平成24年1月、前年の東日本大震災で特に大きな
被害を受けた岩手県、宮城県、福島県の全学校・園
を対象として、文部科学省は「東日本大震災におけ
る学校等の対応等に関する調査」を実施した。地震
発生直後の学校・園の対応について調査を行ったも
のであるが、防災教育にかかわる課題が明らかに
なった。特に避難訓練についてはいくつもの課題が
指摘された。例えば、通常の学習時間を想定した訓
練しか行っていなかったこと、停電で放送機器が使
えず避難誘導できないことが想定できていなかった
というものである。
多くの学校で行っている避難訓練は、常に児童生
徒が教室にいる時間帯に地震が発生するという前提
で、揺れの直後に机の下に身を隠し、揺れが収まっ
た後に校内放送の指示で校舎外へ避難するというも
のであろう。しかし教室に児童生徒がそろっている
ときに限定して、地震が発生するわけではない。児

童生徒らが校庭にいるとき、体育館にいるとき、給
食の準備をしているとき、あらゆる場合に発生する
可能性がある。そのときにいつでも机の下にもぐる
ことができるとは限らない。また登下校中に地震が
発生する場合もある。台風と地震が重なって発生す
るかもしれない。このように、いつ、どこで地震
が発生しても、自分で「落ちてこない・倒れてこな
い・移動してこない」場所を見つけて（危険予測）、
すばやく避難すること（危険回避）ができることが重
要であり、机の下にもぐるのは危険回避の一つにす
ぎない。自分自身の力で確実に自分の命を守ること
が必要なのである。
　東日本大震災後に文部科学省が立ち上げた「東日
本大震災を受けた防災教育・防災管理等に関する
有識者会議　中間とりまとめ」（平成23年９月）で
は、「自らの危険を予測し、回避する能力を高める
防災教育の推進」が提言された。その中では「災害発
生時に、自ら危険を予測し、回避するためには、自
然災害に関する知識を身に付けるとともに、習得し
た知識に基づいて的確に判断し、迅速な行動をとる
ことが必要である。その力を身に付けるには、日常
生活においても状況を判断し、最善を尽くそうとす
る『主体的に行動する態度』を育成する必要がある。」
としている。
　前述のような避難訓練の多くは、決められた設定
でルールに基づいて行動するため、児童生徒らの主
体性を育てるには不十分だと思われる。災害はい
つ、どこで発生するか分からない。常に保護者や教
師がそばにいるわけではない。したがって自分自身
の力で確実に自分の命を守り、そのことが地域住民
も含めた多くの人々の行動促進のための「率先避難

東日本大震災がもたらした
防災教育の課題1

「第3次学校安全の推進に関する計画」を踏まえた
これからの防災教育について

第1章
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１　
章者」としての役割を果たすことにもつながる。

　また同中間とりまとめでは、「人間には自分に
とって都合の悪い情報を無視したり、過小評価した
りしてしまう心理的特性（正常性バイアス）があると
されている。こうした心理特性も踏まえ、自らの命
を守り抜くための『主体的に行動する態度』を育成す
るための教育手法を開発・普及する必要がある。」と
ある。正常性バイアスや集団同調性バイアスのよう
な認知バイアスは、災害発生時にはしばしば指摘さ
れている問題である。このことは後述するように第
3次学校安全の推進に関する計画においても再び指
摘されている。
　避難行動以外については、「地震、津波等、災害
の種類に応じた『減災』の視点での防災教育や、自然
災害を恐れるだけでなく、豊かな自然の恩恵を受け
ながら生活していく上では、自然が二面性を持っ
ていること等についても併せて指導していくこと」
や、「防災教育で一番重要なことは、自らの命を守
ることであるが、その後の生活、復旧、復興を支え
るための支援者となる視点も必要である。特に、被
災地でのボランティア活動は、災害時の支援者とし
ての視点に立つ活動となり、自然災害が多い我が国
においては被災者や災害現場に触れることのできる
重要な機会としてとらえること」も防災教育の内容
として挙げられている。

第１次及び第２次学校安全
の推進に関する計画
における防災教育

2

　学校保健安全法第3条の2では、国の責務として
「学校安全の推進に関する計画」を策定することに

なっている。東日本大震災の翌年である平成24年
には、中央教育審議会初等中等教育分科会学校安全
部会での審議を経て、学校安全の推進に関する計
画（以下、第1次計画と略す）が４月に閣議決定され
た。
　第１次計画は平成24年度から平成28年度までの
学校安全の推進に関する施策の基本的方向と具体的
な方策を示したものである。この中で避難訓練につ
いては、児童生徒等に予告なく行う訓練、地域や保
護者の参加を得て行う訓練、警察・消防・救急への
通報訓練など、より実践的な内容にするための工夫
が挙げられている。また児童生徒等が自ら考えて行
動し、その行動に対して指導をする避難訓練も示さ
れている。避難訓練以外にも、児童生徒等による災
害教訓の語り継ぎなどにより災害教訓の継承を図る
ことや、野外炊飯など防災教育に資する自然体験活
動を推進すること、地域住民や保護者の協力を得て
実践する「防災キャンプ推進事業」の実施などが挙げ
られている。さらに原子力災害への対応について
も、学習として原子力施設関係者から話を聞く際に
は、原子力の有効性と負の側面の両面を児童生徒等
が適切に認識できるように、事前に十分な打合せを
行うことも挙がっている。
　次に第２次学校安全の推進に関する計画（以下、
第２次計画と略す）は、平成29年度から令和３年度
までを期間とした計画であり、第１次計画と同様に
中央教育審議会学校安全部会での審議を経て、平成
29年4月に閣議決定された。第２次計画では、東日
本大震災発生からの時間の経過により震災の記憶が
風化し、学校安全に関する取組の優先順位が低下す
ることが課題として指摘され、学校においても組織
的に学校安全に取り組むための体制を構築し、学校
安全計画等の策定・検証を通じた取組の改善を行う
ことが確認された。その上で前述の「主体的に行動
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する態度」を育成する教育の重要性を確認し、危険
に際して自らの命を守り抜くための「自助」だけでは
なく、自らが進んで安全で安心な社会づくりに参加
し、貢献できる力を身に付ける「共助、公助」の視点
からの教育の重要性について指摘された。また学習
指導要領の改訂に伴い、各学校における安全教育に
係るカリキュラム・マネジメントの確立が必要とさ
れ、安全教育においては次の3つの資質・能力の育
成が求められた。

　以上の資質・能力は中央教育審議会答申「幼稚
園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の
学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」
（平成28年12月）に示されたものである。同答申に
は防災を含む安全に関する教育のイメージが例示さ
れており、教育課程全体とのつながりや学校種間の
系統性等について整理されている。
　なお、第2次計画には防災教育に特化された内容
は示されていない。

　令和4年3月に第3次学校安全の推進に関する計画
（以下、第3次計画と略す）が閣議決定された。第3
次計画では「学校における安全に関する教育の充実」
の方策の中に、「地域の災害リスクを踏まえた実践
的な防災教育の充実」が挙げられ、防災教育の重要
性が改めて強調されている。例えば、「防災教育に
は、災害時に自分と周囲の人の命を守ることができ
るようになるという効果とともに、児童生徒等の主
体性や社会性、郷土愛や地域を担う意識を育む効果
や、地域と学校が連携して防災教育に取り組むこと
を通じて大人が心を動かされ、地域の防災力を高め
る効果も期待される。」とあり、防災教育では自然か
らの恩恵についても取り上げることが重要である。
この点については前述の有識者会議中間とりまとめ
（平成23年）でも指摘されていたことである。
　また、地域の防災リーダーなどの資格者やボラン
ティアなどの人材、公民館における防災講座なども
教育資源として活用することや、地域に密着して
「共助」の役割を担っている消防団、自主防災組織、
自治会やまちづくり組織等の地域コミュニティの活
動と、学校における防災教育を関連付けることが求
められている。
　避難訓練については、現実的な災害発生時を想定
した具体的な内容が重要とされる。例えば、大地震
の発生を想定した訓練では、余震等を伴うことを訓
練で再現すること、停電が発生することを想定した
校内放送を使用しない訓練、悪天候時や揺れの渦中
など校庭に集合することが合理的ではない場合を想
定した訓練などが挙げられている。

様々な自然災害や事件・事故等の危険性、安全で安心
な社会づくりの意義を理解し、安全な生活を実現する
ために必要な知識や技能を身に付けていること。

知識・技能

自らの安全の状況を適切に評価するとともに、必要な
情報を収集し、安全な生活を実現するために何が必要
かを考え、適切に意思決定し、行動するために必要な
力を身に付けていること。

思考力・判断力・表現力等

安全に関する様々な課題に関心を持ち、主体的に自他
の安全な生活を実現しようとしたり、安全で安心な社
会づくりに貢献しようとしたりする態度を身に付けて
いること。

学びに向かう力・人間性等

第3次学校安全の推進に
関する計画における
防災教育

3
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１　
章　さらに、「災害の発生が学校の教育活動中ではな

い場合も想定し、児童生徒等が様々な場所にいる場
合にも自らの判断で安全に対処できる力を身に付け
られるようにするため、児童生徒等が安全教育で身
に付けた力を発揮し行動する場として避難訓練を位
置付け、訓練を通して児童生徒等が自らの行動を振
り返り課題を見付け改善を図る課題解決の学習の流
れとなるよう意図的計画的に実施し、より実効性の
ある訓練になるよう見直しを図る」としている。前
述の有識者会議中間とりまとめでも従前の避難訓練
の問題点が指摘されていたが、今なお学校における
避難訓練が現実的ではないという課題が残されてい
たため、第３次計画ではより現実的、具体的な訓練
が提言されていることになる。
　また前述の有識者会議でも認知バイアスに関する
記述があったが、第３次計画でも、正常性バイアス
等の必要な知識を教える実践的な防災教育や実践的
な避難訓練を実施することを求めている。大規模災
害の発生時には、このような認知バイアスによって
命を落とすことが少なくない。防災教育に限定され
るものではないが、安全教育においては、自然現象
そのものの知識だけではなく、それに直面した人々
の心理的側面を正しく理解することは、自分はもち
ろん、周囲の人々の命を救うことにつながる。
　ところで、第３次計画以前から防災教育だけでは
なく、安全教育共通の課題として、授業時間の確保
がしばしば挙げられていた。その点について第３次
計画では、安全に関係する各教科等において体系的
に実施し、指導の充実を図ることが求められてい
る。したがってカリキュラム・マネジメントを確立
し、学校安全計画に防災教育を明確に位置付けるこ
とが、防災教育の質的、量的な改善につながるもの
である。加えて、近年のICTの進化と普及を背景と
して、今後はデジタル技術を駆使した防災教育への

期待も高まるところである。

第3次学校安全の推進
に関する計画を踏まえた
小学校における防災教育

4

　では小学校においてはどのような防災教育が求め
られているのだろうか。前述の第３次計画の内容か
らは、特に様々な場面を想定した避難訓練は小学校
においても重要であることは間違いないであろう。
小学生の大多数は徒歩で通学していると思われる
が、通学中に大地震が発生した場合の通学路での避
難や、大雨とその後の通学路の危険についての学習
などは、現実的な学習といえるものである。もちろ
ん学校の状況に応じて、公共交通機関を利用してい
る際の対応が必要となる場合もある。
　小学生における避難訓練は自助が中心となるが、
社会科では共助や公助について学ぶ機会があること
から、各教科と特別活動を連携することによって、
教育効果をより高めることが可能となるであろう。
さらに理科による気象等の学びや体育科保健領域に
おける応急手当の学習もまた、防災教育の質を高め
るために大いに役立つものである。
　認知バイアスについての学習は小学生にはやや難
しいかもしれないが、「主体的に行動する態度」の育
成は小学生でも可能であり、かつ重要な学習内容で
ある。自ら主体的に避難行動をとったり、環境の安
全を図ったりすることを小学生の時期から学ぶこと
は、中学生以後の防災教育につながるものである。

東京学芸大学 教職大学院 教授
渡邉正樹
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　防災を含む安全教育の目的については※1「『生きる
力』をはぐくむ学校での安全教育」（2019）の中で、
次の3点にまとめられている。

　これらの安全教育の目標を踏まえ、本手引きでは
災害への備えという視点から、防災教育で学習すべ
き事項として、「災害に対して正しく知る」「災害に
対して備える」「いざというとき的確に行動できる」
という3つに整理した。

　小学校における防災教育は、現行の学習指導要領（平成29年告示)によれば、「現代的な諸課題に関する教科等横断
的な教育内容」として扱われている。小学校学習指導要領解説総則編P.244-245に「防災を含む安全に関する教育」と
題して、小学校で教える防災教育の内容が示されている。文字通り、教科等横断的なテーマとして、生活科（第1～2
学年）、特別の教科　道徳（第1～6学年）、図画工作科（第3学年）、総合的な学習の時間（第3～6学年）、社会科（第3～
6学年）、理科（第4～6学年）、体育科（第5～6学年）、家庭科（第5～6学年）と幅広い教科で防災が取り上げられてい
る。これらの機会はばらばらに存在するのではなく、それらが総合されて防災とは何かを理解し、どのように備え、
どのように行動すべきかを学ぶ機会とするべきである。
　この章では、自分が小学校教員の立場で防災教育を担当する場合に、何を目的とし、どのような内容を教え、どの
ように指導案を作成するかについて踏まえるべきポイントを、これまでの好事例を通じて紹介する。

　災害について知る、備える、行動する能力を身に
付けることが防災教育の目標であるとすれば、具体
的に何を教えればいいのだろうか。防災教育に関心
をもっていただけた先生方は通常、自分が得意な分
野から防災分野に取り掛かり、それを中心テーマと
して指導案を完成させる。それができた段階で、次
に何を教えるべきか、どこまで教えるべきか思い悩
む人が多い。
　その背景に防災教育で教えるべき内容が明確に定
義されていないことがある。ここでは、防災教育に
関して全国の学校や教育委員会が主として2011年
以降に公開している、小学校と中学校での1,786件
の指導案の内容分析によって防災教育内容の体系化
を試みた※2国立研究開発法人防災科学技術研究所の
池田ら（2021）の研究成果を手掛かりに、防災教育
で教えるべき「知る、備える、行動する」という3つ
の能力を8つの分野に整理する。
　分析にあたって池田らは、学習指導要領の小学校
編と中学校編を対象に、本文から「防災」「災害」の
記述を抽出し、学習指導要領の文書構成単位である
「章・節・項」の「項」ごとにまとめた。次に、対応す

防災教育の目的1 防災教育で教えるべき内容2

○ 様々な自然災害や事件・事故等の危険性、安全で安心
な社会づくりの意義を理解し、安全な生活を実現す
るために必要な知識や技能を身に付けていること（知
識・技能）

○ 自らの安全の状況を適切に評価するとともに、必要な
情報を収集し、安全な生活を実現するために何が必要
かを考え、適切に意思決定し、行動するために必要な
力を身に付けていること（思考力・判断力・表現力等）

○ 安全に関する様々な課題に関心をもち、主体的に自他
の安全な生活を実現しようとしたり、安全で安心な社
会づくりに貢献しようとしたりする態度を身に付けて
いること（学びに向かう力・人間性等）

安全教育の目的

第2章

「知る、備える、行動する」の
３つの視点で取り組む防災教育
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２　
章

ると思われる「内容」と「内容の取扱い」を集約して、
学習指導要領の見出しレベルで26項目を抽出し
た。さらに、具体的な学習内容として21項目が存
在することを明らかにしている。表1はこの整理の
結果を示している。
　1,786件の指導案を21項目に分析した結果を見る
と、図1に示すように、災害時の安全確保行動に関
する指導案の多さが特徴的である。「10.身を守る行
動（災害理解）」が75.1%と最も多く、次いで「3.地域
の災害対応」46.8%と「19.人的被害の要因理解」
46.1%が並び、「20.人的被害の事前事後対策」
38.6%と「21.住空間の災害対策」30.7%が30%を超
えている。逆に、自然現象として災害を捉える指導
案が少ないことも特徴である。災害による被害の軽
減を重視した結果ともいえるが、防災教育として教
える内容に偏りがあることを示している。

表1　学習指導要領における防災教育として扱う項目

学年 ･教科 ･種別 学習指導要領の見出し 学習内容

1 小学 ･総則 教科横断的な視点に立った資質 ･能力の育成 ̶
2 小 4･ 社会 ･目的 自然災害から人々を守る活動 ̶
3 小 4･ 社会 ･内容 自然災害から人々を守る活動   1　地域の共助 ･公助
4 小 4･ 社会 ･内容 自然災害から人々を守る活動   2　地域の調べ学習
5 小 4･ 社会 ･内容 自然災害から人々を守る活動   3　地域の災害対応
6 小 5･ 社会 ･内容 我が国の国土の自然環境と国民生活   4　国や都道府県の公助
7 小 5･ 社会 ･内容 我が国の国土の自然環境と国民生活   5　日本の自然災害と防災対策
8 小 6･ 社会 ･内容 我が国の政治の働き   6　復旧 ･復興
9 小 5･ 理科 ･内容 流れる水の働きと土地の変化   7　気象災害（現象）
10 小 5･ 理科 ･内容 天気の変化   8　天気の変化
11 小 6･ 理科 ･内容 土地のつくりと変化   9　地震 ･火山災害（現象）
12 小学 ･特活（学活） 心身ともに健康で安全な生活態度の形成 10　身を守る行動（災害理解）
13 小学 ･特活（行事） 健康安全 ･体育的行事 11　身を守る行動（避難訓練）
14 中学 ･総則 教科等横断的な視点に立った資質 ･能力の育成 ̶
15 中学 ･社会（地理） ･ 内容 地域調査の手法 12　地理（地図）
16 中学 ･社会（地理） ･ 内容 日本の地域的特色と地域区分 13　地理（地誌）
17 中学 ･社会（公民） ･ 内容 私たちが生きる現代社会と文化の特色 14　公民（災害情報）
18 中学 ･理科（第 2） ･ 内容 自然の恵みと火山災害 ･地震災害 15　地震 ･火山災害（メカニズム）
19 中学 ･理科（第 2） ･ 内容 自然の恵みと気象災害 16　気象災害（メカニズム）
20 中学 ･理科（第 2） ･ 内容 地域の自然災害 17　地域の災害特性 ･災害史
21 中学 ･理科（第 2） ･ 内容 自然と人間 18　自然環境保全と科学技術利用
22 中学 ･保体（保健） ･ 内容 傷害の防止 19　人的被害の要因理解
23 中学 ･保体（保健） ･ 内容 傷害の防止 20　人的被害の事前事後対策
24 中学 ･技家（家庭） ･ 内容 衣食住の生活 21　住空間の災害対策
25 中学 ･特活（学活） 心身ともに健康で安全な生活態度の形成 10　身を守る行動（災害理解）
26 中学 ･特活（行事） 健康安全 ･体育的行事 11　身を守る行動（避難訓練）

図1　指導案が対応する学習指導要領の項目の割合

0 20 40 60 80（%）

18.5
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8.8
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2.6
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46.1

38.6
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N=1786 1 地域の共助・公助
 2 地域の調べ学習
 3 地域の災害対応
 4 国や都道府県の公助
 5 日本の自然災害と防災対策
 6 復旧・復興
 7 気象災害（現象）
 8 天気の変化
 9 地震・火山災害（現象）
 10 身を守る行動（災害理解）
 11 身を守る行動（避難訓練）
 12 地理（地図）
 13 地理（地誌）
 14 公民（災害情報）
 15 地震・火山災害（メカニズム）
 16 気象災害（メカニズム）
 17 地域の災害特性・災害史
 18 自然環境保全と科学技術利用
 19 人的被害の要因理解
 20 人的被害の事前事後対策
 21 住空間の災害対策
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　池田らは内容分析を一歩進めて、クラスター分析
という手法を使って、1,786件の指導案の内容の類
似度から防災教育がカバーすべき分野を表2のよう
に8つに整理し、それぞれの指導案の数を示した。

　以下クラスターの番号に従って、その特徴を見て
いく。

① 自然現象の理解（地震・津波・火山災害）
指導案数が75と最も少ないクラスターである。
その特徴は、気象災害に比べて発生頻度が低い
地震・津波・火山災害を「自然現象」として理学
的に理解する学習が多いことである。

② 地域の災害史の理解（気象災害）
指導案数が202と豊富である。地震・津波・火
山災害のような地変災害と違って、我が国では
梅雨時の集中豪雨や秋の台風に代表されるよう
に、毎年どこかで気象災害が発生する危険性が
ある。そのため経験値も高く、災害の地域性を
考慮して当該地域で過去に発生した災害事例を
通して気象災害を学んでいることが特徴である。

③ 災害時に顕在化する課題
指導案数377と最も多いクラスターである。災
害が発生するとどのような問題や課題が起きる
かを生活者として知ることが特徴である。

④ 災害教訓の活用
指導案数354と2番目に多いクラスターである。
災害によって発生する問題や課題を先人はどう
乗り越えてきたかを知ることが特徴になってい
る。

⑤ 災害時の身の守り方
257の指導案が含まれ、災害発生時の具体的な
安全確保行動に関するクラスターである。

⑥ 被害抑止の方法
指導案数285と数多く取り上げられている。ど
うすれば被害を減らせるか、被害に遭わないで
済むかを目的としてハードな対策からソフトな
対策まで、様々な対策が紹介されている。

⑦ 被害軽減における共助・公助
135指導案と比較的少ない。命の危険が去り、
災害から社会が立ち直っていく過程で必要とな
る共助や公助のあり方が取り上げられている。
今後充実させるべきクラスターである。

⑧ 地域の被害特性の抽出
99指導案と比較的少ない。分かりにくい表現に
なっているが、平時から自分がどのような危険
にさらされているか、自分が置かれている状況
を地図によって正しく認識することが特徴であ
る。そこには地域全体としてのリスクの可視化
と対応策の検討のためのマクロな視点、自分に
はどのようなリスクがあるのかを個別に知り、
対策を考える「わがこと」化のためのマイクロな
視点での地図化がある。これも今後充実させる
べきクラスターである。

　上記の8つのクラスターは「知る」「備える」「行
動する」に対応した3つの大クラスターにまとめる
ことができると池田らは報告している。

防災教育がカバーすべき
8つの分野3

表2　防災教育指導案のクラスターと指導案数

クラスター 指導案数

⑤ 災害時の身の守り方 257

⑥ 被害抑止の方法 285

⑦ 被害軽減における共助・公助 137

⑧ 地域の被害特性の抽出 99

① 自然現象の理解（地震・津波・火山災害） 75

② 地域の災害史の理解（気象災害） 202

③ 災害時に顕在化する課題 377

④ 災害教訓の活用 354
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「①自然現象の理解（地震・津波・火山災害）」と
「②地域の災害史の理解（気象災害）」は、どちらも自
然現象としての災害を「知る」ことを主眼とした学習
である。「③災害時に顕在化する課題」と「④災害教
訓の活用」は、災害によって発生する問題である社
会現象としての災害を知ることで、それに対する
「備え」のあり方を学んでいる。そして残りの一つの
クラスターは、災害に対して人々がどう「行動する」
べきかについての学びである。これら4つのクラス
ターを時系列に即して並べ替えると、どのような行
動能力を身に付けるべきかが明確になる。すなわ
ち、平時から「⑧地域の被害特性の抽出」をして危険
を地図化し、「⑥被害抑止の方法」によって被害に遭
わないように対策する。いざ発災したときには「⑤
災害時の身の守り方」で安全確保行動をとることが
できる。その後の災害からの立ち直りの過程でも
「⑦被害軽減における共助・公助」の担い手になる。

　上記の8つのクラスターが防災教育でカバーされ
るべき内容となる。それらを過不足なく教えようと
すると、かなりの時間が必要となる。しかし、小学
校での教育に無限の時間が与えられているわけでは

ない。そこで、これらの内容を理解した上で、自分
たちが置かれた地域の状況を踏まえて、短時間でも
災害によるリスクの低減につながる教育効果の高い
プログラムを編成することが必要となる。
　こうした質の高いプログラムを地域で実践してい
る例として※3「姫路市立学校災害対応マニュアル作
成指針」の事例を紹介する。この指針は、2013年2
月に発行された「学校災害対応マニュアル作成指針」
の改訂版として2020年に公開されている。学校で
の災害対応の考え方が体系的にまとまっており、全
国の市町村や学校・園で参考にしていた作成指針の
構成を活かして、学校での災害対応を以下の4点で
整理している。
① 「どのようなことに気をつけるべきか」（予想され
る学校災害と被害想定）

② 「いざというときどうするのか」（学校災害のレベ
ルと災害対応）

③ 「そのために普段からどう備えるか」（学校・園・
教職員・子どもたち・保護者・地域の学びと備
え）

④ 「予想される将来の被害を予防するために何をす
るのか」（中長期的学校園整備計画）

　これら4点を順次理解し、対策を講ずることで、
学校災害が発生しても、被害を極力出さない、重要
な事業を中断させない、中断しても短い期間で復旧
させるための方針、体制、手順等を示した「学校災
害対応マニュアル」を作ることができるように配慮
されている。学校での災害対応を実現する上で必要
となる合理的なプロセスを示すことで、それぞれの
発達段階で、防災教育において教えるべきことの全
体像を提供している。

　合理的な防災教育プログラムの姿が明確になった
としても、実際に防災教育を推進するためには、全

災害リスクの低減に
防災教育を活かす4

防災教育の指導案を
作成するにあたって5

知
る

①自然現象の理解（地震・津波・火山災害）

②地域の災害史の理解（気象災害）

備
え
る

③災害時に顕在化する課題

④災害教訓の活用

行
動
す
る

⑧地域の被害特性の抽出

⑥被害抑止の方法

⑤災害時の身の守り方

⑦被害軽減における共助・公助
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体プログラムを個々の指導案のつながりに置き換え
ていかなければならない。そうした指導案作りは、
そうでなくとも多忙な先生方には大きな負担となる
ためハードルの高い課題である。実際に、多くの先
生方はやりたいと思っても、何から手を付けていけ
ばいいのか、どのように進めていけばいいのか分か
らない、と思い悩まれている。
　こうした先生方を支援するために、内閣府防災担
当と防災教育チャレンジプラン実行委員会は※4「地
域における防災教育の実践に関する手引き」
（2015）を刊行した。この手引きは内閣府防災担当
の支援を受けて、防災教育チャレンジプラン実行委
員会が2004年から実施してきた10年にわたる成果
をとりまとめたものである。一人でも多くの先生方
に、できるだけ少ない負担で継続的に防災教育に取
り組むためのアドバイスの提供を目的とし、2015年
3月に仙台で開催された第3回国連防災世界会議で
公開された。
　防災教育チャレンジプランは、全国で取り組まれ
つつある防災教育の場の拡大や質の向上に役立つ共
通の資産作りを目的に、新しいチャレンジをサポー
トする取組として、2004年以来継続して活動してい
る。プランの準備・実践に必要な経費を支援するほ
か、防災教育チャレンジプランアドバイザーによる
相談受付などの支援を1年間にわたって行い、その
成果を広く横展開するためにホームページに公開し
ている※5。2023年3月時点の公開事例数は350件を
超えている。
　「地域における防災教育の実践に関する手引き」で
は、防災教育を実践する上で念頭に置くべき5つの
基本姿勢を紹介し、実践にあたって考慮すべき6つ
の側面を明らかにした上で、それらの側面が実践の
準備段階、実行段階、継続段階でどのように大切か
を、過去の優良事例の教訓をもとに紹介している。
これを読めば誰でも簡単に防災教育が実践できるわ
けではないが、少なくとも防災教育の実践で思い悩
まれている先生方へのヒントとなることは間違いな
い。

１． 地域の特性や問題点、過去の被災経験を知る
こと

２．まずは行動し、身をもって体験すること

３．身の丈に合った取組とすること

４．様々な立場の関係者と積極的に交流すること

５．明るく、楽しく、気軽に実行すること

防災教育を実践するにあたっての
5つの基本姿勢

防災教育の取組を成功させるために
必要となる6要素

◆第一は、防災教育を推進するために必要となる
「人」である。そこには2種類の人が必要となる。
「担い手」と「つなぎ手」である。取組を主導する
「担い手」を確保しなければ取組自体が始まらな
い。そこに様々なタレントを持つ人と連携する
ための「つなぎ手」を確保できるかが成功の重要
な要因となる。

◆第二は運営である。防災教育に取組む体制、地
域内・外の協力、連携体制を構築できるかとい
う「組織」「体制」が重要な検討課題である。　

◆第三は「お金」である。　防災教育に必要な「資金」
の確保ができるか、同時に「経費」の低減ができ
るかが問われる。

◆第四は「場」である。防災教育に取り組むための
「時間」や「場所」を確保できるかは切実な問題で
ある。

◆第五が「ネタ」である。防災教育を実践する上で
必要となる「知識」や「教材」等の入手と運用がで
きるかが問われる。

◆そして第六は「コツ」である。防災教育の取組の
質を高め、より効果的・効率的なものにするた
めの意外なノウハウを知っているか、「工夫」が
できるかが肝心である。
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２　
章

　左記の6要素に目配りしながら、防災教育を推進
していく上では、防災教育を行うための指導案をま
とめる「準備段階」で9つ、防災教育を実践する「実
行段階」で5つ、そして担当していた先生が他校に
移ると活動そのものがなくなることを避けるための
「継続段階」で4つ、全部で18個の検討すべきポイン
トが存在することを過去の実践団体の教訓が教えて
いる。

　この章では「知る、備える、行動する」の3つの視
点で取り組む防災教育と題して、自分が小学校で防
災教育を担当する場面を想定して、何をどのように
教えるべきかについて、優良事例を紹介しながら指
導案レベルで検討してきた。

　まず、文部科学省が2019年にまとめた「『生きる
力』をはぐくむ学校での安全教育」に基づいて、防災
教育の目的を確認した。次いで、防災教育において
何を教えるかについて、小学校と中学校の防災教育
の指導案の内容分析からカバーすべき分野が8種類
に整理できることを見いだした、国立研究開発法人
防災科学技術研究所の池田ら（2021）の研究を紹介
した。
　さらにそれらを体系的に教えるためのヒントとし
て、姫路市がまとめた「学校災害対応マニュアル作
成指針（2019年度改訂版）」が採用している、どのよ
うな危険があるのか、いざというときどう振る舞う
か、そのために日頃から何をするのか、危険を予防
するために長期的に何をするのか、という4つの視
点での整理を紹介した。
　最後に、防災教育を実践するにあたっての18の
留意点を、内閣府（防災担当）と防災教育チャレンジ
プラン実行委員会がまとめた「地域における防災教
育の実践に関する手引き」で紹介した。

防災教育を実践するための
ガイド6

国立研究開発法人防災科学技術研究所 理事長

林　春男

参考文献
※1  文部科学省（2019）「『生きる力』をはぐくむ学校での安全教育」
https://anzenkyouiku.mext.go.jp/mextshiryou/data/seikatsu03_
h31.pdf

※2  国立研究開発法人防災科学技術研究所の池田ら（2021）「全国で展開され
る防災教育教材の現状分析～学習指導要領との関係性を踏まえた今後の
防災教育のあり方～」、地域安全学会論文集 No.39, pp.103-111.

※3  姫路市（2020）「学校災害対応マニュアル作成指針（令和元年度改訂版）」
https://www.city.himeji.lg.jp/bousai/0000012117.html

※4  内閣府（防災担当）・防災教育チャレンジプラン実行委員会（2015）「地域
における防災教育の実践に関する手引き」
https://www.bousai.go.jp/kyoiku/pdf/h27bousaikyoiku_guidline_
jp.pdf

※5  防災教育チャレンジプラン実践団体の報告
http://www.bosai-study.net/top.html

〈準備段階でのポイント〉 

①担い手：担い手を決める
②つなぎ手：地域のキーパーソンと連携する
③組織：取組主体を組織化する
④体制：活動範囲を無理に広げない
⑤時間：準備時間を確保する
⑥場所：活動場所を確保する
⑦資金：活動資金を確保する
⑧知識：知識や情報を収集する
⑨教材：目的に応じた教材（プログラム）を作成する

〈実行段階でのポイント〉

⑩つなぎ手：経験豊富なアドバイザーを確保する
⑪体制：地域の理解を得て関係機関と連携する
⑫時間：活動時間を確保する
⑬経費：経費を低減させる
⑭工夫：他の実践団体と交流する

〈継続段階でのポイント〉

⑮担い手：後任者を育成する
⑯教材：知恵や経験を形式知化する
⑰工夫：成果を外部に発表する
⑱体制、教材、資金：活動内容を継続的に見直す
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第3章

実践事例集

実 践 事 例 の 活 用 に あ た っ て
〜資料活用の仕方と注意点〜

　避難訓練の際によく指導される内容として、標語の「おかしも」「おは
しも」（防災教育用語集P128参照）や、地震発生時に身を守る行動姿勢の

「ダンゴムシのポーズ」等があります。本実践事例においてもこれらの内容
を紹介しています。指導にあたっては、標語やポーズ自体が避難訓練の目
的にならないように留意する必要があります。災害は不確実性が高く、災
害から身を守る方法に必ずしも正解があるわけではありません。児童が適
切に判断し、自ら身を守る行動ができるような安全に関する資質・能力を
身に付けていくためには、地域や学校の実情、児童の発達の段階等を踏ま
えて、指導内容や指導方法を工夫する必要があります。
　特に、実効性のある防災教育を行うと、児童が一時的に「不安」を感じる
ことがあります。自然災害の脅威のみを扱うのではなく、自然から大きな
恩恵を受けていることにも触れ、自然の災害と恩恵の二面性に着目させる
ことが大切です。
　また、避難訓練の評価のためのアンケートやシートについて実践事例と
して紹介していますが、地域や学校の実情等に合わせて聞き方を変えた
り、自由記述を設けたりするなど、工夫し活用してください。
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こんな訓練やっていませんか？

避難訓練改善の必要性

　過去に起きた地震災害では、恐怖で動けなくなったり、立て続く余震で不安が高まって過呼吸や嘔吐が連
鎖していったり、階段や校庭で転倒したりする親子がいたことが確認されています。余震の発生や停電、悪
天候の状況を想定せずにただ漫然と校庭に集合する避難訓練では、現実の大地震に対応できません（「第3次
学校安全の推進に関する計画」にも明記）。
　そこで、特に津波がないような地震に対してどのように避難訓練を改善したらいいのか、難易度別に事例
を紹介します。必要な教材も付けていますので、ご活用ください。

教師が指示をしてから机の下に入る
「地震です。机の下に入りましょう」と教師が指示をしてから、子供たちが行動してい
ませんか。立っている教師より先に、座っている子供たちが揺れに気付くはずです。
教師の指示なく、身を守る訓練をしましょう。

大きな地震が直下で起これば、必ず余震を伴います。直後ほど何度も立て続きます。
�校庭集合のために階段を大人数で急いで移動するのは、集団での転倒につながる危険
な行為となりかねません。

余震が発生することを想定していない

耐震化した学校で崩壊した校舎は過去にありません。子供たちを急いで校庭に出そう
として、階段での転落や昇降口でのけがのリスクを高めていませんか。津波避難など
の理由がなければ、教室内待機で安否確認をしましょう。

耐震性のある校舎をわざわざ出て校庭集合

「揺れから命を守る」部分こそ大事な訓練項目です。場所や状況に応じた身の守り方
や繰り返す余震への対応を第一に評価しましょう。

集合までにかかった時間が評価になっている

より実践的な避難訓練のために
〜避難訓練の改善事例〜
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３　
章

● 余震が繰り返し発生しない
● 雨天の場合、特に合理的な理由なく順延している
● 耐震化した校舎が倒壊する前提になっている
● 停電しない／放送設備が教師の伝達手段として使用可能
● 転落リスクのある階段を大人数で移動
● けが人がいた場合のオペレーションを考えていない

● 津波や火災が迫っている。
● 校舎内給食室等から火事が発生している。
　 ※ 理科室や家庭科室からの出火は，初期消火を怠らなければ校舎全体が燃えるような火災には至らない

はずです。したがって、児童生徒が「火事だ！」と伝えながら避難し、教師は初期消火をするような訓
練へと改善する余地があります。

● 校舎に耐震性がない。

● 校舎に耐震性があり、津波を伴わない。
● 悪天候である。
● 傷病者が出ている。
　 ※ 建物の非構造部材（天井や壁など）は、耐震性とは別にはがれ落ちる可能性があり、机の下に入ること

はきわめて重要です。

避難訓練で見直すべきポイント

現状の訓練は校庭に集合することが
目的化していませんか？

「校庭集合」「教室内待機」　双方の訓練を

校庭集合

教室内待機

そのために、過去の災害で起きている「余震」「停電」「けが人・過呼吸」は起きな
いこと・考えないこととして、さらに、耐震性があるはずの校舎を「倒壊の恐れ
がある」という設定にしているように見受けられます。もちろん校庭集合の訓練
も必要ですが、大雨の場合などの教室内待機の訓練も必要です。
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難易度別 避難訓練の改善事例

①�余震が何度か起きる
②�停電していて放送設備が使えない
③�「けが人封筒訓練」（けが人演技は誰もしない）
④�「けが人封筒訓練」応用編（児童がけが人演技をする）

① 余震が何度か起きる

●  緊急地震速報の報知音で机の下に入る指導をし
ておく（教師が行動を指示しない）。

●  余震を示す緊急地震速報の報知音を数回（ラン
ダムに）鳴らす。

 例）余震３回： 
 本震 → ４分後余震 → ３分後余震 → ３分後余震
  ※声かけの例
 「余震が来たら、また机の下に入ってください」
  「具合が悪い人はいますか？　けがをした人はいま

せんか？」
 「机の下に入れば大丈夫だからね」など

●  児童は、報知音のたびに机の下に入る。
●  校庭に集合せずに、教室内で点呼をして終了と

する。

●  揺れの後、廊下からほかのクラスの先生と安否
確認する旨を伝えておく。「だから、静かにして
いてほしい」などと伝えておく。

●  本震後、児童の安否確認を行う。
●  けが人がない場合、廊下に出て大声で「２年1組

無事です！」など、情報共有する。
●  全フロアの情報を集約する。
●  学校全体の情報が集約できたら、教室内待機で

訓練終了とする。
　 ※声かけの例
   「全員無事です。静かにしていてくれてありがとう」

■ 余震が発生する訓練を行い、教室内で点呼して終了とする。

●  抜き打ちである必要はない。教職員
にも児童にも、余震のある訓練を行
う旨を事前に伝えて構わない。

●  教職員は、「全部で３回」など事前に
示し合わせておいてよい。

●  児童には、余震が何回起きるかは言
わない（本震時刻は伝えてよい）。

　 ※ 本来、余震がどのくらいの頻度で何回
起きるかは予測不可能であるため

●  抜き打ちである必要はない。教職員
にも児童にも、停電していて点呼は
廊下を通じて行う旨を事前に伝えて
構わない。

●  全体の情報が集まるまで手持ち無沙
汰な時間が長いので、余震を2、3回
入れるとよい(余震があることは予
告して構わない）。

●  情報集約は「教頭による集約」のほか
に、「フロアからひとりの教員が本
部に行く」「トランシーバーを活用」
などが考えられます。さまざまな方
法を試してみましょう。

② 停電していて放送設備が使えない

■ 人数把握などの情報伝達を廊下から大声で行う。
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●  クラス数の分だけ封筒を用意する。
●  それぞれの封筒に、次ページのイベントカー

ドを1〜3枚入れる（学校全体で赤１・黄2な
ど、学級数や難易度で調整する）。

● 封筒を各担任にランダムに配布する。

● どこかのクラスにけが人が出る。
● �教師が演技できる児童に依頼をする。
　 ※以降は③と同じ。

●  発災時にけが人が出てしまう
場合があることを、児童が受
け止められるだけの防災教育
をした学校で行う。

●  搬送などの対処では、担架に
乗せるのが危険な場合、横を
歩かせる。

●  停電時の伝達訓練と位置
づける。けが人が出るこ
とは児童に事前に伝えて
も伝えなくてもよい。

●  教員研修として教員だけ
でやってもよい（所要10
〜15分）。

④ 「けが人封筒訓練」応用編 （けが人演技あり）

■  ③の「けが人封筒訓練」で、けが人を児童が
演じる。

③ 「けが人封筒訓練」（けが人演技なし）

【事前の準備】

【訓練の手順】
① 発災合図で児童に声かけ

② 児童が初動を取ったら、封筒を開封

③ イベントカードに対応しつつ、重症度を確認

④ 封筒内の状況に応じた対処

⑤ 赤・黄があったフロアは、協力して本部に情報を伝達

⑥ 本部は全フロアからの情報を集約

⑦ 集約した情報を各フロアにフィードバック

緑のみ…………… 廊下に出て「○組無事です！」と
大きな声で伝達

その状況に対処赤や黄がある……

近隣クラスから「無事です」が……ない場合
協力してそのクラスの
救助に向かう

●   どこかのクラスにけが人が出る。
●  その情報をフロアで共有し、本部に伝える。
●  けが人クラスの担任をフロアでサポートす

る。
●  本部が把握し、搬送などの指示が出たら 

対応。
●  本部から全体への情報共有ができたら終了。

【訓練の設定】
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【状態】
地震の揺れで転倒して、
膝を擦りむいた。痛さと
不安で今にも泣き出しそ
う。

●��声かけを続ける
・�児童への声かけと、けが人（カード）への対応を両方行う

● 学校全体を俯瞰する意識をもつ
　・離れた場所でのけが人を本部が把握できるか
　・�学校全体でどこがいちばん重症かを本部が認識できるか

●�チームとして動く
　・困ったら声を上げる／念のための伝達も臆せずする
　・�まずはフロア内で「One�Team」、次いで学校全体で�
「One�Team」となる

　・臨機応変にそれぞれの教師が自分で考えて動く
　・�従来の避難訓練実施計画のように、「XX先生のクラスで
けが人、YY先生が助けに行く」など書かない

【状態】
地震の恐怖でパニックに
なり、過呼吸を起こす。
フラフラしているが、支
えられれば歩ける。励ま
されるとだんだん落ち着
くが、余震や叫び声など
の周囲の状況に過敏なた
め、過呼吸を繰り返す。

【状態】
度重なる余震で、少しず
つ不安が増し、おなかが
痛くなる。トイレに行き
たいと言っている。

【状態】
給食の熱い鍋が倒れ、中
身がこぼれた。中のシ
チューがかかり、やけど
をしている。患部が赤く
水ぶくれのようになって
おり、「熱い、痛い…」と
言っている。

【状態】
机の脚に指を挟んでし
まった。出血はしていな
い。指が腫れて、「痛い」
と叫びながら助けを求め
ている。

「けが人封筒訓練」のポイント

【緑のイベントカード】

イベントカード
(コピーしてご利用ください）

●  あくまでも、教員間の連携が目
的。封筒内のけがが赤・黄・緑
の何に対応するかを判断できる
ようになることを目的とするわ
けではない。

●  色判断の間違い（オーバートリ
アージ）や、他クラス担任との相
談、事後の色訂正は、訓練中に
あっても構わない。大事なのは
相談や訂正ができる雰囲気に学
校全体がなっているかである。
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【状態】
揺れにより転倒。右足の
親指を机に強打。患部が
内出血して腫れている。
苦しみながら必死に助け
を呼んでいて、歩ける状
況にない。

【状態】
地震の揺れに驚いて転
倒、腹部を強打して痛
がっている。話しかけて
も返事が鈍く、目もうつ
ろで、焦点が合わない。

【状態】
不安で今にも泣き出しそ
う。

【状態】
「水筒の中身がなくなっ
ちゃった」「のどがかわ
いた」と言っている。

【状態】
地震の揺れで気持ちが悪
くなる。身動きがとれな
いほど腹痛がひどく、そ
の場にうずくまってい
る。寒気で震えている。

【状態】
地震の揺れでバランスを
くずし、壁に頭を強打
し、床に倒れ込んだ。話
しかけても反応が薄く、
大量出血状態。話しかけ
ても反応しなくなり、
眠ったように目を閉じて
いる。

【状態】
「家族が心配だから帰る」
「おうちに帰る」と連呼し
て、外に出ようとしてい
る。

【黄色のイベントカード】

【赤のイベントカード】

【色なしのイベントカード】
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高低

事前、訓練、振り返りの３ステップで
実施する防災教育プログラム　【地震】

単元計画例

緊急地震速報に関する基礎的な知識、地震から身を守るための正しい対応の仕方を習得し、速報を聞い
たときの自主的かつ適切な対応行動を身に付けることにより、地震発生時の対応能力を向上させる。ねらい

ステップ１　
事前学習

１．緊急地震速報についての基礎的な知識を知る。
２．地震による物の動き方を知り、緊急地震速報を聞いたときの対応の仕方を考える。
３．安全な場所への移動（避難）の仕方を学ぶ。

事前学習　ワークシート「地震から自分の身を守ろう！」

事前学習　指導案（45分）　

緊急地震速報を聞いたときの「正しい行動」を学ぼう
タイトル

ねらい（学習目標）

ワークシート

指導案例

 緊急地震速報の事前学習を生かし、緊急地震速報を聞いたときに、自分の判断で自分の身を守る
正しい対応行動を習得する。

実践訓練プログラム１　通常訓練（45分）
実践訓練プログラム２　ショート訓練（5分）

緊急地震速報による対応行動訓練
タイトル

ねらい（学習目標）

指導案例

１．対応行動訓練での自分の行動や対応を振り返る。
２．緊急地震速報を聞いた場合の適切な対応行動を確認する。
３．地震時に身を守ることの必要性を学ぶ。

事後学習　ワークシート「訓練をふりかえろう！」

事後学習　指導案（30分）

緊急地震速報を聞いたときの行動を振り返ろう
タイトル

ねらい（学習目標）

ワークシート

指導案例

P.24参照

ステップ２
対応行動訓練

P.28参照

ステップ３　
事後学習

P.32参照

知る 備える 行動する地震学年 災害分類 防災基礎力
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効果測定を行う場合、指導の前後に事前事後評価のためのアンケート「地震アンケート」を記入させ確認するとよい。

自
じ

分
ぶん

にあてはまるところに○をつけましょう。

　　　年
ねん

　　　組
くみ

　　　番
ばん

　名
な

前
まえ

 （　　　　　　　　　　　　　　　）地
じ

震
しん

アンケート

よく知
し

っている　　　少
すこ

し知
し

っている　　　どちらでもない　　　あまり知
し

らない　　　知
し

らない

①地
じ

震
しん

が起
お

きたとき、どのようなことが起
お

きるのかを知
し

っている。

よく知
し

っている　　　少
すこ

し知
し

っている　　　どちらでもない　　　あまり知
し

らない　　　知
し

らない

③緊
きん

急
きゅう

地
じ

震
しん

速
そく

報
ほう

を聞
き

いたとき、どのようなことが起
お

きるのかを知
し

っている。

そう思
おも

う　　　ややそう思
おも

う　　　どちらでもない　　　あまりそう思
おも

わない　　　そう思
おも

わない

⑦緊
きん

急
きゅう

地
じ

震
しん

速
そく

報
ほう

を聞
き

いたとき、短
みじか

い時
じ

間
かん

で安
あん

全
ぜん

な場
ば

所
しょ

へ移
い

動
どう

して身
み

を守
まも

る。

よく知
し

っている　　　少
すこ

し知
し

っている　　　どちらでもない　　　あまり知
し

らない　　　知
し

らない

②地
じ

震
しん

が起
お

きたとき、正
ただ

しい身
み

の守
まも

り方
かた

を知
し

っている。

そう思
おも

う　　　ややそう思
おも

う　　　どちらでもない　　　あまりそう思
おも

わない　　　そう思
おも

わない

⑥ 地
じ

震
しん

が起
お

きたときや緊
きん

急
きゅう

地
じ

震
しん

速
そく

報
ほう

を聞
き

いたとき、姿
し

勢
せい

を低
ひく

く、頭
あたま

や体
からだ

を守
まも

り、揺
ゆ

れが収
おさ

まるま
でじっとする。

よく知
し

っている　　　少
すこ

し知
し

っている　　　どちらでもない　　　あまり知
し

らない　　　知
し

らない

④緊
きん

急
きゅう

地
じ

震
しん

速
そく

報
ほう

を聞
き

いたとき、何
なに

をすればよいのか知
し

っている。

そう思
おも

う　　　ややそう思
おも

う　　　どちらでもない　　　あまりそう思
おも

わない　　　そう思
おも

わない

⑤地
じ

震
しん

が起
お

きたとき、物
もの

が落
お

ちてくる・倒
たお

れてくる・移
い

動
どう

してくる場
ば

所
しょ

は危
き

険
けん

。

そう思
おも

う　　　ややそう思
おも

う　　　どちらでもない　　　あまりそう思
おも

わない　　　そう思
おも

わない

⑧緊
きん

急
きゅう

地
じ

震
しん

速
そく

報
ほう

を聞
き

いたときや地
じ

震
しん

の揺
ゆ

れを感
かん

じたとき、自
じ

分
ぶん

で考
かんが

えて自
じ

分
ぶん

の身
み

を守
まも

る。

※各学校の実態やねらいに応じてアンケート項目や回答のさせ方を工夫する。自由記述を入れてもよい。

参考資料及び参考サイト
〇地震防災教育プログラム（宇都宮地方気象台）

https://www.jma-net.go.jp/utsunomiya/bousai/bousaikyouiku/jishin.html
〇防災教育リテラシーHUB（防災科学技術研究所）

https://bosai-kyoiku.jp/bousai/142/

事前事後評価アンケート例
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指導案例

展開例（45分）

緊急地震速報を聞いたときの「正しい行動」を学ぼう事前学習

ねらい １．緊急地震速報についての基礎的な知識を知る。
２．地震による身の周りの物の動き方を知り、緊急地震速報を聞いたときの対応の仕方を考える。
３．安全な場所への移動（避難）の仕方を学ぶ。

ステップ１　

時 主な学習活動 指導上の留意点

導
入

1.緊急地震速報についての基礎的な知識を知る。
○地震の怖さを知る。

○緊急地震速報の基礎的なしくみを知る。

◎いくつかの災害を何人かに発表させる（地震、津波、
雷、暴風雨、竜巻、噴火、土石流、雪崩、大規模火災
や爆発、人為災害等）。

◎地震によって起こる被害について発表させる。
◎過去の地震の写真を見せながら地震時の被害をイメー

ジさせる。
◎地震の強い揺れから自分の身（命）を守るための学習を

することを伝える。
◎パソコンやラジカセ等で「緊急地震速報」の音を聞かせ

る。※音に配慮が必要な児童には、耳をふさぐなどの
指示をする。

◎速報は数秒から数十秒しかないことを押さえる。リー
フレットを配布して説明してもよい。

2.地震による身の周りの物の動き方を知り、緊急
地震速報を聞いたときの対応の仕方を考える。

○地震による物の動き方を確認して、ワークシートの1
に書く。

○班ごとに話し合ってワークシートに追加する。

○緊急地震速報を聞いたときの対応の仕方を考え、
ワークシートの2に書く。

○グループに分かれて話し合う。

○グループごとに発表する。

◎ワークシート「地震から自分の身を守ろう！」を配布す
る。

◎地震によって起こる危険を知っておくことの重要さを
押さえる。

◎班ごとに話し合わせてワークシートにまとめる。
◎３つの危険について、具体的に危険な物を例示しなが

ら理解を深める。

◎校内で速報を聞いたり、強い揺れが襲ってきたりした
ことを想像して書かせる。

◎ホワイトボード、ペンを各グループに配布し、考える
場所を指定する。

◎自分の意見以外は、赤や青鉛筆で記入させる。

学習のポイント
地震によって起こる被害を考える。

学習のポイント
強い揺れの到達までの猶予時間を理解し、短時間で身を守
る行動をとらなければならいことに気付く。

学習のポイント
物は「落ちる」「倒れる」「移動する」ことがあることに気付
く。

展
開
❶

学習のポイント
地震から身を守る方法を考える。
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１．緊急地震速報の基礎的なしくみを理解しているか。
２． 緊急地震速報を聞いたときや地震の強い揺れのとき、どのような行動をとればよいか

を理解しているか。
３．自分の判断で危険を回避し、自分の判断で行動することを理解できたか。
４．避難する際の移動の仕方（お・か・し・も・ち）の必要性を理解できたか。

ねらいに対する評価

時 主な学習活動 指導上の留意点

○「安全行動（1-2-3）」の大切さを理解する。

○周りに大人がいないとき、地震から自分の身を守
るために大切なことをワークシートの3に書く。

3.安全な場所への移動の仕方を学ぶ。
○「お・か・し・も・ち」のルールを確認する。

◎どの場所でも「落ちてくる」「倒れてくる」「移動して
くる」を避けて身を守ることに気付かせる。

◎「安全行動1-2-3」を黒板に掲示し、地震から身を守る
ときに「頭を守る」ことの大切さを押さえる。

◎低学年には「だんごむし」のポーズが理解しやすい。
◎具体的にいくつかの場所や状況を提示する（自宅、休

み時間、登下校時など）。
◎ワークシートを確認し、何人かに発表させる。
◎３つのポイントを記入させる。
　①  物が「落ちてこない・倒れてこない・移動してこな

い」場所へ移動
　② 数秒から数十秒の短時間で行動
　③  自分の命は自分で守るという意識をもち、慌てず

に、自分で考え判断して行動

◎「お・か・し・も・ち」の避難行動を確認する。
　・おさない　・かけない　・しゃべらない
　・もどらない　・ちかづかない
※ 地域によって様々な呼び方がある。この言葉を覚える

ことがゴールにならないように注意する。

ま
と
め

4. 学習内容をまとめる。
○緊急地震速報を聞いたときの身の守り方を確認する。
○緊急地震速報による対応行動避難訓練について

説明する。

◎本時のまとめと、次時の学習内容を伝える。
◎普段の生活の中で速報を聞いたら、それは訓練ではな

く本番であるということを伝える。

学習のポイント
安全行動の違いを理解して、地震から身を守る方法の理解
を深める。

学習のポイント1
「落ちてこない・倒れてこない・移動してこない」を意識し
た行動を復習する。

学習のポイント
避難するときのルールを復習する。

学習のポイント2
緊急地震速報を聞いたときの行動を復習する。

学習のポイント3
自分で考えて行動することの大切さを理解する。

展
開
❷

「シェイクアウト」（防災訓練の考え方）
　①まず姿勢を低く（Drop）
　②頭を守り（Cover）
　③動かない（Hold on）

使用教材・準備物、留意事項
使用する教材・準備物
●ワークシート「地震から自分の身を守ろう！」　●気象庁リーフレット「緊急地震速報」　●退避行動イラスト　●ホワ
イトボード・ペン　●写真・動画（インターネットで入手可）　●訓練用音源　●アンケート「地震アンケート」など

留意事項
・ 本指導案は、緊急地震速報の理解のしやすさと、緊急地震速報を聞いたときの対応行動の仕方を表している。
・地震発生時の初期対応を学ぶ学習であり、「お・か・し・も・ち」がゴールにならないようにする。
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　　 年
ねん

　　　組
くみ

　　　番
ばん

名
な

前
まえ

 （　　　　　　　　　　）地
じ

震
しん

から自
じ

分
ぶん

の身
み

を守
まも

ろう！
１.地

じ
震
しん

で起
お

こる３つの危
き

険
けん

について、考
かんが

えてみましょう。

2.どうすれば自
じ

分
ぶん

の身
み

を守
まも

ることができますか？

３.自
じ

分
ぶん

の身
み

を守
まも

るための大
たい

切
せつ

なことは何
なん

ですか？ まとめてみましょう。

ステップ1 地震_事前学習

ワークシート例（児童用）ステップ１　

①

②

③

教
きょう

室
しつ

廊
ろう

下
か

階
かい

段
だん

校
こう

庭
てい

図
と

書
しょ

室
しつ

トイレ
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３　
章

　　 年
ねん

　　　組
くみ

　　　番
ばん

名
な

前
まえ

 （　　　　　　　　　　）地
じ

震
しん

から自
じ

分
ぶん

の身
み

を守
まも

ろう！
１.地

じ
震
しん

で起
お

こる３つの危
き

険
けん

について、考
かんが

えてみましょう。

2.どうすれば自
じ

分
ぶん

の身
み

を守
まも

ることができますか？

３.自
じ

分
ぶん

の身
み

を守
まも

るための大
たい

切
せつ

なことは何
なん

ですか？ まとめてみましょう。

（回答例） 上から物が「落ちてくる」。

（回答例） 横から物が「倒れてくる」。

（回答例） 横から物が「移動してくる」。

学習のポイント１ 落ちてくる物をイメージする。

学習のポイント１ 倒れてくる物をイメージする。

学習のポイント１ 物が「動く（移動する）」ことをしっかりイメージする。

（回答例） 机の下にもぐる。机が動かないように机の脚をしっかりにぎる。
机がない場合は、頭を守ってしゃがむ。

（回答例） 窓ガラスから離れる。頭を守ってしゃがむ。

（回答例） 手すりにつかまる。踊り場に移動する。頭を守ってしゃがむ。

（回答例） 校舎（建物）から離れる。遊具などの倒れてくる物から離れる。頭を
守ってしゃがむ。

（回答例） 机の下にもぐる。本棚から離れる。机がない場合は、頭を守って
しゃがむ。

（回答例） ドアを開ける。頭を守ってしゃがむ。

学習のポイント１ 地震によって起こる危険（落下・転倒・移動しそうな物）をイメージする。

学習のポイント１ 窓ガラス以外の危険な物（落下・転倒・移動しそうな物）をイメージする。

学習のポイント１ 地震によって起こる危険（落下・転倒・移動しそうな物）をイメージする。

学習のポイント１ 地震によって起こる危険（落下・転倒・移動しそうな物）をイメージする。

学習のポイント１ 地震によって起こる危険（落下・転倒・移動しそうな物）をイメージする。

学習のポイント２ 教室内だけでなく、いろいろな場所での危険を考える。

学習のポイント２ 教室内だけでなく、いろいろな場所での危険を考える。

学習のポイント２ ピアノなど重たい物も大地震では動くことを理解する。

学習のポイント２ 自分の机まで移動せずに、近くの机の下にもぐる。

学習のポイント２ 強い揺れでは、近くの教室・トイレなどへ移動することができない 
（猶予時間は短い）。

学習のポイント１ 地震によって起こる危険（落下・転倒・移動しそうな物）をイメージする。
学習のポイント２ 強い揺れでは、踊り場や近くの教室などへ移動することができない

（猶予時間は短い）。

学習のポイント２ 強い揺れでは、校庭の中央まで移動することができない（猶予時間は短い）。

学習のポイント２ 本棚は固定されていても、本が飛び出してくることに気付く。

学習のポイント２ 強い揺れで、ドアが開かなくなって閉じ込められることを理解する。

（回答例） 物が「落ちてこない・倒れてこない・移動してこない」場所へ移動して身を守る。
緊急地震速報を聞いたときには、数秒から数十秒の短い時間で身を守る。
慌てずに、自分で考え、自分の判断で行動して身を守る。
自分の命は自分で守るという意識をもつ。

ステップ1 地震_事前学習

ワークシート例（教師用）ステップ１　

①

②

③

教
きょう

室
しつ

廊
ろう

下
か

階
かい

段
だん

校
こう

庭
てい

図
と

書
しょ

室
しつ

トイレ
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実践訓練プログラム1　通常訓練

緊急地震速報による対応行動訓練（通常訓練）対応行動訓練

ねらい  緊急地震速報の事前学習を生かし、緊急地震速報を聞いたときに、自分の判断で自分の身を守る対応行
動を習得する（主体的に行動する態度の育成）。

ステップ２

時 内容 児童の行動 指導上の留意点

緊
急
地
震
速
報
・
対
応
行
動
訓
練

□緊急地震速報のチャイム音（4回）
□放送
　 「地震です。落ち着いて身を守って

ください。」
□ 地震の揺れの効果音
　「ガタガタガタ」
※ 緊急地震速報チャイム音、訓練用

音源、緊急地震速報訓練端末など
を使用

□緊急地震速報を認知し、自らの判断で
「落ちてこない」「倒れてこない」「移動
してこない」安全な場所へ移動して身を
守る。　

※数秒から数十秒で行動する。
□教室では、机の下にもぐり、机の脚を

対角線にしっかりつかみ、揺れが収ま
るまで待つ。

□教室以外では、その場に応じた退避行
動をとる。

※だんごむしのポーズ

□児童のとるべき行動について、教
師から指示を出さない。

□机の下にもぐれない、うまく行動
ができない児童には指示を与える。

※地震の揺れの効果音が流れるまで
に行動させる。

□配慮が必要な児童は、教師といっ
しょに行動させる（補助する）。

□出入口の確保等、教師のとるべき
行動をとる。

□教師も身を守る行動をとる。

訓
練
放
送
・
安
全
確
認

□放送
　 「訓練、訓練、訓練。ただ今大地

震が発生しました。現在、校舎内
の安全確認をしています。引き続
き、その場で身を守る行動をとっ
てください。」

□放送を受けて、引き続きその場で退避
行動をとる。

□教師や校内放送の指示を静かに聞く。

□放送を受けて、児童及び教室内の
安全確認（出入口、火の元、落下物
等）を行う。

□教室外にいた場合は、周りの状況
や避難経路の確認を行う。

□自力で避難できない児童の避難準
備にも気を配る。

訓
練
放
送
・
避
難
準
備

□放送
　 「避難経路の安全が確認できまし

た。先生の指示に従って、校庭（避
難場所）に避難してください。」

□教師の指示に従って行動する。 □ 放送を受けて、児童に避難準備を
指示する。

□ 防災頭巾、ヘルメットの着用を指
示する。

避
難
行
動

□  「お・か・し・も・ち」のルールを守っ
て、校庭まで移動する。

 ※ 「おさない・かけない・しゃべらない・
もどらない・ちかづかない」

□ 児童の準備が整ったら廊下に整列
させ、人員点呼する。

□出席簿を持つ。
□児童を校庭まで移動させる。
□ 「お・か・し・も・ち」のルールを

守り、冷静に行動させる。

避
難
・
安
否
確
認

□教師の指示に従って行動する。
□座って静かに待つ。

□児童を整列させ、座らせる。
□人員点呼し、本部へ報告する。
※先生の訓練を実施する場合
　・負傷者を想定した応急手当訓練
　・ 行方不明児童を想定した捜索訓

練
　・ 火災発生を想定した消火訓練　

など

展開例（４５分）
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３　
章

使用教材・準備物、留意事項
使用する教材・準備物

参考サイト

●緊急地震速報チャイム音、訓練用音源、緊急地震速報訓練受信端末（訓練モード）　
●事後学習ワークシート「訓練をふりかえろう！」　
●その他（避難訓練で必要な物）

●緊急地震速報チャイム音入手方法
　・緊急地震速報利用者協議会「緊急地震速報の受信時の報知音の音源提供について」
　　http://www.eewrk.org/eewrk_hochi-on/eewrk_hochi-on.html
　・気象庁「緊急地震速報の入手方法について」
　　https://www.data.jma.go.jp/svd/eew/data/nc/katsuyou/receive.html

留意事項
・ 本事前学習をはじめとして、「事前学習→実践訓練→事後学習」という学習プログラムで、緊急地震速報を用いた対応

行動を学び・習うことができる。
・訓練形態を「教室（普通教室）」以外に設定することで、その場に応じた対応行動を学び・習うことができる。

１． 緊急地震速報を聞いて、あわてずに、自分の判断で自分の身を守る対応行動がとれた
か。

２． その場の状況に応じて、危険な場所を理解し、安全な場所への退避方法を考えること
ができたか。

３． 「お・か・し・も・ち」のルールを守って、指示された場所まで避難行動ができたか。

ねらいに対する評価

時 内容 児童の行動 指導上の留意点

訓
練
振
り
返
り

□児童の発表（自己評価） □指名された児童は感想を述べる。
□感想を静かに聞く。

□発表者をあらかじめ指名しておく。
□ 訓練の感想を児童といっしょに聞

く。
※ 児童の「わがこと意識」（自分自身の

問題であること）を醸成させる。

指
導
講
評

□ 災害対応従事者（気象台、消防な
ど）の講評

□校長（副校長・教頭）の指導講評

□講評を静かに聞く。 □対応行動について講評する。
□講評を児童といっしょに聞く。
※ストップウオッチで時間計測する

場合、「避難に要した時間」を計測
していることに注意して講評する。

訓
練
終
了

□訓練の終了、教室への移動 □静かに移動する。 □児童を教室まで移動させる。

事
後
学
習

振
り
返
り

□自分の行動を振り返る。 □訓練の振り返りを行う。
□ 事後学習ワークシートに記入させ

る。
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実践訓練プログラム2　ショート訓練ステップ２

ねらい １． 緊急地震速報の事前学習を生かし、学校内の様々な場面において、緊急地震速報を聞いたとき、
自分の判断で自分の身を守る対応能力を向上させる。

２． 緊急地震速報を予期せぬ状態（予告なし）で聞いたときも同じ行動がとれる。

時 内容 児童の行動 指導上の留意点

緊
急
地
震
速
報
・
対
応
行
動
訓
練

□緊急地震速報のチャイム音（4回）
□放送
「地震です。落ち着いて身を守って
ください。」

□ 地震の揺れの効果音
「ガタガタガタ」

※ 緊急地震速報チャイム音、訓練用
音源、緊急地震速報訓練端末など
を使用

※ 抜き打ち訓練の場合は、訓練時間
を告知しない

□緊急地震速報を認知し、自らの判断で
「落ちてこない」「倒れてこない」「移動
してこない」安全な場所へ移動して身を
守る。　

※数秒から数十秒で行動する。
□教室では、机の下にもぐり、机の脚を

対角線にしっかりつかみ、揺れが収ま
るまで待つ。

□教室以外では、その場に応じた退避行
動をとる。

※だんごむしのポーズ

□児童のとるべき行動について、教
師から指示を出さない。

□机の下にもぐれない、うまく行動
ができない児童には指示を与える。

※地震の揺れの効果音が流れるまで
に行動させる。

□配慮が必要な児童は、教師といっ
しょに行動させる（補助する）。

□出入口の確保等、教師のとるべき
行動をとる。

□教師も身を守る行動をとる。

訓
練
放
送

□放送
「訓練、訓練、訓練。緊急地震速報
による訓練です。皆さん、自分の
身を守る行動がとれましたか。こ
れで訓練を終了します。」

※抜き打ち訓練では以下を追加する。
「地震は教室にいるときにだけ発
生するとは限りません。いつどこ
にいても、自分で考え、安全な場
所で身を守る行動をとってくださ
い。これで訓練を終了します。」

□引き続きその場で退避行動をとる。
□教師や校内放送の指示を静かに聞く。

□放送を受けて、近くにいる児童及
び教室内の安全確認（出入口、火の
元、落下物等）を行う。

□避難経路の確認を行う。
□自力で避難できない児童の避難準

備にも気を配る。
□授業を再開する、教室へ戻るな

ど、次の指示を与える。

訓
練
の
振
り
返
り

※振り返りをする場合（推奨）
「この後、教室で訓練の振り返りを
してください。」

□自分の行動を振り返る。 □事後学習ワークシートに記入させ
る。

□児童に訓練の自己評価を発表させ
る。

展開例（５分）

緊急地震速報による対応訓練（ショート訓練・抜き打ち訓練）対応行動訓練

１． 緊急地震速報を聞いて、自分の判断で自分の身を守る対応行動がとれたか。
２． その場の状況に応じて、安全な場所への退避方法を考えることができたか。
３． 周りの状況を把握し、他者（低学年等）への声かけや他者を支援・補助する行動が 

できたか。
４． 緊急地震速報を予期せぬ状態（予告なし）で聞いたときも、同じ行動がとれたか。

ねらいに対する評価

ショート訓練
その場で対応行動のみを行う訓練方法。休み時間などを活用し、短時間かつ簡単に実施することができ、訓練回数が確保でき
る。訓練の積み重ねによって主体的な行動の定着を図る。
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３　
章

２．あなたは訓
くん

練
れん

が始
はじ

まったときに、どこにいましたか。

3．あなたはそのとき、どのように身
み

を守
まも

りましたか。なぜ、そうしたのですか。

１．自
じ

分
ぶん

にあてはまるところに○をつけましょう。

とてもよくできた　　　　　できた　　　　　あまりよくできなかった　　　　　できなかった

①緊
きん

急
きゅう

地
じ

震
しん

速
そく

報
ほう

のチャイム音
おん

や放
ほう

送
そう

を、だまって静
しず

かに聞
き

くことができましたか。

とてもよくできた　　　　　できた　　　　　あまりよくできなかった　　　　　できなかった

③あわてずに、自
じ

分
ぶん

で考
かんが

えて、地
じ

震
しん

から身
み

を守
まも

る行
こう

動
どう

ができましたか。

とてもよくできた　　　　　できた　　　　　あまりよくできなかった　　　　　できなかった

②緊
きん

急
きゅう

地
じ

震
しん

速
そく

報
ほう

のチャイム音
おん

を聞
き

いたとき、何
なに

をしたらよいか考
かんが

えることができましたか。

とてもよくできた　　　　　できた　　　　　あまりよくできなかった　　　　　できなかった

④安
あん

全
ぜん

な場
ば

所
しょ

に移
い

動
どう

するとき、「お・か・し・も・ち」のルールが守
まも

れましたか。

どのように

なぜ

訓
くん

練
れん

をふりかえろう！ 　　　年
ねん

　　　組
くみ

　　　番
ばん

名
な

前
まえ

 （　　　　　　　　　　）

ワークシート例（児童用）ステップ２
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指導案例

展開例（３０分 ※低学年は45分）

緊急地震速報を聞いたときの行動を振り返ろう事後学習

ねらい １．対応行動訓練での自分の行動や対応を振り返る。
２．緊急地震速報を聞いた場合の適切な対応行動を確認する。
３．地震時に身を守ることの必要性を学ぶ。

ステップ３

時 主な学習活動 指導上の留意点

導
入

1.対応行動訓練を振り返る。
○訓練の状況を振り返る。

◎緊急地震速報を利用した対応行動訓練で、どのように
行動することができたか振り返ることを伝える。

◎ワークシート「訓練をふりかえろう！」を配布する。

展
開

2.対応行動訓練での自分の行動を振り返る。
○ワークシートの1の質問①〜④に丸を付ける。

○訓練開始時に自分がいた場所を、ワークシートの
２に書く。

○ワークシートの３の上段に、どのように身を守っ
たかを、下段にはその行動をとった理由を書く。

○ワークシートの２と３について、個人ごとに発表
する。

※低学年では、より丁寧な振り返りを行う。その場合、
学習時間は45分を目安とする。

○まとめ

◎４つの質問について、自分のとった行動で当てはまる
と思うところに丸を付けさせる。

◎質問を読みながら、回答に丸を付けさせてもよい。

◎教室以外の場所で訓練した場合には、それを例示す
る。

◎記入が進まない場合は例示する。

◎何人かに発表させ、黒板に意見をまとめて整理する。
◎自分の意見以外は、赤や青鉛筆で記入させる。
◎児童の質問には随時応じるが、児童間の相談はさせな

い。

◎下記の３点の合言葉を示し、安全な場所を探して迅速
に避難（行動）することを押さえる。

◎黒板にまとめた意見をもとに、地震の際に起こる物の
動きを理解させる。

◎いつも近くに先生や大人がいるとは限らないため、ど
こにいても慌てずに、自分で判断して行動する大切さ
を理解させる。

・上から物が落ちてこない
・横から物が倒れてこない
・横から物が動いてこない学習のポイント2

自分の身（命）は自分で守るという意識をもつ。

学習のポイント３
自分の周りに小さい子やお年寄りがいたらどうするかを考
える。

学習のポイント1
緊急地震速報を聞いたときや地震の強い揺れを感じたと
き、その場でどのような危険が起こるのかを自分で考える

（判断する）。
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使用教材・準備物、留意事項
使用する教材・準備物
●事後学習ワークシート「訓練をふりかえろう！」　
●ステップ 1 の資料　
●気象庁参考資料（緊急地震速報リーフレットなど

参考サイト
●気象庁ホームページ
　・子ども用リーフレット 「緊急地震速報って知ってる！？ 」
　　https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/sokuho3/index.html
　・リーフレット「緊急地震速報〜まわりの人に声をかけながら　あわてず、まず身の安全を！！〜」
　　https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/eew/index.html

留意事項
・本指導案は、学習指導要領に沿った内容ではなく、緊急地震速報を利用した訓練の振り返りを表している。
・小学校高学年は、緊急地震速報の原理などの「理科学習」につなげることができる。

時 主な学習活動 指導上の留意点

展
開

◎高学年には、低学年への声かけの行動（共助）に気付か
せる。

◎集団の中では、行動を起こすまでに時間がかかること
（心理バイアス）を押さえ、恥ずかしがらずに声かけを
するよう促す。

ま
と
め

3.地震時に身を守ることの必要性を確認する。
○訓練を通して、自分の身(命)を守ることの必要性

を学ぶ。

◎訓練は、自分の身を自分で守る力を身に付けるための
ものであることを確認する。

◎大地震はいつどこで起きるか分からず、いろいろな場
面で遭遇するかもしれないことを示す。

◎学校の外でも同じ行動をとる必要性を理解させる。
◎次回の訓練も、自分の身を守る訓練という意識をもっ

て取り組むよう促す。
◎今日の訓練のことを家族に教え、どのように行動した

らよいのか家族で話し合わせることにより、保護者の
意識向上を図る。

１． ワークシートに記入することで、訓練時の自分の対応行動を振り返ることができた
か。

２． 事前学習・対応行動訓練・事後学習を通して、地震時の適切な対応行動を理解するこ
とができたか。

ねらいに対する評価

学習のポイント
今日の訓練を思い出し、自分の判断で身を守る行動をと
る。

ワークシート例（児童用）ステップ３

⇨P29　ワークシート「訓練をふりかえろう！」参照
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事前、訓練、振り返りの３ステップで
実施する防災教育プログラム　【竜巻】

単元計画例

竜巻が発生しやすい気象現象（前兆現象）や竜巻がもたらす被害·影響等について正しい知識を習得し、
竜巻発生を認知した際の適切な判断、対応能力を向上させる。ねらい

ステップ１　
事前学習１

１．竜巻自体の特徴及び被害・影響を知る。
２．竜巻発生に関する情報収集の仕方、予兆の特徴を知る。

事前学習１　ワークシート「竜巻の正体を知ろう！」

事前学習１　指導案（45分）　

竜巻がなぜ怖いのか、その正体を知ろう
タイトル

ねらい（学習目標）

ワークシート

指導案例

１．それぞれの場所での、竜巻からの適切な身の守り方を学ぶ。
２．竜巻の接近に応じた、適切な対応・避難行動を理解する。
３．竜巻に気付いたときに、してはいけないことを学ぶ。

事前学習２　ワークシート「竜巻から自分の身を守ろう！」

事前学習２　指導案（45分）

竜巻から自分の身を守る方法を考えよう
タイトル

ねらい（学習目標）

ワークシート

指導案例

１． 竜巻に関する事前学習を生かし、竜巻接近の緊急放送を聞いたときに、自分の判断で自分の
身を守る対応行動を習得する。

２．実践訓練（ショート訓練）での自分の対応行動を振り返る。

実践訓練・事後学習　ワークシート「訓練をふりかえろう！」

実践訓練・事後学習　指導案（45分）
実践訓練プログラム　ショート訓練（5分）　　

実際に身を守って、自分の行動を振り返ろう
タイトル

ねらい（学習目標）

ワークシート

指導案例

P.36参照

ステップ２
事前学習２

P.40参照

ステップ３　
実践訓練・
事後学習

P.44参照

高低 知る 備える 行動する竜巻学年 災害分類 防災基礎力
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効果測定を行う場合、指導の前後に事前事後評価のためのアンケート「竜巻アンケート」を記入させ確認するとよい。

自
じ

分
ぶん

にあてはまるところに○をつけましょう。

　　　年
ねん

　　　組
くみ

　　　番
ばん

　名
な

前
まえ

 （　　　　　　　　　　　　　　　）竜
たつ

巻
まき

アンケート

よく知
し

っている　　　少
すこ

し知
し

っている　　　どちらでもない　　　あまり知
し

らない　　　知
し

らない

①竜
たつ

巻
まき

とは、どのようなものか知
し

っている。

そう思
おも

う　　　ややそう思
おも

う　　　どちらでもない　　　あまりそう思
おも

わない　　　そう思
おも

わない

⑤竜
たつ

巻
まき

が近
ちか

づいてきたとき、外
そと

で竜
たつ

巻
まき

の様
よう

子
す

を観
かん

察
さつ

する。

よく知
し

っている　　　少
すこ

し知
し

っている　　　どちらでもない　　　あまり知
し

らない　　　知
し

らない

③竜
たつ

巻
まき

が発
はっ

生
せい

しやすい日
ひ

には、どのようなことに気
き

を付
つ

ければよいのか知
し

っている。

そう思
おも

う　　　ややそう思
おも

う　　　どちらでもない　　　あまりそう思
おも

わない　　　そう思
おも

わない

⑦竜
たつ

巻
まき

が近
ちか

づいてきたとき、建
たて

物
もの

の中
なか

ならば、どの場
ば

所
しょ

にいてもよい。

よく知
し

っている　　　少
すこ

し知
し

っている　　　どちらでもない　　　あまり知
し

らない　　　知
し

らない

②竜
たつ

巻
まき

で、どのような被
ひ

害
がい

が出
で

るかを知
し

っている。

そう思
おも

う　　　ややそう思
おも

う　　　どちらでもない　　　あまりそう思
おも

わない　　　そう思
おも

わない

⑥竜
たつ

巻
まき

が近
ちか

づいてきたとき、どんな種
しゅ

類
るい

の建
たて

物
もの

でもよいので、建
たて

物
もの

の中
なか

に入
はい

る。

よく知
し

っている　　　少
すこ

し知
し

っている　　　どちらでもない　　　あまり知
し

らない　　　知
し

らない

④竜
たつ

巻
まき

が近
ちか

づいてきたとき、何
なに

をすればよいのか知
し

っている。

そう思
おも

う　　　ややそう思
おも

う　　　どちらでもない　　　あまりそう思
おも

わない　　　そう思
おも

わない

⑧竜
たつ

巻
まき

が近
ちか

づいてきたとき、建
たて

物
もの

の中
なか

の安
あん

全
ぜん

な場
ば

所
しょ

にいるならば、何
なに

もしなくてよい。

※各学校の実態やねらいに応じてアンケート項目や回答のさせ方を工夫する。自由記述を入れてもよい。

参考資料及び参考サイト
〇竜巻防災教育プログラム（宇都宮地方気象台）

https://www.jma-net.go.jp/utsunomiya/bousai/bousaikyouiku/tatumaki.html
〇防災教育リテラシーHUB（防災科学技術研究所）

https://bosai-kyoiku.jp/bousai/191/

事前事後評価アンケート例
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指導案例

展開例（45分）

竜巻がなぜ怖いのか、その正体を知ろう事前学習１

ねらい

時 主な学習活動 指導上の留意点

導
入

1.災害の一種として「竜巻」があることを知る。 ◎いくつかの災害を挙げさせる（地震、津波、雷、暴風
雨、竜巻、噴火、土石流、雪崩、大規模火災や爆発、
人為災害等）。

◎竜巻の姿、竜巻による被害、発生しやすい天気や発生
に気付くための気象の変化について学習することを伝
える。

展
開
❶

2.竜巻自体の特徴及び被害・影響を知る。
○竜巻はどのような姿をしているか、ワークシート

の1に書く。

○竜巻が移動するスピードはどのくらいかを考え
る。

○竜巻によって、どのような被害が起きるか、ワー
クシートの2に書く。

◎竜巻映像ビデオ、または授業補助資料1「1番質問カー
ド」「写真1-1〜1-2」を掲示し、実際の竜巻の姿を見
せる。

◎ワークシート「竜巻の正体を知ろう！」を配布する。
◎何人かに発表させ、イメージをふくらませる。
◎授業補助資料1「資料1-1」を掲示し、竜巻の特徴が理

解できるようにする。

◎授業補助資料1「資料1-2」を掲示する。
◎何人かに発表させる。
◎授業補助資料1「資料1-3」を掲示し、竜巻の平均速度

が時速約36km、車と同じくらいの速さで移動するこ
とを確認する。

◎大きな積乱雲の下では、竜巻が複数発生する場合があ
ることをおさえる。

◎授業補助資料1「2番質問カード」を掲示してもよい。
◎竜巻による被害を何人かに発表させ、考えを深める。
◎授業補助資料1「写真2-1〜2-5」を掲示し、竜巻に

よって起こる被害を確認する。
◎授業補助資料1「写真2-6〜2-16、資料2-1」を掲示す

る。
◎被害の範囲が数km〜数十kmに広がる場合があるこ

とを示す。

展
開
❷

3.竜巻発生に関する情報収集の仕方、予兆の特徴
を知る。

○竜巻が発生しやすい天気を事前に知るにはどうし
たらよいか、ワークシートの3に書く。

◎授業補助資料1「3番質問カード」を掲示してもよい。
◎ ワークシートを確認し、何人かに発表させ、黒板にま

とめる。
◎授業補助資料1「資料3-1または3-2」を掲示する。

学習のポイント
日本（身近）で起きる災害を知る。

学習のポイント
竜巻によって起こる様々な被害を理解する。大きな竜巻で
は、被害が大きくなり、命にかかわるような災害になるこ
とを理解する。

学習のポイント
「竜巻」と発生源である「積乱雲（入道雲）」を視覚的にイメー
ジする。

１．竜巻自体の特徴及び被害・影響を知る。
２．竜巻発生に関する情報収集の仕方、予兆の特徴を知る。

ステップ１　



37

３　
章

時 主な学習活動 指導上の留意点

展
開
❷

○竜巻が発生しやすい天気の日には、どのようなこ
とに気を付ければよいか、ワークシートの4に書
く。

◎積乱雲や竜巻が発生しそうな場合の天気予報でのキー
ワードとその意味を押さえる。

・ 「大気の状態が不安定」→積乱雲ができやすい、発達す
る

・ 「天気の急変に注意」→急な大雨、雷、ひょう
・ 「竜巻などの激しい突風に注意」→瞬時に吹く強い風

◎授業補助資料1「4番質問カード」を掲示してもよい。
◎班ごとに話し合い、ワークシートにまとめさせる。
◎授業補助資料1「写真4-1〜4-4」を掲示し、竜巻が発

生する予兆現象を押さえる。
◎授業補助資料1「資料4-1または4-2」を掲示し、空の

様子や周りの変化に注意することを押さえる。

ま
と
め

4.竜巻の特徴や被害など、学習内容をまとめる。
○竜巻がなぜ怖いのか、竜巻に気付くにはどうした

らよいかをまとめる。

◎本時のまとめと、次時の学習内容を伝える。
◎竜巻の特徴や被害、気象現象など、学習したことを家

庭で話すよう促す。

学習のポイント
積乱雲や竜巻の発生が予想されるとき、天気予報で伝える
キーワードを理解する。

学習のポイント
竜巻が発生する予兆（気象）現象を理解し、視覚的にイメー
ジする。

学習のポイント
事前学習2「竜巻から自分の身を守る方法」へつなげる。

使用教材・準備物、留意事項
使用する教材
●ワークシート「竜巻の正体を知ろう！」　●授業補助資料1　●学校における防災関係指導資料（栃木県教育委員会）
●気象庁リーフレット「竜巻から身を守ろう！〜自ら身を守るために〜」　●竜巻映像ビデオ（気象庁DVD「急な大雨・
雷・竜巻から身を守ろう！」に収録）　●気象庁HP　●アンケート「竜巻アンケート」など
●補助教材（宇都宮地方気象台ホームページ）
・01_ステップ1_事前学習1・授業補助資料

https://www.jma-net.go.jp/utsunomiya/bousai/bousaikyouiku/tatumaki/05_step1_
jyugyouhojyoshiryou_tornado_2017.pdf

・02_ステップ2_事前学習2・授業補助資料
https://www.jma-net.go.jp/utsunomiya/bousai/bousaikyouiku/tatumaki/08_step2_
jyugyouhojyoshiryou_tornado_2017.pdf

留意事項
・本指導案は、竜巻の特徴・被害の理解のしやすさを表している。

１．竜巻自体の特徴及び被害・影響を知ることができたか。
２．竜巻発生に関する情報収集の仕方、予兆の特徴を知ることができたか。

ねらいに対する評価
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　　　年
ねん

　　　組
くみ

　　　番
ばん

名
な

前
まえ

 （　　　　　　　　　　）竜
たつ

巻
まき

の正
しょう

体
たい

を知
し

ろう！
１.竜

たつ
巻
まき

はどのような姿
すがた

をしていますか？

まとめ

竜
たつ

巻
まき

がなぜ怖
こわ

いのか、竜
たつ

巻
まき

に気
き

付
づ

くためにはどうしたらよいのか復
ふく

習
しゅう

しましょう！

2.竜
たつ

巻
まき

によって、どのような被
ひ

害
がい

が起
お

きますか？

３.竜
たつ

巻
まき

が発
はっ

生
せい

しやすい天
てん

気
き

を事
じ

前
ぜん

に知
し

るには、どうしたらよいですか？

４.竜
たつ

巻
まき

が発
はっ

生
せい

しやすい天
てん

気
き

では、どのようなことに気
き

を付
つ

ければよいですか？

ステップ1 竜巻_事前学習

ワークシート例（児童用）ステップ１　
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　　　年
ねん

　　　組
くみ

　　　番
ばん

名
な

前
まえ

 （　　　　　　　　　　）竜
たつ

巻
まき

の正
しょう

体
たい

を知
し

ろう！
１.竜

たつ
巻
まき

はどのような姿
すがた

をしていますか？

まとめ

竜
たつ

巻
まき

がなぜ怖
こわ

いのか、竜
たつ

巻
まき

に気
き

付
づ

くためにはどうしたらよいのか復
ふく

習
しゅう

しましょう！

2.竜
たつ

巻
まき

によって、どのような被
ひ

害
がい

が起
お

きますか？

３.竜
たつ

巻
まき

が発
はっ

生
せい

しやすい天
てん

気
き

を事
じ

前
ぜん

に知
し

るには、どうしたらよいですか？

４.竜
たつ

巻
まき

が発
はっ

生
せい

しやすい天
てん

気
き

では、どのようなことに気
き

を付ければよいですか？

（回答例） 大きな積乱雲（入道雲）の下で発生する、はげしい空気のうずまき。
学習のポイント１ 「竜巻」と発生源である「積乱雲（入道雲）」を視覚的にイメージする。※１

（回答例） いろいろな物が飛んできて、建物（窓やかべ）をこわす。
学習のポイント１ 竜巻によって起こる様々な被害を理解する。大きな竜巻では、被害が大きく

なり、命にかかわるような災害になることを理解する。※１

学習のポイント２ 竜巻の特徴を理解する。竜巻とつむじ風の違いを理解する。※２

（回答例） （朝の）天気予報を見る。ニュースや気象情報に注意する。
学習のポイント１ 積乱雲や竜巻の発生が予想されるとき、天気予報で伝えるキーワードを理解する。※１

学習のポイント２ 天気予報や気象情報を入手し、気象の変化を理解して行動する習慣を身に付
ける。※２

学習のポイント２ 竜巻によって起こる被害の範囲を理解・イメージする。※２

学習のポイント３ 竜巻の移動するスピードはとても速く、竜巻の大きさによって速さが異なる
（一定ではない）ことを理解・イメージする。大きな積乱雲の下では、竜巻が
複数発生する（一つだけではない）場合があることを理解する。※３

〈補足〉
※１ろうと状の雲になっている（積乱雲から垂れ下がる）。物やごみが巻き上げられ飛んでいる。
　　つむじ風は、晴天の日にうず巻くように起きる強い風で竜巻ではない。テントなどを巻き上げる危険がある。
※２土煙が近づいてくる（動いてくる）。「ゴーッ」という音がする。耳鳴りがする（耳が痛い）。
※３竜巻の平均速度は時速約36km（自動車くらい）、大きな竜巻は時速100km（特急電車くらい）の速さで移動する。
　　大きな竜巻の周囲で小さな竜巻が発生することがある。竜巻は短時間で通過する、見ていると危険。

〈補足〉
※１飛んできた物でガラスが割れる。屋根や物置が飛ばされる。建物や電柱、大きな木や看板、自動販売機が倒れる。
　　車がひっくり返る。人間も飛ばされる。停電する。　※２被害の範囲は、数kmから数十kmに及ぶこともある。

〈補足〉
※１竜巻キーワード「大気の状態が不安定（積乱雲の発達）・天気の急変に注意（急な大雨、雷、ひょう）・突風や竜巻に注意」など。
※２気象情報「竜巻注意情報、雷注意報」など。ニュースやインターネットなどで気象情報を入手できる。

（回答例） 空の様子や、周りの変化に注意して行動する。
学習のポイント１ 竜巻が発生する予兆（気象）現象を理解し、視覚的にイメージする。※

学習のポイント２ 空を観察して、天気の変化を予測することの大切さを理解する。

〈補足〉
※ 竜巻の予兆現象「低く黒い雲（積乱雲）が接近する、雷（雷光が見えたり雷鳴が聞こえたりする）、急に冷たい風が吹き出す、急な

雨やひょうが降る」など。

ステップ1 竜巻_事前学習

ワークシート例（教師用）ステップ１　
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指導案例

展開例（45分）

竜巻から自分の身を守る方法を考えよう事前学習２

ねらい １．それぞれの場所での、竜巻からの適切な身の守り方を考える。
２．竜巻の接近に応じた、適切な対応・避難行動を理解する。
３．竜巻に気付いたときに、してはいけないことを学ぶ。

ステップ２

時 主な学習活動 指導上の留意点

1.前回授業の復習をする。 ◎授業補助資料1「写真2-1〜2-16」を掲示し、竜巻に
よって起こる被害などについて復習させる。

◎何人かに発表させてもよい。

展
開
❶

2.それぞれの場所での、竜巻からの適切な身の守
り方を考える。

〇学校にいるときに竜巻から自分の身を守ることが
できるか、ワークシートの1に書く。

〇グループに分かれて、それぞれの場所での身の守
り方を話し合う。

〇グループごとに発表する。

〇「安全行動」（だんごむし）の大切さを理解する。

◎ワークシート「竜巻から自分の身を守ろう！」を配布す
る。

◎竜巻が起こったことを想像し、どのように自分の身を
守ればよいのか、ワークシートの1に個人の意見を書
かせる。

◎グループで考える場所を伝え、ホワイトボード、ペン
を配布する。

◎「○○さんと同じです」と言うのではなく、自分の意見
を発表させるようにする。

◎グループ分けしない場合には、一つずつ発表させ、そ
の意見を黒板に整理しながら話し合ってもよい。

◎授業補助資料2「写真1-1〜1-6」を掲示してもよい。
◎ホワイトボードの回答を整理する。黒板にまとめても

よい。
◎自分の意見以外は、赤や青鉛筆でワークシートに記入

させる。

◎どの場所でも共通している身の守り方について、何人
かに発表させてもよい。

◎授業補助資料2「図1-1〜1-3」を掲示し、安全行動を
示す。その場で実践してもよい。　

　①まず姿勢を低く（Drop）
　②頭を守り（Cover）
　③動かない（Hold on）
◎低学年には「だんごむしのポーズ」で指導する。
◎安全行動は、地震から身を守る方法と同じであること

を確認する。

学習のポイント1
ステップ1の学習を振り返る。

学習のポイント2
グループ学習によって他者の考え方を知り、理解を深め
る。

学習のポイント2
短い時間で自分の身を守る対応行動「だんごむし」の必要性
を理解する。

学習のポイント３
地震発生時の身の守り方との類似点をイメージする。

学習のポイント1
安全行動の違いを理解して、竜巻から身を守る方法の理解
を深める。

学習のポイント1
事前学習で得た知識から、竜巻から身を守る方法を考え
る。

導
入
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３　
章

使用教材・準備物、留意事項
使用する教材
●ワークシート「竜巻から自分の身を守ろう！」　●授業補助資料1・2　●学校における防災関係指導資料（栃木県教
育委員会）　●気象庁リーフレット「竜巻から身を守ろう！〜自ら身を守るために〜」　●ホワイトボード・ペンなど
※資料は宇都宮地方気象台のホームページに掲載
　https://www.data.jma.go.jp/utsunomiya/bousai/bousaikyouiku/tatumaki.html
留意事項
・本指導案は、学習指導要領に沿った内容ではなく、竜巻による被害から身を守る対応行動の仕方を表している。
・展開❶における学習のポイントは、ワークシート（教師用）を参照。

時 主な学習活動 指導上の留意点

展
開
❷

3.竜巻の接近に応じた、適切な対応・避難行動を
理解する。

〇竜巻に気付いたときの対応行動の違いを考える。

〇「お・か・し・も・ち」のルールを確認する。

◎竜巻が近づいてくることが分かっている場合と、気付
かずに突然巻き込まれてしまう場合で、自分の身を守
る行動は同じかを考えさせる。何人かに発表させても
よい。

◎共通した身の守り方は「頭や体を守る」こと、避難する
時間があるときは、安全な場所へ移動して身を守るこ
とを押さえる。

◎ワークシートで学習したそれぞれの対応行動や「だん
ごむし」を確認する。

◎授業補助資料2「図1-4」を掲示し、「お・か・し・も・
ち」の避難行動を一つずつ確認する。

　・おさない　・かけない　・しゃべらない
　・もどらない　・ちかづかない

展
開
❸

4.竜巻に気付いたときに、してはいけないことを
学ぶ。

〇竜巻に気付いたとき、してはいけないことをワー
クシートの2に書く。

◎何人かに発表させる。
◎授業補助資料2「図1-5」を掲示する。
◎最も危険な行動は竜巻に近づくこと、また、屋外で竜

巻をずっと見ていることも危険であることを伝える。
◎竜巻映像ビデオを見せると、より理解が深まる。

ま
と
め

5.竜巻から身を守る方法をまとめる。
〇竜巻から自分の身を守るために大切な行動をワー

クシートの３に書く。

◎何人かに発表させる。
◎竜巻の被害をイメージして、自分の身を守るための行

動を再確認する。
◎学習したことを家庭で話すよう促す。

学習のポイント1
竜巻を認知したときの状況によって、対応行動が異なるこ
とを理解する。

学習のポイント1
通学路で起こる危険を具体的にイメージする。

学習のポイント1
竜巻から身を守る方法をまとめる。

学習のポイント1
避難するときのルールを復習する。

学習のポイント2
竜巻接近までに猶予時間がある場合とない場合の対応行動
を理解・イメージする。

学習のポイント2
屋内へ避難した後の行動を理解する。

学習のポイント2
自分で考えて行動できる心構えを身に付ける。

１．それぞれの場所での竜巻からの適切な身の守り方、してはいけないことを学べたか。
２．地震発生時の身の守り方との類似点に気付けたか。

ねらいに対する評価
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ステップ2 竜巻_事前学習

教
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写真

写真

写真

写真

ワークシート例（児童用）ステップ２
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を守
まも
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えてみましょう。

ステップ2 竜巻_事前学習

２．竜
たつ

巻
まき

に気
き

付いたとき、してはいけないことは何
なん

ですか。

３．竜
たつ

巻
まき

から自
じ

分
ぶん

の身
み

を守
まも

るための大
たい

切
せつ

な行
こう

動
どう

をまとめてみましょう。

（回答例） 机の下にもぐる。机が動かないように机の脚をしっかりにぎる。
窓から離れる。机がない場合は、頭や体を守る。
学習のポイント１ 教室内で起こる危険を具体的にイメージする。
学習のポイント２ 身の守り方は多様であり、具体的な対応行動を考える。

〈補足〉１）窓（ガラス）を背にしてもぐる　２）カーテンを閉める　３）防災頭巾・ヘルメットをかぶる
４）机を使って壁を作る　５）だんごむし　６）ほかの安全な場所へ移動する（猶予あり）　など

（回答例） 物が飛んでくる・倒れてくる場所から離れる。
その場で頭や体を守る。より安全な場所へ移動して頭や体を守る。
学習のポイント１ 校庭で起こる危険（飛んでくる・倒れてくる物）を具体的にイメージする。
学習のポイント２ 校庭にいた場合の具体的な対応行動を考える。

〈補足〉１）遊具、連絡通路（トタン屋根）、倉庫、フェンス、大木、校舎から離れる　２）その場で身を守る
（だんごむし）　３）頑丈な建物（校舎）へ避難する（猶予あり）　など

（回答例）物が飛んでくる・倒れてくる場所から離れる。
その場で頭や体を守る。より安全な場所へ移動して頭や体を守る。
学習のポイント１ 通学路で起こる危険を具体的にイメージする。
学習のポイント２ 通学路にいた場合の具体的な対応行動を考える。

〈補足〉１）車庫、物置等から離れる　２）頑丈な建物の物陰に隠れる・中に入る（猶予あり）　３）側溝、く
ぼみに身を伏せる　４）その場で身を守る（だんごむし）　など　※橋や陸橋の下は危険

竜巻に近づく。竜巻をずっと見ている（観察している）。
学習のポイント１ 通学路で起こる危険を具体的にイメージする。※１

学習のポイント２ 屋内へ避難した後の行動を理解する。※２

〈補足〉
※１携帯電話などで動画や写真をとらない
※２部屋の中は安全だと思って何もしない

（回答例） 窓から離れる。その場で頭や体を守る。
より安全な場所へ移動して頭や体を守る。
学習のポイント１ 廊下で起こる危険を具体的にイメージする。
学習のポイント２ 廊下にいた場合の具体的な対応行動を考える。

〈補足〉１）窓（ガラス）を背にして身を守る（だんごむし）　２）窓のない（少ない）近くの部屋、壁や柱のかげ、
階段下などの安全な場所へ移動する（猶予あり）　など

（回答例） 窓から離れる。その場で頭や体を守る。
より安全な場所へ移動して頭や体を守る。
学習のポイント１ 体育館で起こる危険を具体的にイメージする。
学習のポイント２ 体育館にいた場合の具体的な対応行動を考える。

〈補足〉１）窓（ガラス）を背にして身を守る（だんごむし）　２）ステージや窓のない安全な場所（倉庫、トイ
レ等）へ移動する（猶予あり）　３）マットなどで頭を守る　など

ワークシート例（教師用）ステップ２
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指導案例

展開例（45分）

実際に身を守って、自分の行動を振り返ろう実践訓練・事後学習

ねらい １． 竜巻に関する事前学習を生かし、竜巻接近の緊急放送を聞いたときに、自分の判断で自分の身を守
る対応行動を習得する（竜巻発生を認知したときの適切な行動を学ぶ）。

２．実践訓練（ショート訓練）での自分の対応行動を振り返る。

ステップ３

時 主な学習活動 指導上の留意点

導
入

1.訓練のための事前学習をする。
○緊急放送を聞いて、竜巻から身を守るための方法

を知る。

〇移動できないと判断したときや、近くに身を守る
物や身を隠す場所がないときには、どうやって身
を守ればよいか考える。

◎訓練を休み時間や抜き打ちで行う場合、事前に指導し
ておく。

◎訓練で大切なこととして、下記の2点を伝える。
・ 自分のいる場所では、竜巻によってどのような被害が

起こるのかを想像すること
・ 放送を聞いてから安全な場所へ移動する時間があるの

かを、自分で判断すること

◎何人かに発表させてもよい。
◎避難する際の注意点を説明する。
・ 竜巻がどの方向から向かってくるのか
・ 被害を受けた、危険な場所はあるのか、どこなのか
◎近くに低学年（学校外ではお年寄りなど）がいたら、声

をかけていっしょに行動するよう促す。

展
開
❶

2.竜巻接近を想定した対応行動の訓練をする。
○緊急放送を聞き、どのように身を守ればよいかを

考え、行動する。

◎ 【緊急放送】を流す。「学校の近くで竜巻が発生し、校
庭の方向から学校に近づいています。児童は直ちに活
動をやめて、安全な場所に避難してください。」

◎竜巻が接近してくる方向・目印を示す。
◎ 教職員も対応行動をとりながら、児童の対応行動を観

察する。対応行動ができない児童への注意、自力で避
難できない児童の行動に気を配る。

◎ 【竜巻効果音】を流す。竜巻の効果音が流れるまで（猶
予時間）に対応行動をとらせる。

◎ 【緊急放送】を流す。「竜巻は通過しました。現在、校
舎内の安全確認をしています。児童はその場で引き続
き待機してください。」

◎ 学校内の安全確認、避難経路の確認等、マニュアルに
沿った教師の行動を実際に行うことで、より実践的な
訓練となる。

学習のポイント1
事前学習のポイントを振り返る。

学習のポイント３
他者を助ける行動を理解し、共助の意識を高める。

学習のポイント2
慌てずに、自身の判断で行動する。

学習のポイント３
「お・か・し・も・ち」のルールを守り行動する。

学習のポイント1
放送をしっかり聞きとり、その場に応じた対応行動をと
る。

学習のポイント２
緊急放送をしっかり聞くことの大切さを理解する。
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３　
章

使用教材・準備物、留意事項
使用する教材
●竜巻効果音（気象庁DVD「急な大雨・雷・竜巻から身を守ろう！」収録の竜巻動画）　●ワークシート「訓練をふりかえ
ろう！」　●アンケート「竜巻アンケート」　●授業補助教材など

留意事項
・本指導案は、学習指導要領に沿った内容ではなく、竜巻から身を守る対応行動の仕方を表している。
・竜巻はイメージしにくい現象のため、訓練後の振り返りによって対応行動を確認し、理解を深める必要がある。
・どうしてそのような行動をとったのか、その理由を分析することで、よりよい対応行動を指導することができる。

時 主な学習活動 指導上の留意点

展
開
❷

◎ 【緊急放送】を流す。「校舎内の安全が確認できまし
た。児童の皆さんは、自分の教室に戻ってください。
この後、訓練の振り返りを行います。教室にいる児童
はカーテンを開けてください。」

◎教室外にいる児童を速やかに教室へ誘導する。

展
開
❸

3.実践訓練での自分の対応を振り返る。
〇今日の訓練について振り返り、ワークシートの１

に○を付ける。

〇 竜巻発生（接近）の放送を聞いたとき、竜巻はどの
あたりにいると思ったか、ワークシートの２に書
く。

〇訓練が始まったときに自分はどこにいたか、ワー
クシートの3に書く。

〇 そのとき、どのように身を守ったか、なぜそうし
たのか、ワークシートの4に書く。

〇いろいろな意見を聞く。

◎ワークシート「訓練をふりかえろう！」を配布する。
◎低学年には、一つずつ問題を読みながら丸を付けさせ

てもよい。

◎手を挙げさせ確認してもよい。

◎何人かに発表させ、黒板に意見をまとめる。
◎自分の意見以外は、赤や青鉛筆で記入させる。

ま
と
め

4.竜巻から身を守るための対応行動を確認する。
○飛来物から「頭や体を守る」姿勢を再確認する。

◎ 授業補助資料2「図1-1〜1-3」を掲示する。低学年に
は「だんごむしのポーズ」で指導してもよい。

◎ 次の訓練について伝える。被害を想像して行動するこ
とが重要であることを押さえる。

◎学習したことを家庭で話すよう促す。

学習のポイント1
竜巻の場所によって対応行動が異なることを理解する。

１．竜巻発生時に自分の判断で自分の身を守る対応行動を習得できたか（ワークシート１
　　番①〜④）。
２．実践訓練での自分の行動を振り返り、竜巻発生を認知したときの適切な行動が学べたか。

ねらいに対する評価
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時 内容 児童の行動 指導上の留意点

緊
急
放
送

□放送
　 「訓練、訓練、訓練。学校の近くで

竜巻が発生し、南の方向から学校
に近づいています。児童は直ちに
活動をやめて、安全な場所に避難
してください。」

□ 竜巻接近の効果音
・DVD収録の竜巻動画の音声を利用
する
※ 抜き打ち訓練…訓練の日時を事前

に教えずに行う訓練

□放送をしっかり聞く。
□竜巻接近の緊急放送を聞き、自らの判

断で、安全な場所へ移動し身を守る。
※竜巻が接近してくる方向をしっかり理

解して行動する。
※竜巻の効果音が流れるまで（猶予時間）

に対応行動を終わらせる。
□事前学習2で学習した、その場に応じた

対応行動をとる。
※身を守る物や場所がないときには、

シェイクアウト（だんごむしのポーズ）
により身を守る。

□児童の行動については教職員側か
ら指示をしない。

□事前学習2で学習した対応行動が
とれているか、教職員も対応行動
をとりながら観察（評価）する。

□対応行動ができない児童への注
意、自力で避難できない児童の行
動に気を配る。

□竜巻の効果音が流れても、身を守
らない児童に指導する。

訓
練
放
送

□放送
　 「訓練、訓練、訓練。竜巻は通過し

ました。現在、校舎内の安全確認
をしています。児童はその場で引
き続き待機してください。」

□放送
　 「校舎内の安全が確認できました。

児童の皆さんは、自分の教室に
戻ってください。この後、訓練の振
り返りを行います。教室にいる児童
は、カーテンを開けてください。」

□放送を受けて、引き続きその場で退避
行動をとる。

□教職員や校内放送の指示を、静かに聞
く。

□「お・か・し・も・ち」を守り、教室へ
移動する。

□放送を静かに聞かせる。
□マニュアルに沿った校内の安全確

認、情報伝達等を行う。

□ 教室外にいる児童を速やかに教室
へ誘導する。

□ 「お・か・し・も・ち」を守り、移
動させる。

振
り
返
り

□訓練振り返り
※ ステップ3の実践訓練・事後学習　

指導案（45分）を用いる

□自分の行動を振り返る。 □訓練の振り返りを行う。

使用教材・準備物、留意事項
使用する教材
●竜巻効果音（気象庁DVD「急な大雨・雷・竜巻から身を守ろう！」収録の竜巻動画）

関連学習 １． 訓練形態を「教室（普通教室）」以外に設定することで、教職員が近くにいなくても、その場に応じた対応行動
を学び・習うことができる。

２．訓練日時を周知しない「抜き打ち訓練」を効果的に利用することにより、訓練の形骸化を防止できる。
３．高学年は、緊急地震速報の原理などの「理科学習」につなげることができる。

実践訓練プログラム　ショート訓練

展開例

ねらい 竜巻に関する事前学習を生かし、竜巻接近の緊急放送を聞いたときに、自分の判断で自分の身を守る対
応行動を習得する（竜巻発生を認知したときの適切な行動を学ぶ）。

ステップ３　

竜巻接近を想定した対応行動訓練(ショート訓練)実践訓練・事後学習

１．竜巻発生時に自分の判断で自分の身を守る対応行動を習得できたか。
２．実践訓練での自分の行動を振り返り、竜巻発生を認知したときの適切な行動が学べたか。

ねらいに対する評価
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２．竜
たつ

巻
まき

発
はっ

生
せい
（接

せっ
近
きん

）の放
ほう

送
そう

を聞
き

いたとき、竜
たつ

巻
まき

はどのあたりにいると思
おも

いましたか。

ものすごく近
ちか

いところ　　　　　少
すこ

し離
はな

れたところ　　　　　遠
とお

いところ　　　　　わからなかった

3．あなたは訓
くん

練
れん

が始
はじ

まったときに、どこにいましたか。

１．自
じ

分
ぶん

にあてはまるところに○をつけましょう。

とてもよくできた　　　　　　できた　　　　　　あまりよくできなかった　　　　　　できなかった

①竜
たつ

巻
まき

発
はっ

生
せい
（接

せっ
近
きん

）の放
ほう

送
そう

を、だまって静
しず

かに聞
き

くことができましたか。

とてもよくできた　　　　　　できた　　　　　　あまりよくできなかった　　　　　　できなかった

③竜
たつ

巻
まき

から安
あん

全
ぜん

に身
み

を守
まも

る行
こう

動
どう

を自
じ

分
ぶん

で考
かんが

えて、すばやくできましたか。

とてもよくできた　　　　　　できた　　　　　　あまりよくできなかった　　　　　　できなかった

②竜
たつ

巻
まき

発
はっ

生
せい
（接

せっ
近
きん

）の放
ほう

送
そう

を聞
き

いたとき、何
なに

をしたらよいか自
じ

分
ぶん

で考
かんが

えることができましたか。

とてもよくできた　　　　　　できた　　　　　　あまりよくできなかった　　　　　　できなかった

④安
あん

全
ぜん

な場
ば

所
しょ

に移
い

動
どう

するとき、「お・か・し・も・ち」のルールが守
まも

れましたか。

4．あなたはそのとき、どのように身
み

を守
まも

りましたか。なぜ、そうしたのですか。
どのように

なぜ

訓
くん

練
れん

をふりかえろう！

ワークシート例（児童用）ステップ３

　　　年
ねん

　　　組
くみ

　　　番
ばん

名
な

前
まえ

 （　　　　　　　　　　）
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事前、訓練、振り返りの３ステップで
実施する防災教育プログラム　【火山】

単元計画例

火山の特徴及び噴火によって起こる火山災害や、噴火によって起こる被害・影響についての正しい知識
を習得し、火山噴火を認知した際の適切な判断、対応能力を向上させる。ねらい

ステップ１　
事前学習１

１. 一般的な火山の特徴及び噴火によって起こる火山現象を知る。 
２. 火山の特徴及び噴火によって起こる被害・影響を知る。

事前学習１　ワークシート「火山ワークシート」

事前学習１　指導案（45分）　

火山の噴火がなぜ怖いのか、その正体を知ろう
タイトル

ねらい（学習目標）

ワークシート

指導案例

１. 那須岳が噴火して起こる被害の影響範囲を知る。
２. 事前学習を踏まえて、那須岳が噴火したときの対応行動を考える。

事前学習２　ワークシート「火山噴火から自分の身を守ろう！」

事前学習２　指導案（45分）

火山噴火で起こる災害と危険地域を正しく知ろう
タイトル

ねらい（学習目標）

ワークシート

指導案例

１.  火山に関する事前学習を生かし、火山噴火したときに自分の判断で自分の身を守る対応行動
を、登山などの体験を通じて習得する。

２.  火山情報の発表を聞いたとき、その場に応じた適切な対応行動を、火山防災訓練を通じて習
得する。

体験学習　指導案（30分）
『火山防災ハンドブック』（那須岳火山防災協議会）

その場に応じた対応行動を考えよう
タイトル

ねらい（学習目標）

指導案例

P.50参照

ステップ２
事前学習２

P.54参照

ステップ３　
体験学習

（登山・防災訓練） 

P.58参照

高低 知る 備える 行動する火山学年 災害分類 防災基礎力
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参考資料及び参考サイト
〇火山防災教育プログラム（宇都宮地方気象台）

https://www.jma-net.go.jp/utsunomiya/bousai/bousaikyouiku/kazan.html
〇防災教育リテラシーHUB（防災科学技術研究所）

https://bosai-kyoiku.jp/bousai/188/

効果測定を行う場合、指導の前後に事前事後評価のためのアンケート「火山アンケート」を記入させ確認するとよい。

自
じ

分
ぶん

にあてはまるところに○をつけましょう。

　　　年
ねん

　　　組
くみ

　　　番
ばん

　名
な

前
まえ

 （　　　　　　　　　　　　　　　）火
か

山
ざん

アンケート

よく知
し

っている　　　少
すこ

し知
し

っている　　　どちらでもない　　　あまり知
し

らない　　　知
し

らない

①活
かっ

火
か

山
ざん

とは、どのようなものか知
し

っている。

よく知
し

っている　　　少
すこ

し知
し

っている　　　どちらでもない　　　あまり知
し

らない　　　知
し

らない

⑤近
ちか

くで火
か

山
ざん

が噴
ふん

火
か

したとき、どのような身
み

を守
まも

る行
こう

動
どう

をとればよいか知
し

っている。

よく知
し

っている　　　少
すこ

し知
し

っている　　　どちらでもない　　　あまり知
し

らない　　　知
し

らない

③那
な

須
す

岳
だけ

の噴
ふん

火
か

で、どのような被
ひ

害
がい

が出
で

るかを知
し

っている。

よく知
し

っている　　　少
すこ

し知
し

っている　　　どちらでもない　　　あまり知
し

らない　　　知
し

らない

⑦那
な

須
す

岳
だけ

に噴
ふん

火
か

警
けい

報
ほう

や噴
ふん

火
か

予
よ

報
ほう

が出
で

たとき、何
なに

をすればよいか知
し

っている。

よく知
し

っている　　　少
すこ

し知
し

っている　　　どちらでもない　　　あまり知
し

らない　　　知
し

らない

②火
か

山
ざん

の噴
ふん

火
か

とは、どのようなものか知
し

っている。

よく知
し

っている　　　少
すこ

し知
し

っている　　　どちらでもない　　　あまり知
し

らない　　　知
し

らない

⑥近
ちか

くで火
か

山
ざん

が噴
ふん

火
か

したとき、どのような場
ば

所
しょ

に逃
に

げればよいか知
し

っている。

よく知
し

っている　　　少
すこ

し知
し

っている　　　どちらでもない　　　あまり知
し

らない　　　知
し

らない

④那
な

須
す

岳
だけ

が噴
ふん

火
か

するかもしれないことを知
し

っている。

よく知
し

っている　　　少
すこ

し知
し

っている　　　どちらでもない　　　あまり知
し

らない　　　知
し

らない

⑧那
な

須
す

岳
だけ

が噴
ふん

火
か

したとき、どこに逃
に

げればよいか、地
ち

図
ず
（火

か
山
ざん

防
ぼう

災
さい

マップ）を見
み

て知
し

っている。

※各学校の実態やねらいに応じてアンケート項目や回答のさせ方を工夫する。自由記述を入れてもよい。

事前事後評価アンケート例
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指導案例

展開例（45分）

火山の噴火がなぜ怖いのか、その正体を知ろう事前学習１

ねらい

時 主な学習活動 指導上の留意点

導
入

1.災害の一種として「火山噴火」があることを知る。 ◎活動が静かなときと活発なときがある火山について学
習することを伝える。

展
開
❶

2.火山の特徴及び噴火によって起こる火山現象を
知る。

○火山と噴火を知る。

○火山の噴火によって起こる現象と被害を知る。

◎火山がどんな姿をしているかを何人かに発表させる。
黒板にまとめてもよい。

◎授業補助資料1「スライド1-1〜1-6」（選択可）を掲示
し、火山の定義と様々な噴火について説明する。

※映像を見せると、より効果的。
◎授業補助資料1「スライド2-1〜2-3」を掲示し、火山

の様々な恩恵について紹介する。
◎授業補助資料1「スライド3-1〜3-2」を掲示して「活火

山」について説明し、日本が世界有数の火山大国であ
ることを示す。

◎地元の火山を引用し、火山名などを具体的に例示す
る。

◎噴火で起きる現象と被害を学習することを伝え、火
山現象を正しく知って登山することの大切さを押さえ
る。御嶽山噴火（2014年）の事例など。

◎授業補助資料1「スライド4」を掲示し、「火口」や「噴
煙」について説明する。

◎噴煙の周りに飛んでいる物が何か、何人かに発表させ
る。

◎授業補助資料1「スライド5-1〜5-6」（選択可）を掲示
し、「噴石」とその被害について説明する。

◎授業補助資料1「スライド6-1〜6-4」（選択可）を掲示
し、「火山灰」とその危険、被害が広範囲に及ぶことも
押さえる。

◎授業補助資料1「スライド7-1〜7-3」を掲示し、「溶岩
流」について説明する。

◎授業補助資料1「スライド8-1〜8-2」（選択可）を掲示
し、「火砕流」と命にかかわる危険について解説する。

学習のポイント
日本（身近）で起きる災害を知る。

学習のポイント2
活火山とは何かを知り、那須岳も活火山であることを理解
する。

学習のポイント2
御嶽山噴火災害を教訓に、活火山を登山中に噴火した場合
には、人命にかかわる災害が短時間で起こることを理解す
る。

学習のポイント1
一般的な火山の噴火によって起こる火山現象と被害を理解
する。

学習のポイント1
火山噴火を視覚的にイメージする。

１．一般的な火山の特徴及び噴火によって起こる火山現象を知る。
２．火山の特徴及び噴火によって起こる被害・影響を知る。
※本事例は、栃木県那須岳を想定

ステップ１　
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時 主な学習活動 指導上の留意点

展 

開 

❶

◎授業補助資料1「スライド9」を掲示し、「泥流（融雪型
の土石流）」について説明する。

◎火山噴火によって様々な火山現象が起こること、特に
火口近くでは、噴石や火山ガスにより命にかかわる被
害が短時間で起こるため非常に危険なこと、火山から
離れた地域でも火砕流や泥流、火山灰によって被害が
起こることを確認する。

展 

開 

❷

3.那須岳の特徴及び噴火によって起こる被害・影
響を知る。

○那須岳の特徴を知る。

○那須岳の噴火によって起こる被害・影響の範囲を
知る。

◎授業補助資料1「スライド10-1〜10-4」（選択可）を
掲示して、那須岳の過去の噴火について説明し、活火
山であることを押さえる。

◎授業補助資料1「スライド11-1〜11-4」を掲示して那
須岳のハザードマップを示し、中噴火（水蒸気噴火）に
よる被害と範囲を説明する。

◎「火山ワークシート」と『火山防災ハンドブック』を配布
する。

◎大噴火（マグマ噴火）による被害を確認するため、ワー
クシートに書き込むことを提示する。

・ 那須岳山頂を見つけて赤三角を描き、近く（枠内）に
「那須岳」と書く。※電子黒板に記入しながら進めると
よい。

・学校（目標施設）を見つけて赤丸を描き、近くにその名
称を書く。※地図上で距離を確認するとよい。

・「溶岩流」の最大想定範囲である到達範囲（ワークシー
トの黒線囲み）を紫色で縁取りして中を塗りつぶし、
近くに「溶岩流」と書く。※色塗りに時間がかかる傾向
あり。

・「火砕流」による最大想定範囲である危険地域（ワーク
シートの黒線囲み）をオレンジ色で縁取りして中に斜
め線を引き、近くに「火砕流」と書く。

・「泥流」による危険区域（ワークシートの黒線囲み）を緑
色で縁取りして中に斜め線を引き、近くに「泥流」と書
いて、到達範囲の広さを確認させる。

・「火山灰」の降り積もる範囲（20cm 以上と10cm以上
／それぞれワークシートの表示線の内側）を黒ペンで
縁取りして、近くに「火山灰20cm、火山灰10cm」と
書く。

学習のポイント
那須岳は過去に噴火した記録があり、人的災害が起きてい
る活火山であることを知る。

学習のポイント1
那須岳の中噴火と大噴火によって起こる火山現象と被害を
理解・イメージする。

学習のポイント2
マグマ噴火したときの「溶岩流」と「火砕流」の到達範囲を理
解・イメージする。

学習のポイント3
マグマ噴火したときの「火山灰」の到達範囲を理解・イメー
ジする。
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展開例（45分）　「火山の噴火がなぜ怖いのか、その正体を知ろう」

時 主な学習活動 指導上の留意点

展
開
❷

○火山と噴火についてグループに分かれて話し合
う。

◎那須岳の大噴火では、風向きによって火山灰が福島県
まで飛ぶことを示す。

◎学校（目標施設）が那須岳の大噴火によって受ける被害
を考えさせる。

◎火砕流や火山灰による被害がかなり広範囲になること
を確認する。

ま
と
め

4.火山現象についてまとめる。
○火山の噴火がなぜ怖いのか、火山の特徴や被害か

ら確認する。

◎本時のまとめと、次時の学習内容を伝える。
◎授業補助資料1「スライド1-1〜1-6」（選択可）を掲示

する。映像を見せてもよい。
◎火山の与える様々な恩恵も忘れないよう促す。

学習のポイント2
マグマ噴火したときの「泥流」の到達範囲を理解・イメージ
する。

学習のポイント
「学習目標のまとめ」火山の特徴、噴火によって起こる火山
現象、那須岳の特徴、那須岳の噴火によって起こる被害・
影響をまとめる。

学習のポイント1
大噴火によって、那須岳周辺の地域には、どのような危険
な地域と安全な地域があるかを理解する。

１. 噴火によって起こる様々な被害と、その危険性を理解できたか。
２. 火山の噴火によって起こる被害と、被害が及ぶ範囲を理解できたか。
３.  静穏な火山であっても、噴火したときには場所によって被害が違うことに  

気付けたか。

ねらいに対する評価

「火山ワークシート」

活動時の資料

低学年 中学年 高学年
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使用教材・準備物、留意事項
使用する教材・準備物
●「火山ワークシート」　那須岳地図（宇都宮地方気象台）

　https://www.jma-net.go.jp/utsunomiya/bousai/bousaikyouiku/kazan_step1worksheet.html
●授業補助資料1「火山の噴火がなぜ怖いのか、その正体を知ろう」（宇都宮地方気象台）

https://www.jma-net.go.jp/utsunomiya/bousai/bousaikyouiku/kazan/04_step1_
jyugyouhojyoshiryou1_volcano_2017.pdf

●火山防災ハンドブック
「那須岳火山防災マップ・ハンドブック」（那須岳火山防災協議会）等
https://www.town.nasu.lg.jp/0030/info-0000000859-1.html

●火山噴火動画
・【噴火】口永良部島（宇都宮地方気象台）
　https://www.jma-net.go.jp/utsunomiya/bousai/bousaikyouiku/kazan/kuchinoerabujima.wmv
・【噴火】桜島（宇都宮地方気象台）
　https://www.jma-net.go.jp/utsunomiya/bousai/bousaikyouiku/kazan/sakurajima.wmv
・【降灰】桜島（宇都宮地方気象台）
　https://www.jma-net.go.jp/utsunomiya/bousai/bousaikyouiku/kazan/sakurajima_ash.wmv

●色鉛筆（クーピー）・名前ペン　●パソコン・電子黒板など

留意事項
・本指導案は、火山・噴火の理解のしやすさを表している。　
・「理科学習」と関連付けて指導すると、より学習効果が得られる。

小学校では、発達段階に応じて学校独自の内容で授業を実践。プログラムの実践前・実践後に、児童
へのアンケートによって授業による学習効果の向上を確認。

防災教育プログラムを使用した授業の様子（栃木県那須町）

活動時の様子
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展開例（45分）

火山噴火で起こる災害と危険地域を正しく知ろう事前学習2

ねらい １．那須岳が噴火して起こる被害の影響範囲を知る。
２．事前学習を踏まえて、那須岳が噴火したときの対応行動を考える。

指導案例ステップ２

時 主な学習活動 指導上の留意点

導
入

1. 噴火によって起こる被害と危険な場所を復習す
る。

◎授業補助資料2「スライド1-1〜1-3」を掲示し、火山の
噴火によって起こる現象、被害・影響などについて確
認する。

※授業補助資料1の資料を掲示してもよい。

展
開
❶

2.那須岳が噴火して起こる被害の影響範囲を知る。
○ワークシート作業で、目標施設を見つける。

○目標施設がある場所では、大噴火が起きたとき
にどのような被害が起こるか、避難は必要か、ま
た、避難までの猶予時間を確認する。

○火山情報を知る。

○噴火警戒レベルを知り、規制される範囲を理解す
る。

◎ 「火山ワークシート」を用意して、ステップ１で学習し
た火山現象の特徴を復習させる。

◎『那須岳火山防災ハンドブック』（コピー可）を配布す
る。

◎グループ（隣同士）で助け合いながら作業させてもよ
い。

◎いくつかの目標施設を設定して同様の作業をさせる。
※施設は児童が知っているところが望ましい。
◎地図学習のまとめをして、噴火時に安全な場所へ避難

する大切さを押さえる。

◎噴火時に気象庁が発表して注意を呼びかける情報を示
す。

・噴火速報…噴火したとき発表される。テレビやラジ
オ、防災無線などで知ることができる。

・噴火警報…噴火する危険が高まったり、噴火が大きく
なったりする場合に発表される。那須岳登山や近くへ
の立ち入りが禁止（規制）される。

◎授業補助資料2「スライド2-1」を掲示する。『ハンド
ブック』11〜12ページを参照し、「噴火警戒レベル」に
よる規制範囲について説明する。

◎「噴火警戒レベル」では、５段階で危険を呼びかけるこ
とを押さえる。

◎レベルにより想定される噴火の状況や、住民のとるべ
き行動を確認する。

学習のポイント
「ステップ１」の学習を振り返る。

学習のポイント
噴火によって発表される、火山の情報を理解する。

学習のポイント
那須岳と目標施設との距離を理解し、噴火によって及ぶ範
囲を地図学習によって具体的にイメージする。

学習のポイント
噴火警戒レベルが何かを知り、火山活動によって規制範囲
が広がることを理解する。
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時 主な学習活動 指導上の留意点

展
開
❷

3.事前学習を踏まえて、那須岳が噴火したときの
対応行動を考える。

○各場所での対応行動をワークシートの1〜3に書く。

○グループに分かれて、各場所での対応行動につい
て話し合う。

○グループごとに発表する。

○火山噴火から身を守るために大切なことをワーク
シートの4に書く。

◎ワークシート「火山噴火から自分の身を守ろう！」を配
布する。

◎具体的な施設を挙げるなど、火山との距離をイメージ
させる。

◎3では、自宅にいてテレビや町の防災無線で噴火を
知ったとき、などの例を示す。

◎ホワイトボード、ペンを各グループに配布する。
◎グループ内で意見を発表し合って、班長にホワイト

ボードに書いてまとめさせる。

◎回答を整理する。黒板にまとめてもよい。
◎自分の意見以外は、赤や青鉛筆で記入させる。
◎場所によって、身を守る方法が違うことを確認する。

◎回答を伝え、ワークシートに記入させてもよい。
◎活火山を登山する場合、スキーや観光で活火山に近づ

く場合も想定させる。

ま
と
め

4.学習したことを確認する。 ◎大人が近くにいないときに、自分で考えて行動するこ
との大切さを伝える。

◎那須岳から多くの自然の恩恵を受けて生活しているこ
とも押さえる。

◎学習したことや『火山防災ハンドブック』を、火山のこ
とを知らない大人や家族に話す（教える）よう促す。

学習のポイント1
近くで噴火した場合に起こる現象をイメージし、対応行動
を理解する。

学習のポイント1
「学習目標のまとめ」那須岳が噴火して起こる被害の影響範
囲と対応行動をまとめる。

学習のポイント3
火山から離れた場所での対応行動を理解し、火山に近い危
険な場所と遠い安全な場所での行動の違いに気付く。

学習のポイント2
火山から少し離れた場所（噴火警戒レベル内）で噴火した場
合に起こる現象をイメージし、対応行動を理解する。

学習のポイント2
ほかの活火山でも、噴火によって起こる現象や被害を知る
ことの大切さを理解する。

学習のポイント
活火山であることのリスク・恩恵を知り、登山時の心構え
や事前の備えを理解する。

使用教材・準備物、留意事項
使用する教材・準備物
●「火山ワークシート」・那須岳地図（宇都宮地方気象台） ※事前学習1で使用　●ワークシート「火山噴火から自分の身
を守ろう！」　●授業補助資料2「火山噴火で起こる災害と危険地域」（宇都宮地方気象台）　●『那須岳火山防災ハンド
ブック』　●色鉛筆（クーピー）・名前ペン　●ホワイトボード・ペンなど

留意事項
・本指導案は、学習指導要領に沿った内容ではなく、噴火による被害範囲の理解のしやすさと対応行動を表している。
・「理科学習」と関連付けて指導すると、より学習効果が得られる。
・『火山防災ハンドブック』には、避難場所や登山時の携行品等が記載されているので、家庭配布としてもよい。

１. 那須岳が噴火して起こる被害の範囲を知ることができたか。
２. 那須岳が噴火した際の危険な地域を理解することができたか。
３. 那須岳が噴火した際、その場に応じた対応行動を考え・理解することができたか。

ねらいに対する評価
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　　年
ねん

　　組
くみ

　　番
ばん

名
な

前
まえ

 （　　　　　　　　　　）火
か

山
ざん

噴
ふん

火
か

から自
じ

分
ぶん

の身
み

を守
まも

ろう！

ステップ2 火山_事前学習

ワークシート例（児童用）ステップ２

４.火
か

山
ざん

噴
ふん

火
か

から身
み

を守
まも

るために大
たい

切
せつ

なこと（しておくこと）は何
なん

ですか？

１.登
と

山
ざん

しているときに噴
ふん

火
か

したら、どのように自
じ

分
ぶん

の身
み

を守
まも

りますか？

2.火
か

山
ざん

から少
すこ

し離
はな

れた場
ば

所
しょ

にいて噴
ふん

火
か

したら、どのように自
じ

分
ぶん

の身
み

を守
まも

りますか？

３.安
あん

全
ぜん

な場
ば

所
しょ

にいて噴
ふん

火
か

したことを知
し

ったとき、その場
ば

で何
なに

をすればよいですか?



57

３　
章

　　年
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４.火
か

山
ざん

噴
ふん

火
か

から身
み

を守
まも
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なこと（しておくこと）は何
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ですか？
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山
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しているときに噴
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火
か

したら、どのように自
じ

分
ぶん
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み
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まも

りますか？

2.火
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山
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すこ

し離
はな

れた場
ば

所
しょ

にいて噴
ふん

火
か

したら、どのように自
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分
ぶん

の身
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３.安
あん

全
ぜん

な場
ば

所
しょ

にいて噴
ふん

火
か

したことを知
し

ったとき、その場
ば

で何
なに

をすればよいですか?

ステップ2 火山_事前学習

（回答例）ヘルメットやリュックサックで頭や体（特に背中）を守る。　※噴石対策 
　　　　ハンカチやマスクで口と鼻を守る。　※火山灰･有毒ガス対策
　　　　噴火した場所（火口）から遠ざかる方向へ逃げる。
　　　　避難小屋やシェルター、大きな岩陰などの安全な場所に隠れる。
　　　　直ちに下山する。
　　　　噴火を見る・写真を撮るなど、やってはいけないことをしない。　 　

（回答例）（頑丈な）近くの建物などへ避難する。　※噴石対策
　　　　　ヘルメットやマスクを着用する。　※噴石・火山灰対策
　　　　　那須岳からなるべく遠くへ移動（避難）する。　※噴石・火山灰対策
　　　　　噴火警戒レベルの立ち入り規制範囲から外へ避難する。
　　　　　建物の中から外に出ない（むやみに外出をしない）。
　　　　　テレビやラジオで那須岳の情報（活動状況）を確認する。 

（回答例）テレビやラジオで那須岳の情報（活動状況）を確認する。
　　　　火山の情報を見聞きしたら、むやみに外出をしない。
　　　　自分のいる場所が危険な地域になったら、直ちに安全な地域へ避難する。
　　　　大噴火に備えて、非難する準備を始める。　
　　　　自分のいる場所が安全な地域ならば、慌てて行動しない。

（回答例）那須岳の噴火がどのように起こるのか、事前に（普段から）調べておく。
　　　　登山する場合には、事前にしっかり準備（活動確認など）をしておく。
　　　　 那須岳が噴火した場合の危険な地域を知っておき、いざというときに自分

で考えて行動する。
　　　　噴火した場合の避難場所を、家族・友人などに確認しておく。

学習のポイント１ 噴火に遭遇した場所で、どのような被害が起こるのか具体的にイメージする。

学習のポイント１ 自分のいる場所が危険な地域内の場合、どのような被害を受けるか具体的
にイメージする。

学習のポイント１ 噴火速報・噴火警報が発表されると、どのような被害が発生するか具体的
にイメージする。

学習のポイント 火山から恩恵を受ける一方で、日頃からの備えの重要性を理解する。

学習のポイント２ 噴火した際に、とるべき行動を具体的に考える。

学習のポイント２ 危険な地域内（噴石が飛散）にいる場合の、とるべき行動を具体的に考える。

学習のポイント２ 噴火警報の発表によって、自分のいる場所の安全を確認することが大切で
あることを知る。

ワークシート例（教師用）ステップ２

学習のポイント３ 山頂にいた場合、逃げる（隠れる）場所が限られることを理解する。

学習のポイント３ 危険な地域外へ避難しなければならないことを理解する。

学習のポイント３ 火山に近い危険な場所と遠い安全な場所での行動の違いを理解する。



58

指導案例

那須岳登山計画

その場に応じた対応行動について考えよう体験学習（登山・防災訓練）

ねらい 火山の特徴及び噴火によって起こる火山災害や、噴火によって起こる被害・影響についての正しい知識
を習得し、火山噴火を認知した際の適切な判断、対応能力を向上させる。

ステップ３

事前学習を生かし、火山が噴火したときに自分の判断で自分の身を守る対応行動について、登山
学習を通じて確認する。
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那須岳火山防災実働訓練計画

事前学習を生かし、学校活動中に火山情報（噴火警報）が発表されたとき、その場に応じた適切
な対応行動を確認し、実働型の火山防災訓練に参加して避難行動を習得する。

※那須岳火山防災協議会主催

参考資料及び参考サイト
〇デジタル教材「YOU@RISK火山版」（防災科学技術研究所）　※P116関連資料
　https://youatrisk.bosai.go.jp/
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【避難訓練】
給食配膳中に、地震が起きたら

展開例

給食時間中に大きな地震が起きたときの安全な身の守り方と避難行動を理解し、行動できるようにする。ねらい

時 主な学習活動 指導上の留意点

導 

入 

事
前
指
導

 

（
朝
の
会
） 

1. 給食時間中に地震が発生した場合、どのような
ことが起こるかを考える。

◆予想される児童の発言
　〈配膳中〉
・配膳台が揺れ、食缶の中の物があふれる。
・ 食缶が倒れ、配膳台から落ちて、床に散らばる。
・ あふれ出た物で、当番の人や周りの人がやけど

をするかもしれない。
・ 机の上の運ばれた物が、お盆ごと落ちてしまう

かもしれない。
　〈食事中〉
・ 配膳台が揺れ、食缶が倒れ、中に残っていた物

が床に散らばる。
・ お盆ごと、食事中の物が落ちて、床に散らば

る。

2. 地震が発生したとき、どのような行動をとれば
よいかを考える。

◆予想される児童の発言
・地震時の基本の行動をしっかりとる。
・配膳台の近くからは、離れたほうがいい。
・机の下より廊下に出たほうが安全な場合もある。
・机の上のお盆は床に下ろしたほうがいいかな。
・配膳台の上の物も下ろせたら安全かな。
・配膳台を壁に寄せて、固定できたらいいね。
・ 余震にも注意して、地震が収まったら、廊下に

出たほうがいいと思う。

○ 給食時の避難行動のポイントをまとめる。

◎ 事前指導は、避難訓練実施の前日までには実施する。
◎配膳中や食事中など、場面に応じて考えさせる。
◎児童の発達段階に応じて指導内容を考慮する。
◎ 場面がイメージできるように、配膳中や食事中の写

真・動画を準備する。

◎ 地震時に身を守る基本行動について確認する。

　

◎地震が発生したとき、児童自らがとる行動と、放送や
教師の指示による行動に分けて、避難行動を理解させ
る。

〈地震時の基本行動〉
● 落ちてこない・倒れてこない場所に避難する。
●安全な姿勢をとる。
　・肘をつく　・膝をつく　・頭を隠す
　・机の脚を持つ
●ヘルメットをできるだけすばやくかぶる。
● しゃべらず、放送を聞き、教室内の先生の 

指示に従う。

高低 備える 行動する地震学年 災害分類 防災基礎力 知る
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時 主な学習活動 指導上の留意点

展
開
避
難
訓
練

3.緊急地震速報を聞き、状況に応じた避難行動を
とる。

◆児童の動き
・ 落ちてこない・倒れてこない場所に移動し、自

分の身を守る（基本行動をとる）。
・配膳台から離れる。
・廊下に出て、避難姿勢をとる。
・余裕があれば、机の上のお盆を下ろす。

○先生の指示に従って給食活動に戻る。

◎避難訓練は日時を予告して実施する。

◎ 緊急地震速報後も地震の大きさや揺れを表す音を出し
続ける。

　（缶に乾電池を入れて鳴らすなど）
◎ 配膳の様子を見ながら、学級ごとに状況に合わせた避

難行動をさせる。

◆教職員の動き
・ 教室内の教師は、教室にいる児童に安全な避難行動

を指示する。
　 （ワゴンから離れる。机の上のお盆を下ろして、机

の下に入る、廊下に出るなど）
・ 各学級以外の教職員は、決められた各階の安全確認

を行う。特に、トイレ、廊下、階段などにいた児童
には安全行動を指示する。

◎ 指示を出しながら、できるだけ配膳台を壁に寄せ、机
などで固定する。食缶などもできるだけ下ろす（地震
の揺れの大きさによっては、児童に指示を出しなが
ら、自分の身を守ることを優先する）。

◎ 給食時の低学年各教室に向かう教職員（各教室に一人）
は、年度初めの「避難訓練年間計画」の中で決めてお
く。訓練時には自分の身を守り、教室に向かえる状況
になったらすぐに向かい、支援に回る。

◎ 教室内の場所によっては、ヘルメットを持つなどさ
せ、廊下への避難を指示する。

◎ 廊下避難後、低学年は支援の教師が、中高学年は学年
一人の教師が、本部に人数、状況報告をする。

　（単学級は２学年で一人の教師）
◎ 本部で人員・状況の確認後、避難訓練の終了を知ら

せ、給食活動に戻る。

ま
と
め
事
後
指
導

4.事前指導でまとめたポイントに沿って行動でき
たかを振り返る。

◎ 下膳後、各学級で、今日の避難訓練についての振り返
りを行う。

◎ 毎月の避難訓練後、避難訓練反省用紙などを活用し、
教職員の振り返りを行い、常に改善に努める。

１．配膳台の周りから離れることができたか。
２．地震時の基本の避難行動がとれたか。ねらいに対する評価

「地震はおさまったようですが、ま
だ余震の恐れもあります。ヘルメット
をかぶり、教室前廊下に静かに避難し
ましょう。学年ごとに、本部へ状況の
報告をお願いします。」

 「訓練、訓練　震度〇、震度〇」
「大きな地震です。ワゴンから離れな
さい。落ちてこない・倒れてこない
場所に避難しましょう。給食のお皿
や牛乳びんに注意しましょう。」
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【避難訓練】
休憩時間中に、地震が起きたら

展開例

休憩時間中に大きな地震が起きたときの安全な身の守り方と避難行動を理解し、行動できるようにする。ねらい

時 主な学習活動 指導上の留意点

導
入
事
前
指
導
（
朝
の
会
）

1.休憩時間中に地震が発生した場合、身を守るた
めにどのような行動をとればよいかを考える。

◆予想される児童の発言
・地震のときの基本の行動をしっかりとる。
・ 休憩時間は、一人一人違う場所にいるから、避

難行動も違ってくる。
・ まずは、落ちてこない・倒れてこない場所を見

つけ、避難姿勢をとる。
・ 校庭にいたら、すぐに遊ぶのをやめ、プールか

ら離れた場所で、校庭の安全な場所一箇所に集
まる。

・ トイレにいたら、できるだけ早く廊下に出る。
トイレの鍵はすぐに解除する。

・ 階段にいたら、すぐに踊り場や階下の廊下に避
難する。

・教室に入り、机の下にもぐる。

○休憩時間中の避難行動のポイントをまとめる。

◎ 事前指導は、避難訓練実施の前日までには実施する
（１学期中の訓練実施月）。

◎児童の発達段階に応じて指導内容を考慮する。
◎ 低学年は学級指導で、学校の中の危険な物や場所につ

いて理解し、安全な場所での避難姿勢について学ぶ授
業を学期始まりに必ず入れる。

◎ 場面がイメージできるように、休憩時間中の写真や動
画を準備する。

◎ 地震時に身を守る基本行動について確認する。

◎ 地震が発生したとき、児童自らがとる行動と、放送や
教師の指示による行動に分けて、避難行動を理解させ
る。

展
開
避
難
訓
練

2.緊急地震速報を聞き、状況に応じた避難行動を
とる。

◎ 避難訓練は１学期は予告して実施する。２学期以降
は、予告なしで短時間の訓練として数回実施すること
が望ましい。

◎ 緊急地震速報後も地震の大きさや揺れを表す音を出し
続ける。

　（缶に乾電池を入れて鳴らすなど）

 「訓練、訓練　震度〇、震度〇」
「大きな地震です。落ちてこない・倒
れてこない場所に避難しましょう。
先生方は、それぞれの場所で、児童
に安全行動の指示をしてください。」

〈地震時の基本行動〉
● 落ちてこない・倒れてこない場所に避難する。
●安全な姿勢をとる。
　・肘をつく　・膝をつく　・頭を隠す
　・机の脚を持つ
●ヘルメットをできるだけすばやくかぶる。
●しゃべらず、放送を聞き、教室内の先生の 

指示に従う。

高低 知る 備える地震学年 災害分類 防災基礎力 行動する
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時 主な学習活動 指導上の留意点

展
開
避
難
訓
練

◆児童の動き
・ 各場所で、落ちてこない・倒れてこない場所に

移動し、自分の身を守る。
・地震時の基本行動をとる。

○各場から避難してきた場合は、先生の指示など
で、各学年・学級の列に加わる。

3.先生の指示に従って、それぞれの活動に戻る。

◆教職員の動き
・ 教室内の教師は、教室にいる児童に安全な避難行動

を指示する。
　（机の下にもぐるなど）
・それぞれの場に応じた安全な避難行動を指示する。
　 （遊具から降りてしゃがみ、まず安全な姿勢をとる

など）

◎ 休憩時の教職員の基本の動きについては、年度初めの
「避難訓練年間計画」で決めておき、自分の身の安全を
確保した上で、その行動に移る。

◎ 校舎内の教職員は、決められた各階の安全確認を行
う。特に、トイレ、廊下、階段などにいた児童には安
全行動を指示する。

◎ 校庭にいる児童は、揺れの収まりを確認後、安全な場
所への集合を指示する。

◎ 場所ごとに児童を誘導し、校庭に避難させる（余震も
考え、校庭への避難指示を出さないこともある）。低
学年教室には必ず担当教師をつける。

◎ 校庭にいる教職員は、校舎を背に離れた場所で、各学
年・学級ごとに並ぶよう指示する。

◎ 本部で人員・状況の確認後、避難訓練の終了を知ら
せ、それぞれの活動に戻る。校長講話等。

ま
と
め
事
後
指
導

4.事前指導でまとめたポイントに沿って行動でき
たかを振り返る。

◎ 訓練後、各学級で、今日の避難訓練についての振り返
りを行う。

◎ 毎月の避難訓練後、避難訓練反省用紙などを活用し、
教職員の振り返りを行い、常に改善に努める。

休憩時間中、各場に応じて、地震時の基本の避難行動がとれたか。ねらいに対する評価

「地震は収まったようですが、まだ
余震の恐れもあります。
校庭に避難します。「おかしも」を守っ
て、避難しましょう。使用できない避
難経路はありません。先生方は、児童
の誘導をお願いします。ヘルメットを
かぶれる人はかぶりましょう。避難開
始。」
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時 主な学習活動 指導上の留意点

導 

入 

事
前
指
導

◆1・2年 〈学級活動１時間〉
1.ねらいを知る。

2. 大きな地震が発生したら、プールはどのような
状態になるかを考える。

・波ができる
・水があふれる　など

3. プールに入っているときに地震が起きたら、ど
うしたらいいのかを考える。

・水から上がる
・壁やフェンスにつかまる
・先生の指示に従う　など

◎水泳指導が始まる前に、事前指導を学級活動として１
時間とり、その後、実際に避難訓練をすることで、学
習の定着を図る。

◎低・中・高の偶数学年は、朝や帰りの会での振り返り
指導とすることもある。

◎台車に載せた水槽に水を入れ、揺らして観察させる。

◎人と見立てたペットボトルを水槽に入れて、揺らした
様子から考えさせる。

◆3・4年 〈学級活動１時間〉
1.ねらいを知る。

2. 大きな地震が発生したら、どのような状態にな
るのか、どのような危険があるのかを考える。

・流される
・打ち付けられる
・おぼれる
・水から上がれない　など

◎学校のプールの写真や動画を用意し、排水溝に吸い込
まれたり、フェンスがくずれたりする危険性を考えさ
せる。

プールで大きな地震が起きたときの
身を守るための行動を知ろう。

プールで大きな地震が起きたときの危険を
考え、自分の身を守るための行動を知ろう。

【避難訓練】
水泳指導中に（プールで）、地震が起きたら

展開例

水泳指導中に大きな地震が起きたときの安全な身の守り方と避難行動を理解し、行動できるようにする。ねらい

高低 知る 備える地震学年 災害分類 防災基礎力 行動する
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時 主な学習活動 指導上の留意点

導 

入 

事
前
指
導

3.どうしたら身を守れるのかを考える。
・水から上がる
・壁やフェンスにつかまる
・タオルやビート板で頭を守る
・先生の指示をよく聞く

4.  避難の仕方や経路を考え、それが本当によいか
話し合う。

・裸足だと危ないから上履きを履く必要がある
・  揺れがおさまったら、「おかしも」を守って、校　

庭の安全な場所に避難する

◎プールサイドに上がったときに、どんな危険があるの
かを考えさせ、身の守り方について話し合う。

◎普段の避難の仕方との違いについて考えさせ、よりよ
い避難方法に気付かせる。

◆5・6年 〈学級活動１時間〉
1.過去の地震について振り返る。

2.ねらいを知る。

3. プールに入っているときに地震が起きたら、ど
のような被害が考えられるのか話し合う。

・波が起こって流されそうになる
・水の中にいたら、おぼれる
・プールサイドで立っていることができない など

4.どのような行動が必要なのか話し合う。
・いちばん近い場所から上がる
・壁やフェンスにつかまる
⇒しゃがんでしっかり体を支える
・タオルをかぶる
⇒校舎からガラスなどが落ちてくるかもしれない
・バディで人数確認をする
⇒おぼれている人がいないか確認する
・上履きを履く
⇒裸足だと、けがをする恐れがある。記名してお

くことも大切
・校庭の安全な場所に避難する　など

5.水泳時の避難訓練について、確認する。

◎これまでに得た知識や情報、体験をもとに、プール学
習時に地震から自分の身を守るための行動を考えさせ
る。

◎地震が起こった「その時」「その後」「その前」など様々
な場面で、どのような行動が必要かを考えさせる。

◎ワークシートなどにまとめることで、一人一人に考え
させる（ワークシートは必要に応じて作成する）。

◎グループ→全体で話し合う。
◎その行動の根拠も示させる。
◎その行動のために、事前に必要な行動も考えさせる。

◎上履きを並べる場所、タオルの置き場所、避難の動線
なども事前に確認する。

プールで地震！　
どのような行動が必要か考えよう。

〈1・2年〉プールで地震が起きたときの避難方法を理解したか。
〈3・4年〉 地震の揺れによってプールの水がどのようになるのかを予測し、避難行動につ

いて考えられたか。
〈5・6年〉 これまでに得た知識や情報、体験をもとに、プールでの避難行動を考えられた

か。

ねらいに対する評価
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展開例

時 主な学習活動 指導上の留意点

展
開
避
難
訓
練

１. 緊急地震速報を聞き、地震発生時に応じた行動
をとる。

◆児童の動き
・すばやく水から上がり、固定されている場所
（フェンスなど）につかまる。

・腕と腕の間に頭を入れて、安全な姿勢をとる
（タオルが取れたらすばやく取りかぶる）。

２.避難行動をとる

◆児童の動き
・人員確認後、上履きを履く。タオルを持って体

を保護する。安全上、手をしっかり出す。
・足元をよく見て、安全な場所を通って避難す

る。
・危険な場所を見つけたら、声をかけ合う。

◎水泳指導期間中は、ＡＥＤ、非常持出袋、教職員用ヘ
ルメットをプールに常備しておく。

◎プールサイドでは緊急地震速報が聞こえないことがあ
るので、職員室の職員が迅速に伝えに行く。

◎トイレなどに児童がいないか確認し、いたときは揺れ
の状況を考えた上で、ほかの児童たちに合流させる。

◆教職員の動き
・ホイッスルを鳴らし、児童にプールから上がるよう

に指示を出す（緊急時のホイッスルの鳴らし方を決
めておく）。

・水中に児童がいないかどうかを確認する。
・自分の身を守りつつ、児童には、フェンスなどにつ

かまるなどして体を固定させた上で、安全な姿勢を
とるよう指示する。

・避難経路を確保する。

◎緊急地震速報後も地震の大きさや揺れを表す音を出し
続ける。

　（缶に乾電池を入れて鳴らすなど）
◎水泳指導中の教職員の基本の動きについては、年度初

めの「避難訓練年間計画」で決めておき、自分の身の安
全を確保した上で、その行動に移る。

◎授業以外の教職員は、決められた各階の安全確認を行
う。

◎余震も考え、校庭への避難指示を出さないこともあ
る。

◆教職員の動き
・児童を集めて人員確認を行う。
　（バディの指示）
・教職員同士で声をかけ合い、役割分担をする。
　（誘導、周囲の安全確認、救護等）

 「訓練、訓練　震度〇、震度〇」
「大きな地震です。落ちてこない・倒
れてこない場所に避難しましょう。」

「地震は収まったようですが、まだ
余震の恐れもあります。校庭に避難し
ます。『おかしも』を守って、避難しま
しょう。使用できない避難経路はあり
ません。避難開始。」



67

３　
章

時 主な学習活動 指導上の留意点

展 

開 

避
難
訓
練

３.先生の指示に従って、もとの活動に戻る。
○ 人数確認後、座って静かに待ち、避難訓練終了の

知らせがあったら、それぞれの活動に戻る。

◎避難場所に児童を並ばせ、人数を確認し、本部に報告
する。校長講話等。

◎本部で人員・状況の確認後、避難訓練の終了を知ら
せ、それぞれの活動に戻る。

ま
と
め
事
後
指
導

4. 事前指導でまとめたポイントに沿って行動できたか
を振り返る。

◎ 訓練後、各学級で、今日の避難訓練についての振り返
りを行う。

◎毎月の避難訓練後、避難訓練反省用紙などを活用し、
教職員の振り返りを行い、常に改善に努める。

１．すぐに水から上がることができたか。
２．フェンスなどにつかまり、安全な姿勢をとることができたか。
３．教師の指示に従って、すばやい行動をとることができたか。

ねらいに対する評価

水泳指導時の避難訓練の基本行動

児童
◆発生時の身を守る行動
　　・すばやく近くのプールサイドから上がる。
　　・落ち着いて慌てずに行動する。
　　・プールサイドの固定されている物につか　
　　　まる。
　　・腕と腕の間に頭を入れて、身を守る。

◆避難行動
　　・指示された場所に速やかに移動し、バディ
　　　を組む。
　　・上履きを履く。
　　・タオルで身を守る。
　　・安全な避難経路を通り、避難する。 

教職員
◆発生時の行動
　　・ホイッスルで児童にプールから上がるよう
　　　に指示する。
　　・上がった児童、見学者に安全な姿勢をとる
　　　ように指示する。
　　・水中に児童がいないかどうかを確認する。
　　・自分の身を守った上で、できる限りトイレ
　　　に行った児童の安全を確認する。

◆避難行動
　　・水中の児童の有無、トイレに行っている児
　　　童、見学者を把握する。
　　・バディによる人員確認をする。
　　・教職員同士で声をかけ合い、役割分担をす
　　　る。
　　・安全な避難経路を確認する。
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【避難訓練】
登下校時に、通学路で地震が起きたら

登下校時の地震に備え、とっさに適切な行動をとるために必要な知識や判断力を身に付けることができ
るようにする。また、登下校時の地震による危険箇所を確認し、安全な場所で避難行動をとることがで
きるようにする。

ねらい

時 主な学習活動 指導上の留意点

導
入
事
前
指
導

1. 石巻市の防災教育副読本「未来へつなぐ」を活用
し、各教室において、登下校時に地震が起きた
場合の避難の仕方を確認する。

〇一次避難の仕方を確認する。
・危険な場所を知り、安全な場所へ移動する。
・身を守る姿勢をとる。

〇二次避難の仕方を確認する。
・地震発生時に自分がいる位置を確認し、各個人

の防災マニュアルと照らし合わせ、二次避難の
場所を確認し、移動する。

◎各学年の実態に合わせ、通学路の写真などを見せなが
ら、どのような危険があるか考えさせる。

◎「落ちてこない」「倒れてこない」「移動してこない」
「車が来ない」場所が安全な場所であることを理解させ
る。

◎各自の通学路で学校と自宅の中間点がどこになるかを
確認し、地震が起きたときの二次避難の場所を確認さ
せる。

◎高学年の児童においては、低学年への声かけの仕方な
どを考えさせる。

◎個人の防災マニュアルを点検する。

展
開
避
難
訓
練

２. 開会行事に参加する。

３. 下校コースごとに集団下校をする。

４. 安全な場所に移動し、一次避難のため、「だんご
むしのポーズ」をとる。

５. 現在地から、各自の二次避難場所（家または学
校）を確認する。

６. 危険箇所や安全な場所を確かめながら下校する。

◎避難訓練に参加する地域の人を紹介する。

◎ 歩きながら、安全に避難できる場所や危険な物につい
て、考えるように声かけをする。

◎ 訓練実施場所付近に来たら、担当教師が地震の合図を
する。

◎ 避難場所について具体的な指示は行わず、児童の判断
を見守る。

◎ 地域の参加者と担当教師が児童の避難の仕方について
講評し、児童に振り返らせる。

◎ 児童といっしょに、通学路の危険箇所や安全に避難で
きそうな場所について考えながら歩く。

展開例

「震度6強の地震が発生」

高低 知る 備える地震学年 災害分類 防災基礎力 行動する
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章

時 主な学習活動 指導上の留意点

ま
と
め
事
後
指
導

７. 「未来へつなぐ」を活用し、各教室において、避
難訓練の振り返りを行う。

８. 個人の防災マニュアルを確認する。

◎ 安全な場所で一次避難することができたかを話し合わ
せる。

◎ 自分たちの通学路の危険箇所や安全な場所について、
教え合うように指導する。

１． 安全に対する主体性を高めることができたか（訓練後に、児童たちから危険箇所や安
全な場所について話すようになったなど）。

２．安全な場所で避難行動をとることができたか
３．高学年の児童が低学年の児童に声かけをするなど、判断力が付いたか。
４． 地域の人に避難の仕方について褒めてもらうなどして、児童の自己肯定感を高められ

たか。

ねらいに対する評価

活動時の様子

開会行事 訓練時に「だんごむしのポーズ」を取る 地域の参加者と担当教師は児童の判断を見守る

地域の参加者との連携ポイント

使用教材・準備物、留意事項
参考資料
●石巻市防災教育副読本「未来へつなぐ」

１.  児童の歩行や避難の様子をいっしょに見る。

２.  地震が起きた際の児童の様子を見て、その後、その様子について児童に話してもらう。

３.  訓練後、安全箇所や危険箇所について児童と話しながら、いっしょに下校する。
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【避難訓練】
下校タクシー利用時に、地震・津波が起きたら

登下校でタクシーを利用する地域で下校する際に地震・津波の襲来が予想されるとき、タクシーに乗車
している児童が迅速に避難できるよう、タクシー運営会社・運転者と協力して高台等への避難場所を確
認する。

ねらい

時刻 児童の動き
教職員の動き

タクシー会社・
運転者の対応

下校タクシーを追走する教職員 職員室

１. 玄関前に集合する。 ◎ 防災担当より、下校タク
シー避難訓練（地震・津
波）のねらいについて話す。

◎玄関前に駐車する。

２. タクシーに乗車し、
高台に移動する。

◎タクシー発車後、車でタ
クシーを追走する。

◎発車する。

〈地震発生〉
３. 高台の避難場所へ

避難する。

◎下校タクシーが高台へ避
難したことを確認する。

◎ 警報解除まで情報収集を
継続する。場合によって
は警察、消防署、教育委
員会に連絡する。または
教職員、養護教諭と現場
へ向かい救助活動をす
る。

・タクシー会社と連絡をと
り合えないことも考えら
れるが、SNS等も用い努
力する。

・保護者にはメールシステ
ムで児童は高台へ避難し
たことを伝える。利用で
きない場合は、災害用伝
言ダイヤル（171）で学校
の電話番号に避難したこ
とを録音する。

◎ 電話、無線、ラジオ等で
情報収集する。

・会社は電話や無線等で運
転者に高台への避難の必
要があることを指示す
る。

・運転者は高台の避難場所
（路上ではなく駐車可能
な所）へ避難したことを
携帯電話や無線等で会社
に連絡する。

・児童の安全確認後、避難
場所と児童の安否につい
て会社から学校に報告す
る。

〈警報解除〉
４. 運転再開について

知る。

◎警報解除、運転再開の動
きを観察する。

◎タクシー会社に運転再開
の連絡をする。

◎運転再開の連絡を学校よ
り受け、運転者に伝え、
タクシー等の運行を再開
させる。

15:25

15:30

15:35

15:50

展開例

高低 知る 備える地震･津波学年 災害分類 防災基礎力 行動する



71

３　
章

１． 児童は下校タクシー乗車時の避難方法を理解し、安全のために適切に行動することが
できたか。

２． タクシーに乗車している児童が迅速に避難できるようにするため、タクシー運営会
社・運転者と協力して高台等への避難について確認することができたか。

３． タクシー乗車中の登下校時に緊急事態が発生した場合の、学校・タクシー運転者・タ
クシー運営会社との連絡方法を確認することができたか。

ねらいに対する評価

時刻 児童の動き
教職員の動き

タクシー会社・
運転者の対応

下校タクシーを追走する教職員 職員室

以降
5. 避難時の約束を確

認し、下校する。
◎下校指導と振り返りをす

る。
・避難の仕方や避難場所に

ついて、タクシー運転者
と振り返りを行う。

・児童に避難時の約束を確
認する。

・学校に避難訓練終了の連
絡をする。

◎訓練終了の連絡を下校タ
クシーを追走した教職員
より受ける。

◎避難の仕方や避難場所
について、タクシー運転
者も交えて振り返りを行
う。

15:50

使用教材・準備物、留意事項
準備物
● 避難訓練実施計画
● 登下校タクシー緊急時の避難場所地図

留意事項
● 年度末にタクシー路線運営者が学校に集まり、新年度に乗車する子供たちの乗車場所について確認する。
● 訓練実施にあたり、運転者への地震発生の連絡時刻等について、タクシー会社と十分に連絡をとり合う。
● 警報解除までの間に、担当教師は児童に対して以下の内容を確認する。
　・高台に避難することの必要性（大地震のときは津波が来る可能性が高いこと）
　・大地震がない場合でも、津波があること
　・乗車時は、運転者の指示に従い、落ち着いて行動すること
● 翌日以降、タクシー会社から反省用紙に必要事項を記入・提出してもらい、反省を次年度に生かす。
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【避難訓練】
水害から身を守るには

指導計画

自治体防災課（消防署、消防団等）と連携して、水害からの安全な避難行動を理解し、行動できるように
する。ねらい

１. 水害の危険性について知ることができたか。
２. 増水時の危険箇所を探すことができたか。
３. 自分の住む地域の危険性について、マップにまとめることができたか。
４. 自分の地域の避難計画について理解することができたか。
５. 自分の避難計画をまとめることができたか。

ねらいに対する評価

次 主な学習活動 指導上の留意点

１ 「水害について知ろう」
・水害のメカニズムについて理解を深める。

◎ 自治体防災課と連携して、水害のメカニズムについ
て指導する。

◎ 動画等を活用して、都市化、異常気象、地形と洪水
の関係など事例を紹介し、水害の原因への理解を促
す。

２ 「学区域の危険箇所を探そう」
・学区内を調べ、水害時に危険な場所を探す。

◎ 周囲より低い所、昔、川や田んぼだった所など、水
のたまりやすい場所を見つける視点を与える。

３ 「学区内の水害マップを作ろう」
・前時に学習したことをマップにまとめる。

◎ ハザードマップを利用し、自治体防災課の人の助言
をもらいながら、自分たちで調べた水害時に危険な
場所をマップにまとめさせる。

４ 「自分の住む町の防災について知ろう」
・ 安全な避難方法を考え、自分の住む町の防災計画

について、防災課の方から話を聞く。

◎ 自治体防災課の人から地域の防災計画について話を
聞き、自分の住む町の避難計画についての理解を深
めさせる。

５ 「ｍｙ避難計画を立てよう」【紙上避難訓練】
・ 自分が危険な状況に遭遇したとき、どのように行

動するかを考え、自分の避難計画を作る。

◎ 自治体防災課や消防団の人から助言をもらう。
◎ 前時までの学習を振り返り、増水時の危険性や安全

な避難方法を再度確認させる。

※社会科の指導時間は除く。

高低 知る 備える 行動する大雨･台風（洪水）学年 災害分類 防災基礎力
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時 主な学習活動 指導上の留意点

導 

入
１. 本時のねらいを知る。

○前時までの学習を振り返る。
・ 〇〇川の近くは危ない
・田んぼだった所は地盤が緩い
・周りより低い所は、水に浸りやすい　など

◎自分たちで作成した「学区内水害マップ」から危険箇所
を確認させる。

◎水に浸りやすい所はどこか考えさせる。

展 

開
2. 自分の住んでいる場所を考えながら、自分はど

のように行動するかを考える。

◆予想される児童の発言
・ 土地の高い所に避難する
・学校が近いから学校に避難する
・マンションの屋上に避難する
・家族に声をかけていっしょに避難する
・ペットもいっしょに避難する
・避難するようにと、叫びながら避難する
・非常持出袋を持っていく　など

3.自分専用の避難計画を作る。
○ タブレットに「ｍｙ避難計画」をまとめる。
○ 書き込んだ計画をクラウドなどで共有する。

○まとめた避難計画を発表する。

◎避難経路における危険性を認識させる。
◎ 住んでいる場所によって、遭遇する危険性が違うこと

を考慮させる。
◎ 非常持出袋などの普段の備えや家族についても目を向

けさせる。

◎ 自分が住んでいる場所の特徴や家族のことなども考え
ながら、水害の危険が迫っているときの最善の避難計
画を考えさせる。

◎ 「避難する場所」「家族」「持ち出す物」「その他」の項
目で計画を作らせる。

◎ 自治体防災課や消防団の人から助言をもらったり、児
童の避難計画を評価してもらったりする。

◎ 共有された避難計画の中から教師が取り上げたい計画
をピックアップし、児童に発表させる。

ま
と
め

4.自治体防災課の方や消防団の方から話を聞く。
○ 自治体防災課や消防団の人から「ｍｙ避難計画」の

評価をもらう。

◎ 避難後の行動についても話をしてもらう（「避難所開
設」「在宅避難」など）。

◎ 授業中に洪水の避難放送が流れたら、どのように行動
するかについても指導する。

◎ 「ｍｙ避難計画」を家庭でも話題にして、防災意識を高
めるよう促す。保護者用プリントを準備する。

１．住んでいる場所によって危険性の種類が違うことに気付いたか。
２．自分が住んでいる場所の特徴を踏まえた避難計画を作れたか。
３．学習したことを実際の避難行動に生かそうとする意欲をもつことができたか。

ねらいに対する評価

展開例（５／５時）

「ｍｙ避難計画」を立てよう。

1.住んでいる場所によって、水害による危険性の種類が違うことに気付く。
2.自分が住んでいる場所の特徴を踏まえた避難計画を作る。ねらい
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【避難訓練】
「避難訓練チェックリスト」を活用した避難訓練評価

「避難訓練チェックリスト」にある〈児童の取組〉のチェック項目を抜粋し、自校の避難訓練を客観的に観
察することで、自身の避難行動の振り返りを一層促し、主体的に避難訓練にかかわる態度を身に付ける。ねらい

時 主な学習活動 指導上の留意点

導
入

1.避難訓練の計画について確認する。
○今回実施する避難訓練はいつ、どこで、どのよう

な災害を想定したものかを確認する。

2.「避難訓練チェックリスト」（P76）の中の〈児童
の取組〉チェック項目の内容を確認する。

○ 各項目について10点満点の行動例を考える。

◎災害想定と場面（授業中、休み時間等）を提示しなが
ら、自分なら、どのような避難行動をとるかを考えさ
せる。

◎具体的な避難訓練中の行動例を複数挙げながら、
チェック項目に対する理解を深める。

展
開

3.グループごとに観察場所を決める。
◯自分のグループが担当する観察場所に分かれる。

4.〈児童の取組〉のチェック項目に沿って、自校の
避難訓練を観察・評価する。

○チェック表の各項目に点数を記入する。

◎A班は1年生、B班は2年生など、観察場所を割り振る。

◎ 評価者としての自覚をもち、私語を慎しんで評価する
ことを伝える。

◎ 自分の考えで評価することが重要であり、グループ内
で点数が異なっていても構わないことを伝える。

展開例

高 知る 備える火災･地震･津波学年 災害分類 防災基礎力 行動する
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時 主な学習活動 指導上の留意点

ま
と
め

5.グループ内で観察・評価結果を共有する。
○ よかった点や悪かった点をグループ内で発表す

る。

6.学級全体で発表し、自校の避難訓練を振り返る。
○ほかのグループの意見を聞き、今回の避難訓練の

全体を振り返る。

◎ グループごとに画用紙等にまとめさせる。適切な避難
行動をとることができなかった児童への誹謗中傷はし
ないよう注意する。

◎ ほかの児童の避難行動や自校の避難訓練全体を客観的
に振り返ることで、自身の避難行動を見つめ直すこと
につなげる。

１．避難行動や学校の避難訓練を客観的に観察することができたか。
２． 自分自身の避難行動を振り返り、主体的に避難訓練にかかわる態度を身に付けたか。ねらいに対する評価

使用教材・準備物、留意事項
使用する教材・準備物
●ワークシート「児童による避難訓練評価シート」　
●「避難訓練チェックリスト」（みやぎ避難訓練指導パッケージ作成委員会）
　※東北大学災害科学国際研究所のホームページに掲載
　　http://drredu-collabo.sakura.ne.jp/cms/wp-content/uploads/checklist.pdf

家庭・地域との協働による避難訓練の評価

　避難訓練をより実践的なものにするために、「避難訓練チェックリスト」を活用し、家庭・地域等とともに
避難訓練の評価を実施していくことも重要です。学校で実施する避難訓練は、PDCAサイクルの中で適切に
評価し改善につなげていくことが求められています。
　しかしながら、避難訓練に参加した児童生徒等及び自校の教職員からの自己評価や振り返りのみでは、十
分な評価ができているとは限りません。
　保護者・地域住民等に、評価者として避難訓練に参画してもらい、「避難訓練チェックリスト」を活用した
評価を行うことで、より多くの目で避難訓練を観察・評価することが可能になります。様々な経験・知見を
もった地域をよく知る保護者・地域住民等の多様な気付きや視点を取り入れることで、地域の実情に即し
た、より実践的な避難訓練を展開することができるのです。

　「避難訓練チェックリスト」は、宮城県全域の学校における約2年間の試行を経て開発したものです。東日
本大震災の教訓を踏まえ、宮城県では家庭・地域との協働による避難訓練が一層推進されています。
　大規模な自然災害発生時、学校には避難所が開設されることが多く、地域を守る拠点としての役割を担う
ことになります。非常時に子供たち・教職員・保護者・地域住民等の命を守るためには、合同で避難訓練を
実施するなど、平素からの学校・家庭・地域の協働が欠かせません。東日本大震災の教訓を風化させないた
めにも、避難訓練の評価をきっかけとして、学校の様々な防災に関する取組に、家庭・地域の参画を促す体
制を構築していくことが望まれます。
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活動時の資料

児童の主体的な参加を促す工夫

「避難訓練チェックリスト」の概要

　学校で実施する避難訓練は、児童への重要な防災教育の実践の一つです。児童が避
難訓練に主体的に参加できるよう創意工夫することが必要となります。
　児童による「避難訓練評価シート」はその一例です。避難訓練で児童に評価者という
役割を担ってもらうことで、主体的に避難訓練に参加する自覚・態度が養われ、客観
的な視点でほかの児童の避難行動や避難訓練全体を観察できるようになり、自身の避
難行動を一層見つめ直すことにもつながります。
　また保護者・地域住民等もいっしょに「避難訓練チェックリスト」を活用した避難訓
練評価を行い、当該避難訓練について児童と意見交換を行うといった発展的な学習も
見込まれます。

PDCAサイクルを生かした「避難訓練チェックリスト」
は、学校で実施される避難訓練を、保護者・地域住民、関
係機関等の第三者に参観・評価してもらう際に使用するも
のです。評価者として、保護者、地域住民、警察・消防関
係者、自治体関係者、大学の教員等の専門家等を想定して
います。

　加えて、校内での自己評価として、教職員・児童生徒等
の代表者を評価者とすることもできます。避難訓練に参加
する教職員や児童生徒等の振り返りだけでなく、こうした
チェックリストによる客観的・多角的な視点からの気付き
を踏まえて、避難訓練や学校防災マニュアル等の見直し・
改善につなげていくことが重要です。

児童による避難訓練評価シート

評価者になって学校の避難訓練の評価をしてみよう。

年 組 番 ⽒名：

１）事前にチェック項⽬を確認しよう。
分からない⾔葉があれば友達や先⽣に質問しよう。

２）評価をする場所を役割分担しよう。
●⾃分の担当する場所 ⇒ [ ]

３）避難訓練の評価をしよう。
良かった点・悪かった点をまとめよう。

４）避難訓練を評価して気づいたことをまとめよう。

※東北大学災害科学国際研究所のホームページに掲載
　http://drredu-collabo.sakura.ne.jp/cms/wp-content/uploads/checklist.pdf

（ワークシート例）

「避難訓練チェックリスト」
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地域の津波避難場所を確かめよう

登下校中に一人でいるときに地震が発生した場合の行動を考える。ねらい

時 主な学習活動 指導上の留意点

導
入

１. どんな場所にいても地震の揺れや津波から自分
の身を守ることを確認する。

◎ 「ぐらっと」揺れたときのとっさの行動の仕方を思い出
させる。→「落ちてこない・倒れてこない・移動して
こない」場所に身を寄せ、頭を守る。

◎ 地震が起きたら津波が来ると考え、行動することを指
導する。→津波の心配がある場所では、急いで高台へ
避難する。

展
開

２. 地域の津波避難場所を知り、避難経路の安全を
確かめる際のポイントをおさえる。

3. 避難経路の安全や危険を確かめながら、学校か
ら地域の津波避難場所まで歩く。

◎ 避難経路の安全や危険を確かめる際のポイントを指導
する。

◎ 各地域にある防災学習教材を活用してポイントを指導
する。

　・ 津波から安全に避難できるように、避難場所までの
案内板があるか。

　・落ちてきそうな看板やガラスはないか。
　・倒れてきそうなブロック塀や家はないか。
　・移動してきそうな自動販売機はないか。
　・崩れてきそうながけはないか。
　・壊れて落ちそうな橋や歩道橋はないか。

◎ 地域の全ての津波避難場所に行くことは難しいと思わ
れるので、学校に近い津波避難場所に歩いて行く。

◎ 地震後の様子をイメージしながら、事前に学習したポ
イントを立ち止まって確認する。

◎ 教室に帰ってから、気付いたことをまとめることを知
らせる。どこにどんな安全や危険があったか、よく見
るように指導する。

◎ 校外で揺れを感じたら、倒壊する恐れのあるブロック
塀や建物から離れ、ガラスや看板の落下等に注意し、
ランドセルやかばんなどの持ち物で頭を守るなどし
て、自分の身を守ることを知らせる。

◎ 地域を歩きながら、避難場所までの案内板を確かめる。
◎ ２年生の場合は、簡単な校区地図やワークシートを持

たせ、見つけたことや気付いたことを記入させる。

展開例

登下校中に大きな地震が来たら、どこに避難すれ
ばいいだろう。

低 備える津波学年 災害分類 防災基礎力 知る 行動する



79

３　
章

時 主な学習活動 指導上の留意点

展
開

４.学級で、それぞれが気付いたことを発表し合う。

５. 簡単な校区拡大地図にある津波避難場所への避
難経路を確かめる。

◎ 一緒に歩いて確かめたことを発表させ、教師が絵地図
等にまとめていく。

◎安全や危険と思った理由も発表させる。
◎ 2年生の場合は、簡単な校区地図を拡大して提示し、

児童が気付いたことをまとめて書き込んでいく。色分
け、写真やイラスト、付箋等を使うなどして工夫する。

◎ 「登下校しているA地点で大きな地震が来たときは、 B
地点にある津波避難場所へ避難する」というように確認
させる。

◎どこにいても自分の身を守る基本は変わらない。
　・ 「落ちてこない・倒れてこない・移動してこない」場

所に身を寄せて地震の揺れから自分の身を守る。
　・ 津波の心配がある時には、急いで津波避難場所に避

難する。

ま
と
め

６. 今日の学習を生かし、自分の家や登下校中で
も、同じように安全を確かめながら避難するこ
とを決める。

◎ 今日の学習を生かして、避難経路の安全を確かめなが
ら避難するよう再確認する。

どこにいても、地震の揺れから身を守り、一番近い津波避難場所に避難することを確かめ
られたか。ねらいに対する評価

使用教材・準備物、留意事項

留意事項
● 学校や学級の実態に応じて、活動を分割するなどして展開する。例えば、生活科の町探検の学習と関連させて学習

し、防災の視点も含めた探検を行う。
● 津波避難場所まで、低学年の児童の足で歩いて行くのに時間がかかりすぎる場合は、避難経路までの様子をビデオで

撮影する。学級でその映像を見ながら、主な学習活動3の視点で、安全や危険に気付かせる。
●「落ちてこない・倒れてこない・移動してこない」場所を、校区探検をしながら確かめていく。
● ほかの津波避難場所までの経路について、児童が家庭から調べてきた場合は、学級全体の場で取り上げ、どんどん書

き込んでいく。児童に安全を確かめる力が付き、校区の安全マップができるとよい。

・ （登下校中に）地震が起きたら、ブロック塀
の倒壊や看板などの落下物に気を付ける。

・ 物が「落ちてこない、倒れてこない、移動し
てこない」場所に身を寄せる。

・ 津波が来ると予想し、一番近くの高台へでき
るだけ急いで避難する。

使用する教材
● 高知県　防災学習教材「南海トラフ地震に備えちょき 改訂版」（スライド本編 ３.地震から自分の命を守る！ 揺れ編）
　https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/312301/2016041300045.html
※ 上記のほか、各地域の防災関連資料を活用する。各地域の防災関連資料は、「文部科学省×学校安全」ポータルサイト
「都道府県・政令市教育委員会作成資料一覧」https://anzenkyouiku.mext.go.jp/todoufuken/index.html
を参照。
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被災から10年後の津波防災マップづくり

震災の発生からこれまで継続的に取り組まれてきた「復興マップ」や地域の地図などの資料を活用して東
日本大震災を知り、これからの「マップづくり」について自ら進んで取り組もうとする。ねらい

時 主な学習活動 指導上の留意点

導
入

1.東日本大震災のときの鹿妻を知る。
○東日本大震災について自分たちが知っていること

を話し合う。
◯「復興・防災マップづくり」のことを知る。
・ 復興マップ…学校周辺を「まち歩き」して、震災

の後、鹿妻が立ち直っていく様子（復興）を記録
したもの

◯「2013年度 鹿妻復興マップ」のDVDを視聴する。

◎鹿妻小学校の4年生が、震災後2012年度から「復興・
防災マップづくり」を行ってきたことを伝える。

◎当時（2013年）の4年生がどのような思いで「まち歩
き」をしたのか考えながら視聴させる。

展
開

２. 地図(浸水図・地形図)から東日本大震災を知る。
・石巻の津波被害・浸水図 
・石巻の地形起伏が分かる地図 
・鹿妻の地形図(津波到達ライン書き込み) 

3.鹿妻小学校区の「津波の深さ」を考える。
○海側と山側ではどちらが深いか予想し、確かめる

方法を考える。

○鹿妻の実際の「津波の深さ」を2013年度の4年生
の「鹿妻復興マップ」で確認する。
・ 鹿妻の地形図（鹿妻復興マッププラットフォー

ム貼付地図） 

◎ 地形図と浸水図を比べて、津波は海から入って低い所
に浸水し、山（高い所）には浸水していないことに気付
かせる。

◎ スライド上の石巻の浸水図から、鹿妻学区のほとんど
が浸水したことに気付かせる。

◎ 山側から海側に向かって浸水深が深くなっていること
に気付かせる。

◎ 過去の「復興マップ」から、今の自分たちの知りたい情
報が手に入ることに気付かせる。

展開例（2時間）

〈復興･防災マップづくり〉
2011年3月11日に発災した東日本大震災の被
災地・石巻市の小・中学校において、総合的な
学習の時間を用いて取り組まれている災害復興・
防災教育の学習プログラム。

※本事例は、東日本大震災の発生以降、これまでに代々の4年生が取り組んで蓄積されてきた学区の被害や復興
の記録（鹿妻復興マップ）を教材として活用した宮城県石巻市立鹿妻小学校での実践事例である。子供たちの
学習成果や調査データ等を学校に残し、蓄積していくことにより、被災地に住みながらも、震災の記憶や経
験のない子供たちが地元で実際に起きた震災の状況や、復旧・復興のプロセスを具体的に学ぶことができる。

高 備える津波学年 災害分類 防災基礎力 知る 行動する
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時 主な学習活動 指導上の留意点

4.東日本大震災の記録を伝える標識を知る。
・「津波浸水深」の標識

・｢津波避難ビル・津波避難タワー｣の標識

◎ この標識は「津波がどこまで来たか」ではなく「その場
所でどのくらいの深さだったか」を表していることを
伝える。

◎ 津波避難ビルの近くの津波浸水深の標識に明示してあ
る深さと津波避難ビルの高さとの関係を考えさせる。

5.自分たちの「マップづくり」について考える。 ◎ 今日の学習を振り返り、調べてみたいことや場所を自
分たちで主体的に決めることで、「マップづくり」への
動機付けとする。

東日本大震災を経験していない被災地の子供たちが、地域のいろいろな資料を活用して東
日本大震災を知り、これからの「マップづくり」について自ら進んで取り組もうとしたか。ねらいに対する評価

ま
と
め

使用教材・準備物、留意事項
使用する教材・準備物

参考資料

● 2013年度鹿妻小学校4年生の取組動画（DVD）

● 東北大学災害科学国際研究所 プロジェクト連携研究センター 防災教育協働センター
　「復興・防災マップづくり」実践の手引き〜郷土の自然と暮らしを知るために〜（第4版）2023年3月
● 東北大学災害科学国際研究所 プロジェクト連携研究センター 防災教育協働センター
　「復興・防災マップづくり」
　http://drredu-collabo.sakura.ne.jp/mapping
● 桜井愛子、佐藤健、北浦早苗、村山良之、柴山明寛「津波記録を活用した被災地の学校での防災教育〜災害伝承と命

を守る防災教育の推進に向けて〜」（『防災教育学研究 第1巻第1号』pp.53-65）、2020年

展
開

● 石巻・鹿妻の地図
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被災地における復興マップづくり

学校周辺の「まち歩き」の活動を通して、地震と津波から立ち直りつつある今の様子を復興の記録「復興
マップ」として残し、地域の一員として地域社会に対する誇りと愛情をもち、自ら地域の未来を考える
ことができるようにする。

ねらい

指導計画（35時間）

段階 主な学習活動 指導上の留意点

つ
か
む
（
６
時
間
）

1.事前アンケートの実施 〈1時間〉

2.家族へのインタビュー 

3.オリエンテーション 〈5時間〉
○「復興マップ」づくりについて知る。

　・「復興マップ」をつくる目的

　・ 自分たちで見つけ確認する→表す
　　→いろいろな人に知ってもらう（発信する）

〇学区の地図の学習をする。
　・学校、海側、山側の確認
　・担当する場所の確認

〇発見ポイントの分類を確認する。
　発見ポイントの分類と色分け（例）

◎学習前後での児童の認識、理解の変化を把握するた
めアンケートを実施する。

◎地域・保護者に対して、あらかじめ活動のねらいや
計画等を知らせ、協力をお願いする。

◎心的ストレスにならないよう十分に配慮し、答えた
くない家族には、無理にインタビューしなくてもよ
いことを伝える。

◎「復興マップ」づくりをする目的をはっきり知らせ、
これからの学習に対する見通しをもたせる。

◎ 配慮が必要な児童には、事前にチェックし、負担に
ならないよう被害の少ない場所を担当させる。

◎「まち歩き」する場所の位置や様子が分かるように、
学区全体の地図を用意する。

◎ 地図上の方位を実際の方位に照らし合わせ、海側、
山側を確認させる。

◎分類の意味を知らせ、どこを見るのか、何を調べ、
どういうところに気を付ければよいのか、「まち歩
き」のめあてを明確にさせる。

◎地域のよさや魅力を再発見したり、地域の復興を前
向きに捉えたりできるように、地域の実情や児童の
実態に応じて、発見ポイントの分類を工夫する。

学校周辺の今の様子を「まち歩き」して調べた復興
（立ち直り)の記録。

地震と津波から立ち直りつつある鹿妻の様子を復
興の記録として残し、地域の未来の姿を考える。

3 

 

【ねらいに対する評価】 

学校周辺の今の様子を「復興マップ」として作成する活動を通し，地域の良さに気付き地

域の一員として誇りと愛情をもって自ら地域の未来を考えている。 

 

評価規準の例 

 

ここでは，学習指導要領に示された総合的な学習の時間の目標に基づいた観点を設定し

ているが、評価の観点は各学校において定めた目標や内容、育てようとする資質や能力及び

態度を踏まえて設置する。 

 

【発見ポイントの設定と分類】 

 単元目標を踏まえ，発見ポイントを設定する。一般的に防災学習としてのまち歩きやマッ

プづくりでは，危険や不安に思う場所やもの，災害時に役に立つと思われる場所やものが分

類として設定されることが多い。 

ここでは，復興の度合いによって色分類を設定した。「がれきがなくなり，整理された更

地＝復興のスタート」「楽しい，きれい，自慢できる場所やもの」等を設定し地域の復興や

魅力を前向きに捉えられるようにした。 

 

発見ポイントの分類と色分け 

 

 

※ 本事例は、東日本大震災発生時に、学区全体が津波による浸水被害を受けながらも、校舎等の浸水被害が軽
微であったことなどから自校での学校再開を果たした宮城県石巻市立鹿妻小学校において、震災発生から1
年後の2012年度から実際に取り組まれた実践事例である。

高 備える津波･地震学年 災害分類 防災基礎力 知る 行動する



83

３　
章

学校周辺の今の様子を「復興マップ」として作成することで地域のよさに気付き、地域の一
員として誇りと愛情をもって、自ら地域の未来を考えられたか。ねらいに対する評価

使用教材・準備物、留意事項
参考資料
● 東北大学災害科学国際研究所プロジェクト連携研究センター防災教育協働センター
　「復興・防災マップづくり」実践の手引き〜郷土の自然と暮らしを知るために〜（第3版）、2022年4月

段階 主な学習活動 指導上の留意点

〇グループごとに「まち歩き」の計画を立てる。
　・「まち歩き」の経路の確認
　・インタビューの内容、分担、練習

◎意欲的に活動に参加できるように一人一人に役割を
分担させ、目的意識を共有させる。

◎インタビュー先には、学校から事前に趣旨を伝え、
依頼しておく。

深
め
る
（
20
時
間
）

4.まち歩き 〈4時間〉
○ グループごとに「まち歩き」をする（2回実施）。
〇振り返りカードに記入する。

5.マップづくり 〈16時間〉
〇情報を共有する。

〇 情報カード、インタビューカード、個人カードに記
入する。

〇地図上に発見ポイント分類シールを貼り付ける。
〇「復興マップ」のタイトルを決める。

◎見て歩くだけでなく地域の人にインタビューするこ
とで、人とのかかわり合いができるようにする。

◎学校に戻ったら振り返りカードに記入させる。

◎発見したことや調べたことを教え合い、自分の考え
と比べながら整理することで、それぞれの思いや願
いに気付かせ、認め合えるようにする。

◎調べてきたことをそれぞれのカードに書き出し、
マップ上に貼り付けさせる。

◎自分のまちをどのようなまちにしたいかを話し合
い、タイトルに生かせるようにする。

生
か
す
（
９
時
間
）

6.マップの発表 〈8時間〉
○ 招待状を書く。
〇「復興マップ」発表会を行う。

7.事後アンケートの実施 〈1時間〉
○ １年間の活動を振り返る。

◎ 「まち歩き」でお世話になった人や保護者に参観を呼
びかけ、子供たちの活動への理解を深めてもらう。

◎ 自分たちの活動に対する成就感をもたせ、自分への
自信、今後の活動への意欲につなげる。

◎ 全ての学習の終了後に実施する。学習前後の児童の
変容が分かる内容とする。

活動時の資料

4 

 

【マップの構成】 

 「マップ」に収められる情報は，地図に限定されません。まち歩きで収集したさまざまな

情報を整理・選択し，模造紙に担当したエリアの地図とともに「マップ」としてまとめてい

きます。 

復興マップの例とその構成 

 
【活動の様子】 

 

 

情報カードのつくり方の指導の様子 

 カードには，自分の名前を書いて，責任をもってカード

を作成させます。 

 調べたことをカードに書き出す。その際，1 枚のカード

に 1 地点の情報を記述することを伝えます。 

 必要な写真を選んでカードに貼らせます。 

 色別分類シールを貼り，情報整理番号を付けさせます。 

 

まち歩きでのインタビューの様子 

 震災でどのくらいの被害がありましたか？  

 津波で機械が全部壊れました。 

 鹿妻をよりよくするために，ぼくたち・わたしたちに，

してほしいことはありますか？ 

 安全を確保した上でだけど，地元，鹿妻にずっと住

んでほしい。 

 

成果発表会（保護者・地域住民向け）の様子 

発表会に参加された方の感想 

 震災直後の風景と今の風景が，変わっていることがよく

わかりました。  

 子どもたちのこの経験が無駄にならないように，大人た

ちがもっともっと復興に前向きに真剣に取り組むべき

と改めて思いました。 

 

復興マップの例と構成

まち歩きで収集した情報を整理し、模造紙にまとめる。

エリア担当メンバーの集合写真

鹿妻小学校区の地図

チェックポイントの分類の説明

情報カード
まち歩きで発見したことの説明

個人カード
「震災後いちばんうれしかったこと」「災害
のときに役に立ったもの」「鹿妻をどんな
まちにしたいか」について作成

タイトル
班ごとに「鹿妻をどんなまちにしたいか」
話し合って決めたもの

担当エリアの地図
発見ポイントの情報を色別シールで表示

インタビューカード
インタビュー先の情報を写真や言葉で記録

普通の模造紙の 1.5 倍のサイズ
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郷土愛を育む防災学習

学校周辺を中心とした地域の復興マップを作成し、進んで調べたり体験したりする活動を通して、被災
の経験と向き合い、地域の一員として地域社会に対する誇りと愛情をもち、自ら地域の未来を考える。
※本事例は、宮城県石巻市立北上小学校が取り組んだ実践事例である。

ねらい

次 主な学習活動 指導上の留意点

１ ◆オリエンテーション（SDGsを意識させる) 〈1時間〉
〇講話「北上小学校の3.11（事実)を知る」を聞く。

◎次の3点で講話を聞かせる。
　・危機意識をもつ
　・自分事として考える
　・自分にできることを考える

２ ◆まち歩き（にっこり地区）の計画を立てよう 〈3時間〉
〇3.11以前からあるもの
　・北上中学校
〇にっこり地区に新しくできたもの
　・北上総合支所
　・北上こども園
　・消防署
　・駐在所
　・にっこり団地
〇にっこり地区に建設中のもの
　・北上地区多目的広場
　・丸山地蔵前の新橋

◎グルーピング（課題別）をする。
　・3人×6グループ
　A） 北上総合支所地域振興課防災部（1グループ）
　B） 消防署・駐在所(2グループ)
　C） 追波地区行政委員(1グループ)
　D） 北上中学校・北上こども園(2グループ)

３ ◆まち歩きとインタビュー活動 〈3時間〉 ◎A)〜D)の複線型で行わせる。

４ ◆マップづくり 〈6時間〉 ◎関係者の協力を得る。
　・3.11メモリアルネットワーク指導員　など

５ ◆お話を聞こう(SDGsとの関連) 〈2時間〉
　・気候変動、海の豊かさ
　・陸の豊かさ

◎関係者の協力を得る。
　・石巻・川のビジターセンター
　・北上小学校学校評議員　など

６ ◆ディスカッション「北上町のために、私たちにできる
ことは何だろう」 〈2時間〉

◎これまでの取材や講話を聞く活動を通して、テーマ
に沿って少人数グループで話し合わせる。

◎その後、全体共有をして児童の自由な発想で話し合
わせる。

７ ◆発表会の計画・立案 〈1時間〉

指導計画（20時間）

高 備える津波･地震学年 災害分類 防災基礎力 知る 行動する
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次 主な学習活動 指導上の留意点

８ ◆ 発信「みんなに伝えよう　私たちの北上」 〈1時間〉

９ ◆振り返り 〈1時間〉

地域の復興マップを作成する活動を通して、被災の経験と向き合い、地域の一員として地
域社会に対する誇りと愛情をもち、自ら地域の未来を考えることができたか。ねらいに対する評価

使用教材・準備物、留意事項
参考資料
●東北大学災害科学国際研究所 プロジェクト連携研究センター 防災教育協働センター
　「復興・防災マップづくり」実践の手引き〜郷土の自然と暮らしを知るために〜（第3版）2022年4月
●東北大学災害科学国際研究所 プロジェクト連携研究センター 防災教育協働センター
　「復興・防災マップづくり」　http://drredu-collabo.sakura.ne.jp/mapping

活動時の資料
石巻市立北上小学校での授業の様子

復興マップ　「北上小はまぎくマップ」

「北上町のために、私たちにできることは何だろう」との問いかけには、「詩を作りたい」という声が児童から多数挙がった。
その結果、児童の素直な心情とふるさとを愛する心、未来に立ち向かおうとする決意がみなぎる作品を完成することができた。

令和 3 年度 石巻市復興・防災マップコンクールで、石巻市長
賞を受賞。北上町の津波の歴史、津波の石碑も調べ、学区内の
津波避難場所の情報も分かりやすく示してあることや、地域の
人へのインタビューも大変貴重な学習活動になっていると高く
評価された。
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昔の地震を題材とした防災教育絵本の活用

学校周辺で実際に起きた昔の地震災害について、いつ、どこで、どのような被害があったのか、「防災
教育絵本」の作成を通して、教師と児童がいっしょに災害や防災について学び、危険の予測や回避の方
法を考えることができるようにする。

ねらい

時 主な学習活動 指導上の留意点

導 

入
3.昔の地震災害を知る。
○ 昔の人たちは、災害が起きる度に命や財産など多

くのものを失い、様々な苦難を強いられてきたこ
とを知る。

○  このような災害経験から、災害を減らすための教
訓を得てきたことを理解する。

◎ 地震がいつ起きるか、それは誰にも分からないが、今
分かっていることもたくさんあり、過去の地震災害を
学ぶことで、将来起きる地震について備えられること
を知らせる。

◎ 地震の揺れ方や被害は、地形や地質、建物によって異
なることなどを考えられるようにする。

◎ 避難行動についての知恵や戒めについても伝えるよう
にする。

　例） ・ 波がここまで押し寄せてきた、ここは斜面崩壊
が多いなど、危険な地域を伝える記録

　     ・ こうしたら助かる、助かるためにはこうしなさ
い、などの避難行動

展開例

時 主な内容 活動上の留意点

事
前
準
備

１.地震災害に関する資料を収集し、整理する。
○ 地震後に地元でまとめられた地震の解説書や市町

村史及び地方新聞などを収集する。

２.防災教育絵本を作成する。
○ 資料によって得られた災害の知見・教訓を踏ま

え、学校周辺で実際に起きた昔の地震災害の絵本
を作成する。

◎ 伝えるべき知見・教訓として重要な事柄を整理させ
る。

　・発生した年、日付と時刻
　・被害分布
　・人的被害の発生要因
　・震災対応の状況　など

◎ 必要な防災知識を絵本の中に含められるよう、内容を
検討する。

◎ イラストは児童を余計に怖がらせることがないように
配慮する。

◎ 地震や災害とは何か、起きたときはどうなるのか、ま
た、備えることの意味についても考えられるようにす
る。

高低 地震学年 災害分類 防災基礎力 備える知る 行動する
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時 主な学習活動 指導上の留意点

展 

開
4.地震が起きたときの行動を絵本で学ぶ。 ◎児童に恐怖心を抱かせることがないよう配慮し、地震

とはどういうものか、そして、起きたときにはどうす
ればよいのかについても考えられるようにする。

ま
と
め

5.分かったことなどをワークシートに書く。
○一人一人が地域の災害の実情を知り、分かったこ

と、今後に生かしたいこと、伝えたいことをワー
クシートに書いて理解を深める。

◎ 日本列島で暮らす私たちにとって、地震とどのように
付き合っていくかは重要な課題であることを伝える。

・ 地震は必ず起き、予知はできないため、減災に取り組
まなければならない。

・ 被害を軽減するためには、その土地でどのような地震
が起きたのか、地震災害にどのように向き合ってきた
のかを知る必要がある。そこから、命を守る減災がス
タートする。

１． 地震や災害とは何か、起きたときはどうなるのか、周囲の危険に気付き、備えること
が必要であることを理解したか。

２．昔の地震災害から得た教訓を、未来へ伝えることの重要性を考えることができたか。

ねらいに対する評価

防災教育絵本の例

活動時の資料

防災教育絵本『しらないと　こわい　じしん』〜あきた仙北地震を忘れない〜
地震のことをよく知らない主人公と地震に詳しい先生をオリジナルキャラクターとして設定し、
災害について学ぶ絵本（全 40 ページ）。子供たちに分かりやすい表現を使用したり、被害状況を
グラフ化したりするという様々な工夫が見られる。
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写真で危険探し授業

震度６相当では自分の意思で行動できないほどの強さの揺れとなることから、教員が揺れの最中に児童
に対して指示を出すことは事実上不可能であることが示唆される。そのため、大きな揺れが起きたとき
は、児童は自ら判断して自分で自分の命を守らなければならない。本単元は、児童が自らの力で身の回
りの危険を判断し、自分の命を守れるようになることを目標とする。

ねらい

単元の構成

次 単元名 主な学習活動 指導上の留意点

１ 写真で危険探し授業
（展開例）

自らの力で危険を判
断し、それらから身
を守る方法を学ぶ。

通常授業中の児童が写っている写真を使い、地震発生時に
危険になりそうなものを探すことで、より現実的に考えさ
せる。授業時間45分。

２ ショート訓練 写真授業で学んだこ
とをもとに、実際に
様々な場所で訓練を
行う。

児童自らが様々なシチュエーションで危険を即座に判断
し、身を守る練習をすることで、地震発生時に教師からの
指示を待たずとも児童自身の判断で身を守る能力を習得で
きる。10〜15分の訓練を3〜４回、1か月間で集中的に行う。

日本が世界有数の地震大国であるということを知り、防災の重要性を理解する。そして、児童が自らの
力で身の回りの危険を判断し、自分の命を守れるようになる。ねらい

展開例

時 主な学習活動 指導上の留意点

導 

入
１. 防災を学ぶ重要性を理解し、日本が地震国であ

ることを知る。
○ 世界の地震分布図を見て、その特徴を考える。

　　　 〈発問と予想される児童の反応、解答〉

◎ 地震分布図の事実や知識は正確に伝える（例：青い点
と赤い点の違い）。児童が自ら気付き、答えを導き出
せると、なおよい。

◎ 日本に集中していることに注目させ、授業の価値付け
を行う。

教師：赤や黄色の点は何だと思いますか。
児童：地震。
解答  世界中で起こったマグニチュード 5 以上［ちょっと大きめ］の地震を点々で描いたもの。

教師：特徴は？
児童：日本に多い／ロシアやアメリカに少ない／海に多い
解答   世界で起こる地震のうち、１０分の１が日本で起こっている。だからこそ、世界中のどこの

国よりも防災の勉強をしよう。

高 地震学年 災害分類 備える防災基礎力 知る 行動する
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時 主な学習活動 指導上の留意点

導 

入
○ 日本の地震分布図を見て、最新の地震発生状況を

知る。
◎ 最新データを「Hi-net 高感度地震観測網」からダウン

ロードしておく。

◎ 自分がどこにいても、大地震にあう可能性があること
に気付かせる。

展 

開 

①

2. 実際の地震の映像から身の回りで何が起きるの
かを考える。

○ 過去の強い揺れの地震の映像を見る。

○ 震度７のような巨大地震が起きたときにどうすれ
ばいいのかを考える。

○ 阪神淡路大震災が起きたときのテレビ局の映像を
見る。

○ 東日本大震災が起きたときのテレビ局の映像を見
る。

3. 命を守る3つのポイントを知り、覚える。

◎ 映像を見せることで、「命を守る3つのポイント」につ
なげる。映像を見て「落ちてくるもの」「倒れてくるも
の」「移動してくるもの」に気付かせる。見た後は、

「落ちてきた」「倒れてきた」「移動してきた」の3つの
キーワードを児童から引き出す

◎ 震度7の定義は「自分の意思で身動きがとれないほど
の揺れ」であること。また、他人が指示してくれるこ
とは期待できないことから、自分の判断で身を守るこ
とが重要であることを話す。

◎ 映像の中に人がいることに気付かせる。一度見せて児
童が人の存在に気付かなければ、「実は、画面右下に
人がいます。どのような様子だったか、注目して見て
ください」などと言ってから、もう一度見せる。

◎時間に余裕がある場合に、この映像を使うとよい。

◎ いくつかの映像を見せて感じたことをまとめさせる。
「落ちてくるもの」「倒れてくるもの」「移動してくる
もの」の３つが危ないことを確認する。

◎ 復唱させるなどの工夫をして、覚えてもらう。
◎ 災害時に安全な場所は存在しない。「安全」という言葉

は使わず、「危険が少ない場所」といった表現を使うよ
うに心がける。

教師：この地図には何が記されている？
児童：地震。
解答   ここ30日間に日本で起きた地震を全て示したもの。日本のどこでも地震が起きる！　いつ、

どこにいても自分の身を守れるようになることが大切。

教師：どんなことが起きていた？
児童： 商品が落ちてきていた／棚が倒れてきていた／レジが動いた／店員・客が外を見ていた／後

から強い揺れが来ていた／揺れが長かった／今まで経験したことないような揺れ

教師：どんなことが起きていた？
児童：テレビが落ちてきていた／机が移動していた／机の上の物が落ちてきた／右下に人がいた

教師：どんなことが起きていた？
児童：机が動いた／机の上の物が落ちてきた

〈命を守る3つのポイント〉
・落ちてこない
・倒れてこない
・移動してこない
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時 主な学習活動 指導上の留意点

展
開
②

4. 自分たちの身の周りの危険を探し、危険を見つ
ける目を養う。３つのポイントを満たす場所を
探す。

○ ある学校の教室の写真を見て、危険なものの上に
びっくりマークを貼り付ける。

○実際の教室の写真を見て、危険なものを探す。

5. 危険の大小を比較をする（グレースケール化）。

○ 小さな危険は小さい危険マークに貼り替える。

6. 状況に応じた身を守るポーズを習得する。
○ 「さるのポーズ」を習得する。

◎ 落ちてきそうなもの、倒れてきそうなもの、移動して
きそうなものはあるか、注目させる。

◎ 事前に生徒が写っている教室の写真を数枚撮ってお
く。できるだけ危険なものやいろいろな状況（音楽
室、教室、給食時など）が写るように工夫する。

◎ 児童は自分たちの写真が出てきたことに驚き、前の写
真のときより積極的に意見を出すことが期待できる。

◎ 命にかかわらない小さい危険（壁の掲示物、机の上の
プリントなど）も挙げさせ、この後の危険の大小比較
で使用する。

◎ 危険の中から大小比較できるものをピックアップし、
どちらが命に大きな危険をもたらすかを考えさせる。

◎ 安全・危険ではなく、危険の大小で判断することを意
識して指導する。

◎ 机がある場所で自分の身を守る姿勢「さるのポーズ」を
教える。

　・ひざをついて机の脚の上の方を持つ。

◎ 机が4本脚の場合は対角線上にある脚を持つと、より
安定する。これによって机が動きにくくなり、ケガの
防止につながる。

展開例　写真で危険探し授業（45分）

教師：今度はこの写真を見てみよう。さっきと同じように探してみて。
児童：時計／本棚の本／本棚の上の花瓶／机の上のノート／電灯／壁の掲示物／窓ガラス

教師：たくさん危険が出てきたけど、掃除用具箱と掲示物、どっちが危ない？
児童：用具箱！
解答  危険の中には「大きな危険」と「小さな危険」がある。
教師：さっき出てきた危険の中で、命に影響を与えないような小さい危険ってどれだろう？
児童：紙／プリント／画鋲



91

３　
章

時 主な学習活動 指導上の留意点

展
開
②

○だんごむしのポーズを習得する。

　① 「命を守る3つのポイント」を満たした場所を探
し、移動する

　②危ないものに背を向ける
　③手を、水をすくう形にして後頭部にかぶせる
　④ひざとひじを床につける

◎ 机のない場所で自分の身を守る姿勢「だんごむしの
ポーズ」を教える。

◎ 「命を守る3つのポイント」を全員で繰り返し、覚えさ
せる。

展
開
③

7.ポーズを実践する。
○ 図工室、理科室、図書室などの特別教室に移動し

て、実際に身を守る訓練をする。

◯ 緊急地震速報の音が聞こえたら、その場で自分の
身を守る体勢をとる。

◎ 緊急地震速報の報知音を使うと、より効果的な訓練が
実施できる。

◎ 児童が教室中を自由に動いた状態で報知音を鳴らすこ
とで、応用力を身に付けることもできる。

◎ 机が近くにある児童は机の下で「さるのポーズ」、机が
近くにない児童は「だんごむしのポーズ」ができている
かを確認する。

ま
と
め

8. 授業で学んだことを生かして、家の中の危険を
探す。

○ ３つのポイントに気を付けて、家の中を観察す
る。

◎宿題にしてもよい。
◎ 防災教育で重要なのは、子供たちが自分の判断で自分

の身を守れるようになることである。
◎ 授業のことを家族でも話してもらうことは、家族の防

災意識向上にもつながる。

1. 写真の中から危険を「発見」し、危険の大小を「判断」できる。
2. 授業で学んだポーズを実際に使うことができる。ねらいに対する評価

使用教材・準備物、留意事項
使用する教材・準備物
●日本の地震分布図「Hi-net 高感度地震観測網」（国立研究開発法人 防災科学技術研究所）
　http://www.hinet.bosai.go.jp/hypomap/?LANG=ja
　 最新のデータをダウンロードする（画面右上で過去30日間を選択）。地図右上の「N=」の数字が地震の総数。

留意事項
●教員が答えを教えるのではなく、児童が自ら意見を出せるような環境を整える。
●「危険」と「安全」ではなく、「大きい危険」と「小さい危険」で考える。
●揺れの映像を見せるかどうかの判断は、状況に応じて行うこと（被災経験のある児童がいる場合など）。

参考サイト
●「写真で危険さがし授業 ＆ 地震ショート訓練」（慶應大学SFC防災社会デザイン研究室）
　http://www.bosai.sfc.keio.ac.jp/column-shortdrill
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我が家の安全対策

地震に備え、家では日頃からどのような安全対策をとっておけばよいかを考え、「自分の身は自分で守
る」という意識を高める。ねらい

地震に備え、家では日頃からどのような安全対策をとっておけばよいか考え、「自分の身
は自分で守る」という意識を高められたか。ねらいに対する評価

ま
と
め

時 学習活動 指導上の留意点

導
入

１. 家にいるときに地震が起きたら、どのようにし
て身を守ればよいか確認する。

○ 各家庭で決めてあるルール「防災家族会議」につい
ても確認しておく。

◎ 「落ちてこない」「倒れてこない」「移動してこない」場
所に避難することと、家族内で決めてあるルール（防
災家族会議）について確認する。

◎ 「防災家族会議」については３年生、４年生で学習して
いるので、家族で決めてあるルールについてあらかじ
め確認してくるように指示しておく。

展
開

２.家の中の安全対策について話し合う。
○ 家の中の安全対策にはどのようなものがあるか考

える。
○ 自分の家の「安全対策をとっている所」と「もっと

必要な所」について考える。

◎ 各自治体が発行している防災教育副読本を活用する。
◎ ワークシートの絵を見ながら、「安全対策をとってい

る所」と「もっと必要な所」をチェックさせ、自分の家
の安全対策を考える際の視点になるようにする。

◎ ワークシートの絵をもとにしながら、自分の家の安全
対策について考えられるようにする。

◎ グループ内で話し合い、参考になった考えをワーク
シートに追記させる。

ま
と
め

３.学習を振り返る。
○ ペアで振り返りを行い、友達の考えのよさやこれ

からの自分自身の防災への取組について考える。

◎ 本時の学習をもとに「防災家族会議」を開き、家族で話
し合いの場をもつように働きかける。

展開例

「未来への絆」みやぎ防災教育副読本 小学校5・6年 ワークシート
きずな

年　　　組　　　番　　名前

我
わ

が家
や

の安全対
た い

策
さ く

 ①第3章 3
副読本 32 ー 33 ページ

右の絵で，安全対策を

とっているものに〇を

つけましょう。また，

もっと必要なところは

ないか，右の絵を見て

探
さが

してみましょう。

自分の家ではどのような安全対策をしているか。また，安全対策が必要な

ところを考えて書きましょう。

自分の家はどうか

な？　ちゃんとで

きているかな？

1

2

場　所 安　全　対　策

安
全
対
策
し
て
い
る

必
要
な
と
こ
ろ

低 高 地震学年 災害分類 防災基礎力 備える知る 行動する
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３　
章

活動時の様子

教職員同士で伝え合う場 防災に特化した学習参観日 親子で心肺蘇生法体験 地区住民による避難所運営

防災学習を行う上での留意事項

◆   防災に特化した学習参観日を設定し、授業を参観してもらうとともに、体験ブースを作り、地区ごとに親
子でブースを回ってもらう。

　〈体験ブースの例〉
　・消火器体験　・心肺蘇生法体験　・止血法体験　・171災害伝言ダイヤル体験　・ロープワーク体験
◆ 保護者に対し、帰宅後に「防災家族会議」を開き、家族内のルールについて確認するように依頼する。
　〈防災家族会議〉

家の中の危険な場所や安全な場所、避難方法などを普段から家族で話し合い、前もって確かめておく
ことが大切となる。

　○話し合いの例
　・ 地震が起きたときの安全な行動（リビング、子供部屋、風呂、庭など）
　・ 地域の避難所や避難場所の確認（自宅から避難したときの家族の集合場所）
　・連絡方法（家族、親戚など）　
　・ 非常持出袋の置き場所と中身の定期的な点検
◆ 地域の方 （々自治会長など）に対し、避難所運営（初期対応など）への協力を依頼しておく。

使用教材・準備物、留意事項
使用する教材・準備物
●地域の自治体が発行している防災教育副読本　
● ワークシート ※展開例では、みやぎ防災教育副読本「未来への絆」（小学校5・6年） 第3章 3.我が家の安全対策①を使用
　https://www.pref.miyagi.jp/documents/11095/299564.pdf

参考サイト
●宮城県「みやぎ防災教育副読本」
　https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/hotai/fukudokuhon.html

１.   大きな災害に見舞われた日を毎月「防災の日」と定め、毎月定期的に実施する。    
（授業前の時間を活用してしてもよい）

２.  大きな災害に見舞われた日から現在までのカリキュラムを作成する。     
また、地域の自治体が発行している防災教育副読本を活用する。

３.   災害当時の体験談を中心に、大きな災害から学んだことを教職員同士で伝え合う場を定期的に設定し、 
教職員の防災に関する研修を積み重ねていく（大きな災害を風化させない）。

４.  保護者や地域の人たちの防災に対する意識を高めるための行事を設定する。
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火事から身を守ろう
火災に備える安全対策

火災予防のため、今からできる我が家の備えや自分ができることについて考えることができる。ねらい

展開例

時 主な学習活動 指導上の留意点

導
入

１. 「一年間の火災件数」の情報を見て、気付いたこ
とを発表する。

　・冬に火災が多くなっている。
　・空気が乾燥するからかな。

◎ 火事の映像を視聴させ、防災対策の必要性を児童の気
付きから引き出す。

◎ 火災が自分たちの命や財産を脅かすことに気付かせ、
起こさないために事前の備えが重要であることをおさ
える。

展
開
①

　　　　　　　　　　〈めあて〉

２. 部屋の家具の配置を見て、火事の危険性がある
ものを見つけ、話し合う。

〇 部屋を見て火事のもとになりそうで危ないところ
はないか考える。

　・ ストーブの近くに洗濯物を干している。洗濯物
にストーブの火が付くかもしれない。

　・ガスコンロが危険かも。
　・ 線香の火が近くのものに燃え移るかもしれな

い。
　・ ライターを置きっぱなしにしていると火遊びの

原因になる。
　・ 布団の近くにたばこがある。寝たばこは危険だ

と思う。
　・ あんかやこたつも使い方によっては危ないと思

う。

◎ 部屋の状況から火事の原因になりそうなことをおさえ
る。

　〈家の配置図例〉

家の中の火事をふせぐために、自分にできることを考えよう。

高 火災学年 災害分類 防災基礎力

※ 本事例は、3 年生の社会科と総合的な学習の時間を関連づけた、火災予防についての学習である。１学期
には、雨天時の安全対策や熱中症、川や海の事故、家庭での生活のルールについて、学級活動等で学習し
ている。２学期に社会科で「火事からまちを守る」や「事故や事件からまちを守る」を学習することを想
定し、この学習と関連させ、学級活動（（２）ウ「心身ともに健康で安全な生活態度の形成」）の学習で、
これから火事が多くなる冬に向けて家の中の火事を防ぐために、自分ができることを考えさせることをね
らいとして行った学習である。

低 備える知る 行動する

コ
ン
セ
ン
ト

ス
ト
ー
ブ

ストーブ

カーテン

洗濯物

布団

こたつ

仏壇

たばこ

ライター ガス
コンロ

流し
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時 主な学習活動 指導上の留意点

展
開
②

３.家庭での安全対策の方法を知る。

４. どうしたら火事を防ぐことができるかを考え、
話し合う。

　・家具の対策
　・火の元の近くに燃えやすいものを置かない。
　・ コンセントの使い方、電源の入れっぱなしに気

を付ける。

◎ 燃え移りから火災になる動画を見て、危険性を実感さ
せる。

◎ 室内の安全対策を確認させ、自分の考えが適切であっ
たかを確認する。

《めざす児童の姿・評価方法》
危険箇所に気付き、自分なりにその原因と対策を考える
ことができている。

【思考・判断・表現】
（発言・ワークシート）

ま
と
め

５.自分が実践してみたい防火対策を決める。
○ ストーブの近くには絶対に燃えやすいものを置か

ない。
○ カセットコンロを使うときは、上に大きなものを

のせない。
○たこ足でコンセントを使わない。

6.話し合いを振り返る。
〇 友だちとの交流で気付いたことや自分に生かした

いことを書く。

◎ 学習したことを振り返って、「我が家の備え」で必要な
ことは何かを考え、今から自分にできることを発表さ
せる。

◎ 必要に応じて、各自の課題に合っためあてや実践方法
が設定できるように助言を行う。

◎ 各自が考えた取組を交流し、家庭で実践する意欲化を
図る。

《めざす児童の姿・評価方法》
自分の課題に合っためあてや実践方法を決めている。

【思考・判断・表現】
（ワークシート・発言）

◎ 話し合いを通して、友だちの意見を聞いて感じたこと
や気付いたこと、大事だと感じたことなどの発言を促
し、振り返りにつなげる。

◎ よりよい判断をしようと様々な場面を想定し考えるこ
と自体が、心の備えになっていることを伝える。

◎ 学習したことを家族に伝え、家族の防災への意欲が高
めるために次時は、自分の家庭向けのポスターを作成
することを伝える。

◎ １週間程度の実践期間を設け、その後自己評価できる
ようにする。

1. 危険箇所に気付き、自分なりにその原因と対策を考えることができたか。
2. 自分の課題に合っためあてや実践方法を決められたか。ねらいに対する評価

使用教材・準備物、留意事項
使用する教材・準備物
●アンケート集計結果　●火災に関する情報　●家の場面（実物）
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児童の活動 指導上の留意点 目指す児童の姿と評価方法

・ 安全意識アンケートへの回答
を通して、火災に対する意識
や、我が家の備えの状況を考
える。

・ 社会科の学習で、調査したこ
とをまとめる。

・アンケート結果を集計しておく。
・ 消防署や地域の人々が、火事からまちを

守るために努力していることを理解する
ようにする。

・ これまでの安全について振り返る時間を
設け、課題への意識を高められるように
する。

・ 社会科の学習で分かったことや考えたこ
とを文章で表現する。

　【思考・判断・表現】
　（ワークシート・見取り図）

児童の活動 指導上の留意点 目指す児童の姿と評価方法

各自が考えた取組に沿って、我
が家の状況を見直したり、火事
を防ぐために自分ができること
を実践したりして活動を振り返
る。

・ 学級通信を通して、活動の内容を家庭へ
知らせ、火災予防に対する意識の共有
化・継続化を図る。

・ 家族での話し合いの際には、各地域の防
災教育副読本やワークシートを活用す
る。

・ 意思決定した内容を家族に伝え、実践し
ている。

　【思考・判断・表現】
　（ワークシート・発言）

事前の指導

板書計画

事後の指導

ストーブの火の燃え移り ・ 火の元の近くに燃えやす
いものをおかない

・ 使い終わったら、きちん
と消す

・ 電源を入れっぱなしにし
ない

・たこ足配線をしない

・ 家具があぶなくないかチェック
する

・火の始末をする
・子どもだけで火を使わない

ガスコンロの火災

ろうそくの火の燃え移り

一年間の火災件数 家の中の火事を防ぐために、自分のできることを考えよう

つかむ 〈めあて〉

さぐる 見つける 決める

振り返り

危ないところ（火事の原因） 考えた対処方法 （自分にできること）
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特別活動 総合的な学習の時間
「命を守ろう隊」で生きぬこう 社会科

【4月】
〇道具や遊具の使い方
〇「命を守ろう隊」スタート

【5月】
「交通安全教室」
〇 道路に飛び出さないように考

えて行動する。
〇自転車の安全な乗り方
〇 ヘルメットの着用、ルールを

守る、標識等の意味を知る。

【6月】
〇熱中症の予防

【7月】
「安全で楽しい夏休みを過ごす
ために」
〇川・海・家でのルール

【9月】
〇 大雨や台風の被害（洪水・浸

水）

【10月】
〇見学・遠足
　鉄道会社や消防署の見学
〇救急施設と救急体制
〇応急手当

【11月】
〇火災防止のために

「身近なきけんな場所を見つけよう」
〇通学路・校区のきけん
〇家の中のきけん
　「交通事故・犯罪・火災・地震」

「身を守る方法を考えよう」
南海トラフ地震から身を守ろう
　〇南海トラフ地震とは
　〇南海トラフ地震の被害
　〇南海トラフ地震から身を守る
　　・学校内での危険と守り方
　　・通学路の危険と守り方

　〇津波の特ちょうとひなんの仕方
　　・ 地域の津波被害の予想と身の守り

方
　　・他の場所や一人の時の身の守り方
　　・自分にできること

南海トラフ地震以外の事故や災害から
身を守ろう
　〇地域の気象災害
　　・大雨や台風の被害、浸水予想
　　・身の守り方
　　　「いざというとき」と「前もって」
　　・自分にできること

　〇火事から身を守ろう
　　（社会科・特別活動と連携）
　　・地震の被害での火災
　　・自分にできること

「わたしたちのまちと市」
①学校のまわりのたんけん
〇校区の土地の様子や使われ方を調べる。
〇校区の危険箇所を見つける。
　・校区の地図を作ろう
〇地図作りの基本的な方法を知る。
〇 土佐市について知りたいことに興味を

もって調べようとする。

②市全体の様子
〇 「店の多いところ」「山や田、畑の多い

ところ」「海に近いところ」「町の施設」
「住みよいまちづくり」について調べ
て、まとめる。

【火事からまちを守る】
「消防署の人たちは、火事からまちを守る
ために、どのような努力をしているだろ
う」
〇施設について調べよう

〇仕事について調べよう
　『いざというとき』の仕事
　『ふだんのとき』の仕事
〇消防署の見学に行こう

〇身の回りの設備（学校・家）
〇地域の消防施設
〇 まとめ：自分にできる火災予防を考え

よう

【12月】
〇 交通事故や犯罪にあわないた

めに
〇 安心で楽しい冬休みの過ごし

方

「自分や町の安全を守るためにできること
を考えよう」
　〇 ポスターで予防の大切さをうったえ

よう。

【事故や事件からまちを守る】
「警察署の人たちは、事故や事件からまち
を守るために、どのような努力をしてい
るだろう」
〇施設について調べよう
〇仕事について調べよう
　「いざというとき」の仕事
　「ふだんのとき」の仕事
〇警察署の見学に行こう
〇地域の施設（標識など）
〇まとめ：自分にできる予防を考えよう

他教科との関連
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火山噴火の被害に備えるには

火山噴火の被害について理解し、自分たちの住んでいる地域のことや自分たちにできる備えについて考える。ねらい

時 主な学習活動 指導上の留意点

導
入

１. 火山監視カメラの写真を見て、何を映している
のか、想像する。

◎防犯カメラ、警備会社のカメラなど自由に想像させた
上で、カメラが山（火山）を向いていることをヒントに
考えさせる。

展
開

２.火山噴火の被害について知る。（講話）
○ 動画や資料を見ながら専門家の話を聞く
　①火山噴火の被害について
　・溶岩流　・火砕流　・火山ガス
　・火山泥流や土石流
　・噴石や火山灰の降下

　②噴火警戒レベルについて

３. 火山防災マップを見て、自分たちの住んでいる
地域について調べる。

◯マップ上で住んでいる地域を見つける。
◯被害想定について調べる。

４.火山噴火に備えて、できることを考える。
◯ 実際に火山灰や小さな噴石が降ってきたらどうす

るか。

◯被害から身を守るためにどうするか。

◎ 専門家の講話をいただけない場合には、動画や資料を
用意して、授業者が説明する。

◎ 火山噴火の被害では、食料、ライフライン、人体、連
絡手段への影響などを押さえる。

◎ 雪が多い地方では、融雪型火山泥流についても取り扱
うようにする。

◎児童ができる備えを具体的に考えさせる。
◎噴火する前の備えが特に大切であることを押さえる。

展開例

このカメラで何をしているのでしょう。

〈噴火する前に〉
・ 噴火警戒レベルに応じた「警戒が必要な範囲」を事前に確認する。
・あらかじめ避難場所や避難経路を確認しておく。
〈噴火の恐れがあるとき〉
・ 気象庁の発表する情報（噴火情報、噴火警戒レベル等）に注意を払う。
・ 噴火の恐れがある場合、すぐに避難の準備をし、市からの避難指示に従う。

・窓やドアを閉めて、家の中に火山灰を入れない。
・外出するときは、マスクやゴーグルを付ける。
・小石が降るのに備え、ヘルメットを用意する。

高 火山学年 災害分類 備える防災基礎力 知る 行動する
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１．火山噴火による被害について理解することができたか。
２．火山噴火に備えて、自分たちにできることを考えられたか。ねらいに対する評価

活動時の資料

火山監視カメラの役割について考えるときに使
用した写真

火山噴火被害や噴火警戒レベル等の講話を聞く

使用教材・準備物、留意事項
使用する教材・準備物
●地域の火山防災マップ　●火山監視カメラの写真　●噴火警戒レベル一覧表
●長崎県雲仙岳の火砕流、長野県木曽川水系滑川の土石流の映像

留意事項
●考えられる講師依頼先
・気象庁 盛岡地方気象台 火山防災官（各県に設置。本実践での依頼先）
・国土交通省 東北地方整備局 岩手河川国道事務所（各県にあり、河川と道路に管轄が分かれている県もある）

時 主な学習活動 指導上の留意点

展
開

◯ 自分たちの考えについて専門家からアドバイスを
もらう。

ま
と
め

5.学習のまとめをする。
◯新聞の組み立てメモを簡単に書く。

◎ 次の時間に本時学習をして、分かったことや感想を新
聞にまとめることを知らせる。

◎ 伝える相手やいちばん伝えたいことは何かなどを考え
させる。

授業の様子まとめの新聞
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行動する

私の確証バイアスへの挑戦

１. オンラインで立ち止まり、自分の行動を省みることができる。
２. 複数の信頼できる情報源から情報を探して評価できる。
３. 情報の出どころや内容をよく確かめ、正しい情報かどうかを確かめることができる。
４. 自分やほかの人への責任や影響を考えて、とるべき行動を考えることができる。
５. 必要なときは助けを求めることができる。

ねらい

時 主な学習活動 指導上の留意点

導 

入 

１. SNSの定義を理解する。

○SNS上で、災害情報や新型コロナウイルスなど
の感染症に関する情報などを見たことがあるかを
話す。

◎ SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）と
は、登録された利用者同士が交流できるインターネッ
ト上の会員制サービスのことであると伝える。

　例）ツイッター、インスタグラム、フェイスブックなど
◎ 利用経験のない児童へ配慮し、利用方法、活用例等を

提示する。
◎具体的事例を挙げて、見たことがあるかを問う。
　例）・ 災害時にSNSや自治体サイトで配信される気象

情報、被害状況、避難場所や支援物資などの情報
　 ・ 感染症の陽性者情報、ワクチン接種場所などの情報

展 

開
２. SNS上の災害情報や感染症などの情報の中に

は、うその情報、誤った情報があることを理解
する。

○ 誤った情報を事実ではないと見抜けず、 広めてし
まう人がいるのはなぜなのか考える。

◆予想される児童の意見 
　・ 支援情報は早く知らせたほうがいいと思うから
　・ 正しいかどうかを確かめるのが難しいから、と

りあえず周りに知らせてしまおうと思うから
　・ 「拡散希望」などの見出しやハッシュタグが付け

られている情報は広めたほうがいいと思うから
　・SNSでは簡単に拡散できるから

○ あるメッセージに対して、自分やほかの人はどの
ように受け止めているかを話し合う。

◆予想される児童の意見 
　・ 何もしない
　・周りの人に聞いて、拡散するかどうかを決める
　・ 「拡散希望」などの見出しやハッシュタグが付け

られている場合は広めるかもしれない

◎ うその情報、誤った情報の具体例を挙げて、なぜ事実
ではないと見抜けず、拡散してしまう人がいるのかを
考えさせる。

　例）・ AIが作成したという市街地洪水の虚偽画像が拡
散

　　 ・ 新型コロナウイルスのクラスターが発生したと
いう店舗や学校などに対する誤った情報の拡散

◎ うその情報、誤った情報を見たとき、自分やほかの人
はどのように受け止め、行動するかを話し合わせる。

展開例

高 全般学年 災害分類 防災基礎力 知る 備える
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時 主な学習活動 指導上の留意点

展
開

○ 自分の意見とほかの人の意見をワークシートに記
入する。

○ うその情報、誤った情報にはどのような視点が欠
けているかを考える。

○事実でないメッセージの目的を考える。
◆予想される児童の意見
　・注目を集めたいから。
　・フォロワーや「いいね」を増やしたいから。
　・ 人の役に立ちたい気持ちから確かめずに投稿し

てしまうから。

○確証バイアスについて知る。

○「責任のリング」※について知る。

◎ 自分の意見とほかの人の意見をワークシートに書き、
比較しながら考えさせるようにする。

◎ 例を挙げて、「情報の出どころは？」「いつの情報か」
「ほかのメディアでも取り上げられているか」「なぜ投
稿されたのか目的が分かるか」などを確かめさせる。

◎ それらの情報があるのとないのとでは、情報の受け止
め方にどのような違いが出るかを班で話し合わせる。
自分の考えとほかの人の考えの違いを確認させる。

○ うその情報や誤った情報がなぜ作られ、送られてくる
のか、目的を話し合わせる。

◎確証バイアスの説明をする。

◎ 「責任のリング」の説明をする。責任とは「自分やほか
の人に対してしなければいけないこと」と定義する。

◎ SNS上での行動は、自分自身や家族・友人など周り
の人、広い世界の人々に影響を与え、責任が生まれる
ことを責任のリングを使って説明する。

◎ インターネット上で行動を起こす前に、「自分自身」
「周りの人々」「広い世界」に対しての責任を考え、行
動することの大切さを伝える。

ま
と
め

３. これから情報と向き合う際に、自分自身の「確証
バイアス」を乗り越え、責任ある行動をとるため
の作戦を考える。

○行動するときの３つのステップを確認する。
　1. 立ち止まる　２. 考える　３. 相談する

○自分の考えをまとめる。

◎ SNS上では、自分が知りたい・見たい情報ばかりを
見てしまいがちなため、判断する情報が狭くなりがち
であることを伝える。

◎役に立つ情報であると思っても、どのような視点が欠
けているかを考え、人に広める場合には、責任のリン
グを思い出し行動することを解説する。

◎ 情報と向き合う際には、自身の確証バイアスを乗り越
え、責任ある行動をするための作戦を話し合わせる。

〈確証バイアスとは〉
自分と同じ考えや好きな情報ばかりを見て、自分
とは違う考えや興味のない情報は見ないようにな
ること。自分が正しいと思える情報ばかり見るこ
と。

（見知らぬ人々・世界）公
こ う

（周りの人々）共
きょう

（私自身）私
し

SNS上には誤った情報があることを理解し、自分の行いの社会に対する責任や影響を考
え行動することができる。正しい情報であっても誰かを傷付けることはないかを考え、情
報の扱いを判断することができる。

ねらいに対する評価

※コモンセンス・エデュケーション財団 「責任のリング」https://www.commonsense.org/education/
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ワークシート例

私
わたし

の確
かく

証
しょう

バイアスへの挑
ちょう

戦
せん

　　　年
ねん

　　　組
くみ

　　　番
ばん

　名
な

前
まえ

 （　　　　　　　　　　）

１． SNS上
じょう

の災
さい

害
がい

情
じょう

報
ほう

や感
かん

染
せん

症
しょう

などに関
かん

する情
じょう

報
ほう

の中
なか

には、うその情
じょう

報
ほう

、誤
あやま

った情
じょう

報
ほう

も
あります。 そのような情

じょう

報
ほう

を（事
じ

実
じつ

ではないと見
み

ぬけず）広
ひろ

めてしまう人がいるのは
なぜだと思いますか。

2． SNS上
じょう

で災
さい

害
がい

情
じょう

報
ほう

や感
かん

染
せん

症
しょう

などに関
かん

する情
じょう

報
ほう

を見
み

たら、どのように行
こう

動
どう

するか考
かんが

え
ましょう。

自
じ

分
ぶん

の考
かんが

え 友
とも

達
だち

の考
かんが

え

自
じ

分
ぶん

の考
かんが

え 友
とも

達
だち

の考
かんが

え
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3． うその情
じょう

報
ほう

の事
じ

例
れい

は「誰
だれ

が言
い

い出
だ

したのか」「いつの情
じょう

報
ほう

か」「ほかのメディアでも
取
と

り上
あ

げられているか」「なぜ投
とう

稿
こう

されたのか（目
もく

的
てき

は？）」分
わ

かりますか。
それらが分

わ
かるか分

わ
からないかで、情

じょう

報
ほう

の受
う

け止
と

め方
かた

はどのように変
か

わりますか。

自
じ

分
ぶん

と同
おな

じ考
かんが

えや好
す

きな情
じょう

報
ほう

ばかりを見
み

て、自
じ

分
ぶん

とは違
ちが

う考
かんが

えや興
きょう

味
み

のない情
じょう

報
ほう

は見
み

な
いようになること。自

じ

分
ぶん

が正
ただ

しいと思
おも

える情
じょう

報
ほう

ばかり見
み

ること。

SNS 上での行
こう

動
どう

が、「私
わたし

自
じ

身
しん

」「家
か

族
ぞく

・
友
ゆう

人
じん

など周
まわ

りの人
ひと

」「広
ひろ

い世
せ

界
かい

の人
ひと

々
びと

」
に影

えい

響
きょう

を与
あた

え、責
せき

任
にん

が生
う

まれることを
確
たし

かめるリング（輪
わ

）。

4． これから情
じょう

報
ほう

と向
む

き合
あ

うときに、自
じ

分
ぶん

の確
かく

証
しょう

バイアスを乗
の

り越
こ

え、責
せき

任
にん

ある行
こう

動
どう

を
取
と

るための作
さく

戦
せん

を考
かんが

え、話
はな

し合
あ

いましょう。

5． オンラインで行
こう

動
どう

するときの３つのステップを書
か

きましょう。

確
かく

証
しょう

バイアス

責
せき

任
にん

のリング （見
み

知
し

らぬ人
ひと

々
びと

・世
せ

界
かい

）公
こ う

（周
まわ

りの人
ひと

々
びと

）共
きょう

（私
わたし

自
じ

身
しん

）私
し

）

ステップ 1

ステップ 3

ステップ 2
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AR（拡張現実）を活用した避難訓練

展開例

リアルな疑似体験を通して、ハザードマップや被災地の映像だけではなかなか実感しにくい災害リスク
を「自分のこと」として実感し、災害発生時の適切な避難行動とは何かを学ぶ。ねらい

時 主な学習活動 指導上の留意点

導
入

１.オリエンテーションを行う。
○ 最も大切な「命」を容赦なく奪う災害について、被

災地の映像(津波・洪水)や過去の災害の事例(火
災)を通して、災害から命を守ることの大切さを
学ぶ。

〇 通学エリア内のハザードマップを見て、津波・洪
水や土砂くずれの状況をイメージできるかを班ご
とに話し合う。

◎ 過去の災害で本人または近親者に被災した児童がいな
いか、事前に確認する。

◎ 被災地の映像や過去の災害の動画を再生する際は、児
童のトラウマにならないように内容や視聴時間に留意
する。

◎ 学校や周辺地域の最大想定浸水深をハザードマップか
ら読み取り、その数値を児童に周知する。

展
開

2.ARで擬似体験する。
○ 5人1組の班を作り、AR浸水疑似体験アプリがイ

ンストールされたタブレット端末で災害を擬似体
験する。

〇 校庭または校舎内で1mの浸水(流れあり)を体験
した後、学校近隣の高台にある指定避難場所に移
動する。

○ 学校が想定浸水域の場合、高台への避難経路上に
ある浸水域外の場所でAR体験を行う。

〇 AR火災煙疑似体験アプリがインストールされた
ゴーグル型デバイスで災害を擬似体験する。校内
の廊下でグループごとに体験する。

〇 スタート地点から10m程度の模擬避難コースを
設定する。しゃがむと煙が薄くなることと、視界
が制限されることを実感する。

〇体験後に、アンケート用紙に回答する。

◎ AR浸水疑似体験アプリがインストールされたタブ
レット端末を5台用意する。

◎ タブレット端末やゴーグル型デバイスの使い方や注意
点をよく説明する。

◎遊び感覚で取り組まないように指導する。
◎ ARでは流速の水圧は体感できないので、水圧につい

ての補足説明を行う。
◎ 児童が興奮して走り回って転ばないように、補助指導

員を確保する。

◎ AR火災煙疑似体験アプリがインストールされたゴー
グル型デバイスを5台用意する。

◎ ゴーグル型デバイスの体験時間は3分以内になるよう
タイムキープする。

◎ 避難経路を集団で安全に移動できるよう事前にルート
を確認し、補助指導員を確保する。

◎ アンケート用紙の自由記述欄に感想も記載させる。回
答の時間を10分以上確保する。

高低 知る 備える 行動する津波･洪水･火災学年 災害分類 防災基礎力
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AR疑似体験を通して、災害リスクを「自分のこと」として実感し、災害発生時の適切な避
難行動を学べたか。ねらいに対する評価

活動時の様子

使用教材・準備物、留意事項
使用する教材・準備物
●AR災害疑似体験アプリ（浸水・火災煙など）　●タブレット端末　●ゴーグル型デバイス

AR 浸水疑似体験を校庭で行う様子 AR 浸水疑似体験アプリの表示例

高台への避難経路上で AR 浸水疑似
体験を行っている様子

ハザードマップの想定浸水深の水面
を目の前の風景に重ねて表示

校舎内の廊下で AR 火災煙疑似体験を行っている様子。立ち上
がった状態では煙が充満し何も見えないが、しゃがむと煙の下に
出られて周囲の様子が分かる

児童の感想（例）

・ 私は AR の授業を通して、津波や火災が起きたときの対処法がよくわかりました。この貴重な体験を地域の人
や家族の人たちに広めていきたいです。

・ 実際に学校で起きている想定でやったのでとっても身近に感じることができました。これからこれまで以上に
訓練に参加し、どうやって逃げるかなど、見直しをしていきたいと思いました。

・この体験を通して、もし災害が起こったらすぐに対処できるようにしたいです。
・水の流れを変えてみて、漂流物が迫ってくるところが、恐ろしく感じました。

時 主な学習活動 指導上の留意点

ま
と
め

3. 班ごとに話し合いを行い、感じたことや考えた
ことを発表する。

○ 自分のノートに発表内容をまとめる。

◎ 話し合いと発表の時間を十分に確保する。
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川の氾濫から命を守るための
安全な避難場所

地域の地図や過去の資料から、地域における災害の特性を知り、川の氾濫による洪水から命を守るため
の安全な避難場所について、自ら進んで考えようとする態度を身に付ける。ねらい

時 主な学習活動 指導上の留意点

導
入

１. 洪水について知り、「安全な避難場所」について
考える。

〇 動画「風水害への備え〜吉田川堤防決壊」を視聴す
る。

〇 自分たちにとっての「安全な避難場所」を具体的に
考える。

　 〈事前アンケート〉

◎堤防の決壊はどこでも起きる可能性があることを認識
させ、安全な避難場所に避難することの重要性に気付
かせる。

◎身近な場所を例として考えさせる。
◎自分自身の考えで自由に選び、理由も考えさせる。

展
開

２. 大谷地の地形を知り、北上川の氾濫による洪水
が起きる可能性を考える。

〇 ワークシート①②など、過去の資料から地域の人
がたびたび水害に悩まされてきたことを知る。
・浸水の深さと標高　
・大谷地小学校周辺の色別標高図

３. 北上川が氾濫した場合の「大谷地小学校」付近の
浸水の深さを知り、校舎2階への避難について
考える。

〇浸水の深さを予想し、ハザードマップで確認す
る。→3〜5ｍくらい

◎ 資料から自分たちの住む地域の危険性に気付かせる。
◎ 低い土地は浸水の深さが深くなること、土地の高い低

いは標高で比べられることを理解させる。

◎ 予想することで、より身近なものとして捉えさせる。
◎ 自分で実際に測ることで、地面から2階床面までの高

さを実感させる。
◎ 5ｍの浸水では2階の床面より高くなることに気付か

せ、安全について考えさせる。

展開例 （2時間）

みんなが学校にいるとき、北上川のはんらんによる洪水から命を守るためにひなんが必要になりました。
次の ( ア ) と ( イ ) のひなん場所では、あなたはどちらが“より安全”だと思いますか？

（ア）大谷地小学校の校舎 2 階にひなんする。
（イ）沢田山の沢田老人いこいの家にひなんする。

学校の外に出る場合は、雨は降っていますが、水はまだ道路などにあふれず、安全に移動できるものとします。

※ 本事例は、地域の災害リスクを踏まえた防災管理と防災教育を一体的に取り組んだ実践事例である。判断等
に一定の時間猶予がある台風の場合の想定ではなく、短時間のうちに急激に事態が変化し、その状況の終息
見通しが得られないような前線と低気圧等による大雨の場合を想定し、意図的に学校管理下における避難に
ついての授業を実践した。

高 備える大雨学年 災害分類 防災基礎力 知る 行動する
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時 主な学習活動 指導上の留意点

展
開

〇階段1段分の高さを実際に測り計算してみて、地
面から校舎2階床面までの高さを知る。→4.24m

〇校舎2階に避難した場合に、安全が確保できるか
を考える。

４.「沢田老人憩いの家」への避難について考える。
〇土地の高さ「標高」を比較する(色別標高図)。
　・大谷地小学校　　：1〜2ｍ
　・沢田老人憩いの家：20〜30ｍ
〇「がけくずれ」と「土石流」について知る。

◎ 大谷地小学校が「避難場所」に指定されていないのに、
沢田老人憩いの家が「避難場所」に指定されているのは
なぜかを考えさせる。

◎ 起こりうるいろいろな危険を検討した上で、命を守る
ための「避難場所」として指定されたことに気付かせる。

ま
と
め

５. 自分たちにとっての「安全な避難場所」について
再度考える。

６. 事前アンケートについて家族はどう考えるか、
インタビューしてくる。

◎ 学習前と後で自分の考えがどう変化したか、それぞれ
理由を考えさせる。

◎ 自分の意見は言わずに家族それぞれの考えを聞いてく
るよう伝える。

洪水から命を守る安全な避難場所について、自ら進んで考えようとしていたか。ねらいに対する評価

使用教材・準備物、留意事項
使用する教材・準備物
●宮城教育大学・国土交通省東北地方整備局「動画で学ぶ みんなの防災　風水害への備え〜吉田川の堤防決壊〜」
　https://mue-bousai.jp/video/7
●ワークシート　①小学校社会科副読本「わたしたちの河北町」　②『河北町誌』 下巻
●国土地理院の地理院地図「色別標高図」　●石巻市防災マップ・洪水ハザードマップ
●洪水時の浸水深と建物の高さとの関係資料など

活動時の資料
学習前の子供たちの考え 学習後の考えの変化

より安全な避難場所とし
て子供たちが選んだの
は、「大谷地小学校 2 階」
が 8 人、「沢田山老人憩
いの家」が 15 人

学習後は「大谷地小学校
2 階」が 1 人、「沢田山
老人憩いの家」が 22 人
に変化
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災害に備える
マイ・タイムラインを作ろう

マイ・タイムラインの作成を通して、自分の住むまちの災害の危険性を知り、被害を軽減しようとする
意欲を高める。また、まちの避難場所を確認し、災害時、自分で考えながら適切に行動できるようにする。ねらい

災害発生時に自分の命を守るために、いつ、どのようにすればよいかを考え、適切に状況を判断し、行
動することができるようにする。ねらい

展開例 （3／3時）

次 主な学習活動 指導上の留意点

1 水害から命を守るための方法を考える。
・ 川の水が氾濫するまでの過程を知る。
・ ハザードマップについて知る。

◎ 洪水のしくみについて理解させ、早期避難の
必要性を実感させる。

2 水害から命を守るための方法を探究する。
・  「小中学生向けのマイ・タイムライン検討ツール〜逃げキッ

ド〜」（国土交通省）を使って備えについて考える。
・  警戒レベルについて知り、避難準備行動について考える。

◎ 川が氾濫する前の安全な時期に避難をするこ
とが最良の考え方であることに気付かせ、事
前の避難準備の大切さを意識させる。

3 マイ・タイムラインを作る。
・ マイ・タイムライン作りをする。    ・ 図上訓練をする。

◎ タイムラインを作成する際にはどの情報をも
とに考えたかを意識させる。

指導計画（3時間）

時 主な学習活動 指導上の留意点

導
入

１. これまで学習してきたことを確認し、本時のめ
あてをつかむ。

　〈めあて〉

◎ 以下の内容について振り返りを行うことで、本時の学
習内容を理解できるようにする。

　・ ハザードマップを確認して分かったこと
　・  避難の際の留意点、携行品、避難を開始するきっ

かけ

展
開

２. マイ・タイムラインの作成方法を確認する。 ◎ マイ・タイムラインは、家族で共有するため、大人も
利用できる記入様式になっていることを説明する。

◎ 「主な備え」の覧には、シールを貼って、回答を作成す
るようにする。ただし、シール以外の回答は、余白に
自由に記載することを説明する。

マイ・タイムライン作りを通して、命を守るため
に大切なことを考えよう。

高 備える大雨学年 災害分類 防災基礎力 知る 行動する

※ 本事例は、『学校における避難に関する防災教育事例集（水害・土砂災害）』（内閣府）をもとに作成。
　https://www.bousai.go.jp/oukyu/hinankankoku/pdf/kyoikujireishu.pdf　
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時 主な学習活動 指導上の留意点

展
開

３.マイ・タイムラインを作成する。

４.図上訓練の練習をした後、訓練を実施する。

5.訓練を振り返り、マイ・タイムラインを見直す。

◎ 台風や河川の状況、発信される情報を確認しながら、
シールを貼ったり、備えを書き込んだりする。

◎ 適宜、チェックリストを確認してよいことを伝え、自
分に合った避難の仕方を考えさせる。

◎ グループで、作成したマイ・タイムラインについて意
見を交換することで、よりよいタイムラインを作るこ
とができるようにする。

※ 土砂災害を想定した場合は「警戒レベル」や「土砂災害
警戒情報」などのタイミングで避難行動を開始できる
ようにする。

◎ 図上訓練の手順を説明する。
◎ 安全な所へ移動を始めるタイミングで帽子を赤色に替

えることで、自分の命を守るための行動は、人によっ
て異なることに気付きやすくする。

◎ 警戒レベル３・４が発令されたときには、活動を止
め、グループで「今、何をしているか」について意見を
出し合うことにより、一人一人が自分に合った行動を
することが大切だと気付かせる。

◎ 訓練を振り返り、備えを付け加えたり、シールを貼り
替えたりすることで、より自分に合ったタイムライン
を作ることができるようにする。

ま
と
め

6. 本時の学習のまとめをする。

7. これまでの学習を振り返る。

◎ 警戒レベル３で避難をした人や、避難しなかった人に
「なぜそうしたのか」をたずねることで、命を守るため
の行動はそれぞれに異なり、自分で考え、判断するこ
とが大切であるということを確認する。

◎ 災害時の状況に合わせて臨機応変に行動することが大
切であることに気付かせる。

◎ 本時の学習で身に付けた力を生かし、自分や家族の命
を守るためによりよい方法を考え続けていくことが大
切であることに気付かせる。

◎ マイ・タイムラインを家族と共有し、話し合うよう促
す。また、より状況に適したマイ・タイムラインを自
力で作成していく必要性を感じさせるようにする。

災害発生時に自分の命を守るために、いつ、どのようにすればよいかを考え、適切に状況
を判断し、行動していたか。ねらいに対する評価

使用教材・準備物、留意事項
使用する教材・準備物
●国土交通省 関東地方整備局 下館河川事務所
　「小中学生向けのマイ・タイムライン検討ツール〜逃げキッド〜」
　https://www.ktr.mlit.go.jp/shimodate/shimodate00626.html
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よよ
うう

じじ
かか
んん

おお
うう

ひひ
なな
んん
ここ
うう
どど
うう

かか
いい
しし

じじ

きき

水水
位位
等等
のの
状状
況況
をを
把把
握握
しし
つつ
つつ
避避
難難
にに
要要
すす
るる
時時
間間
にに
応応
じじ
てて
避避
難難
行行
動動
をを
開開
始始
すす
るる
時時
期期

みみ

ああ
んん
ぜぜ
んん

かか
くく
ほほ

じじ

きき

身身
のの
安安
全全
をを
確確
保保
すす
べべ
きき
時時
期期

こうずい よほう はんらん けいかい じょうほう はっぴょう

洪水予報(氾濫警戒情報) 発表

こうずい よほう はんらん ちゅうい じょうほう はっぴょう

洪水予報(氾濫注意情報)発表

たいふう ぜんせん はっせい

「「台台風風やや前前線線がが発発生生」」ししててかからら
かわ みず はんらん

「「川川のの水水がが氾氾濫濫」」すするるままでで

たたいいふふうう ぜぜんんせせんん ははっっせせいい

台台風風やや前前線線がが発発生生

たたいいふふうう ぜぜんんせせんん ちちかか ああめめ

台台風風やや前前線線がが近近づづいいてて、、雨雨やや
かかぜぜ つつよよ

風風ががだだんんだだんん強強くくななるる

ああめめ ああつつ かかわわ

雨雨がが集集ままっってて、、川川のの
みみずず ふふ

水水ががだだんんだだんん増増ええるる

かかわわ みみずず

川川のの水水ががいいっっぱぱいい

ででああふふれれそそうう

おおもも

主主ななそそななええ

ははげげ ああめめ かかわわ みみずず

激激ししいい雨雨でで、、川川のの水水がが
ふふ

どどんんどどんん増増ええてて、、
かかせせんんじじきき みみずず なながが

河河川川敷敷ににもも水水がが流流れれるる

作作成成年年月月日日 年年 月月
ちち くく

地地 区区

ああめめかかぜぜ つつよよ

雨雨風風がが強強くくななるるとと
でで たたいいへへんん

おお出出かかけけはは大大変変！！

けけ

家家 ママイイ・・タタイイムムラライインン
しし ままちち むむらら

市市・・町町・・村村

そそななええままででのの

おおおおよよそそのの
じじかかんん

時時間間

じじぶぶんん ふふ

自自分分ががいいるるととこころろでで降降っってて
じじょょううりりゅゅうう ああめめ ふふ

いいななくくててもも、、上上流流でで雨雨がが降降れれ
かかわわ みみずず ふふ

ばば川川のの水水はは増増ええててくくるるよよ。。

じじかかんん じじかかんん

移移動動にに時時間間ががかかかか

るるおおじじいいちちゃゃんん、、

おおばばああちちゃゃんんはは
ははやや ひひななんん

早早めめにに避避難難ししよようう。。

たたいいふふうう ぜぜんんせせんん ははっっせせいい かかわわ みみずず ははんんららんん ここうう どどうう かか

「「台台風風やや前前線線がが発発生生」」ししててかからら「「川川のの水水がが氾氾濫濫」」すするるままででののそそななええををいいつつかからら行行動動すするるかか書書いいててみみよようう！！

『『ママイイ・・タタイイムムラライインン』』ををつつくくっっててみみよようう！！！！

かか もものの ああめめかかぜぜ つつよよ

買買いい物物はは、、雨雨風風がが強強くくななるる
ままええ

前前ににすすまませせてておおここうう。。

かかんんがが たたいいふふうう ぜぜんんせせんん ははっっせせいい

みみんんなながが考考ええたた「「台台風風やや前前線線がが発発生生」」ししてて
かかわわ みみずず ははんんららんん そそなな

かからら「「川川のの水水がが氾氾濫濫」」すするるままででのの備備ええがが

『『ママイイ・・タタイイムムラライインン』』だだよよ！！

ひひつつよようう じじょょううほほうう じじぶぶんん ししらら

必必要要なな情情報報はは自自分分でで調調べべるる
ひひつつよようう

必必要要ががああるるねね。。

警警戒戒

レレベベルル１１

警警戒戒

レレベベルル２２

かかわわ みみずず いいっっきき ひひろろ ままちちじじゅゅうう

川川のの水水がが一一気気にに広広ががっってて、、街街中中がが
みみずず ううごご

水水びびたたしし。。ここううななるるとと動動けけなないいぞぞ！！

ししりりょょうう かかんんがが じじゅゅんんばばんん はは

資資料料２２でで考考ええたた順順番番ででシシーールルをを貼貼っっててみみよようう！！
ここううどどうう かか たた

オオリリジジナナルルのの行行動動もも書書きき足足そそうう！！

ききししょょううちちょょうう ははっっぴぴょょうう おおおおああめめ ちちゅゅうういいほほうう ななどど ははっっぴぴょょうう じじかかんん きき ささいい

気気象象庁庁がが発発表表すするる大大雨雨注注意意報報等等のの発発表表時時間間はは、、イイメメーージジでで記記載載ししてていいまますす。。
ひひ ななんん しし じじ ななどど じじょょううききょょうう こことと ししちちょょううそそんん ははっっししんんじじょょううほほうう ちちゅゅうういい

避避難難指指示示等等ののタタイイミミンンググはは状状況況にによよっってて異異ななりりまますす。。市市町町村村のの発発信信情情報報にに注注意意ををししててくくだだささいい。。

かかわわ みみずず ままええ

川川のの水水ががああふふれれるる前前にに、、
ああんんぜぜんん にに

安安全全ななととこころろへへ逃逃げげななききゃゃ！！
警戒

レレベベルル４４
相相当当

いいののちち ままもも

命命をを守守ろろうう！！

警警戒戒

レレベベルル３３
相相当当

ふふ かかわわ

ここののまままま増増ええるるとと、、川川のの
みみずず

水水ががああふふれれるるかかもも。。

かかわわ みみずず ははんんららんん

川川のの水水がが氾氾濫濫

警戒

レレベベルル５５
相相当当

ききんんききゅゅうう ああんんぜぜんん かかくくほほ

緊緊急急安安全全確確保保
けけいいかかいい ははつつれれいい

((警警戒戒レレベベルル５５))をを発発令令
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豪雨時の川を知る・豪雨から身を守る

1.大雨による自然災害の起こり方について、教材や資料を使って学ぶ（知る）。
2.洪水への個人の備えのあり方を考え、災害時の行動を決める（行動する）。
3.防災マップをつくり、周りの人に対策を伝える（備える）。
※本事例では長野県信濃川を例に展開

ねらい

次 時 ねらい 主な学習活動 教材

１ 1 ・ 川の特徴に応じた洪水の危険について理
解する。

・川の防災施設の働きについて理解する。

・ 川の特徴について
・川の防災対策について

スライド資料
写真資料

2 ・ 大雨による災害の起こり方について理解
する。

・大雨の情報について知る。
・大雨の情報の集め方を知る。

・雨の降り方について
・大雨による災害について
・防災気象情報について
・避難情報について

スライド資料
気象庁リーフレット

２ 3
・
4

・ハザードマップの見方を学ぶ。
・情報に応じた避難行動判断を学ぶ。
・避難行動について人に伝える。

・浸水想定について
・避難行動判断について
・避難場所について
・避難経路上の危険について
・ 安全な避難の仕方を考えてグルー

プで話し合う。

YOU@RISK
長岡市洪水HM（ハ
ザードマップ）

３ （
展
開
例
）

5
・
6

・ 状況に応じた適切な避難行動について話
し合って決める。

・ これまで学んだことをまとめて、人に伝
える。

・ 地区の大人も交えてグループで話
し合いをする。

・発表資料を作成する。
・ 各グループで作成した資料に沿っ

た発表を行う。

GW地図
GWプリント

指導計画（6時間）

高 大雨学年 災害分類 備える防災基礎力 知る 行動する
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３　
章

　今
き ょ う

日は土
ど

曜
よう

日
び

、班
はん

のメンバーで長
なが

岡
おか

駅
えき

前
まえ

に集
あつ

まっ
て学

がく
芸
げい

会
かい

の出
だ

し物
もの

の練
れん

習
しゅう

をする日
ひ

です。朝
あさ

の天
てん

気
き

予
よ

報
ほう

では、新
にい

潟
がた

県
けん

や長
なが

野
の

県
けん

の山
やま

の方
ほう

で、大
おお

雨
あめ

警
けい

報
ほう

が出
で

ていると言
い

っていました。心
しん

配
ぱい

だったので、家
いえ

の人
ひと

にスマートフォンを借
か

りて行
い

くことにしました。
　お昼

ひる
にスマートフォンの通

つう
知
ち

音
おん

が鳴
な

ったので見
み

て
みると、長

なが
岡
おか

市
し

で洪
こう

水
ずい

警
けい

報
ほう

、信
し な の が わ

濃川でレベル４相
そう

当
とう

の氾
はん

濫
らん

危
き

険
けん

情
じょう

報
ほう

が発
はっ

表
ぴょう

されたそうです。この後
あと

、ど
う行

こう
動
どう

しますか？

STEP 1

STEP 2

STEP 3

STEP 4

STEP 5

長
なが

岡
おか

駅
えき

を「自
じ

宅
たく

の場
ば

所
しょ

」に設
せっ

定
てい

する

避
ひ

難
なん

先
さき

を話
はな

し合
あ

って決
き

める

避
ひ

難
なん

経
けい

路
ろ

を見
み

てみる

避
ひ

難
なん

先
さき

や避
ひ

難
なん

経
けい

路
ろ

を変
か

えるか、話
はな

し
合
あ

って決
き

める
話
はな

し合
あ

いで決
き

めた避
ひ

難
なん

先
さき

と避
ひ

難
なん

経
けい

路
ろ

を大
おお

きな地
ち

図
ず

に記
き

録
ろく

する

◆状
じょう

況
きょう

◆話
はな

し合
あ

いの流
なが

れ

◆発
はっ

表
ぴょう

原
げん

稿
こう

信
しな

濃
の

川
がわ

の洪
こう

水
ずい

について学
がく

習
しゅう

したことを発
はっ

表
ぴょう

します。信
し な の が わ

濃川は（①　　　　　）な川
かわ

で、（② 　　　　　）
や（③　　　　　）に守

まも
られているので、すぐにはあふれません。でも、あふれてしまうと大

おお
きな被

ひ
害
がい

が
出
で

る危
き

険
けん

があります。

大
おお

雨
あめ

や洪
こう

水
ずい

が心
しん

配
ぱい

なときは、まず（④　　　　　）を集
あつ

めます。避
ひ

難
なん（⑤　　　　　）が出

で
たら、

安
あん

全
ぜん

な場
ば

所
しょ

にいるようにします。私
わたし

たちは、長
なが

岡
おか

駅
えき

前
まえ

にいるときに、もし信
し な の が わ

濃川の洪
こう

水
ずい

警
けい

報
ほう

などが発
はっ

表
ぴょう

された
らどう行

こう
動
どう

するか話
はな

し合
あ

いました。

私
わたし

たちは長
なが

岡
おか

駅
えき

から（⑥　　　　　）に避
ひ

難
なん

するのがよいと考
かんが

えました。（⑥　　　　　）までは
直
ちょく

線
せん

距
きょ

離
り

で（⑦　　　　　㎞）くらいで、浸
しん

水
すい

想
そう

定
てい

は （⑧　　　　　m）です。周
まわ

りが浸
しん

水
すい

する心
しん

配
ぱい

はありますが、建
たて

物
もの

の中
なか

は安
あん

全
ぜん

だと思
おも

います。

避
ひ

難
なん

するときには、地
ち

図
ず

に書
か

いたルートで避
ひ

難
なん

するのがよいと考
かんが

えました。理
り

由
ゆう

は（⑨　　　　　）など
の危

き
険
けん

な場
ば

所
しょ

を通
とお

らずに行
い

かれるからです。

ハザードマップを見
み

ると、信
し な の が わ

濃川が氾
はん

濫
らん

したときに浸
しん

水
すい

するかもしれない場
ば

所
しょ

はとても（⑩　　　　　）
いので、浸

しん
水
すい

が始
はじ

まってから避
ひ

難
なん

するのは危
き

険
けん

です。

信
し な の が わ

濃川の洪
こう

水
ずい

警
けい

報
ほう

などの情
じょう

報
ほう

が出
で

ているときには、避
ひ

難
なん（⑪　　　　　）の発

はつ
令
れい

を待
ま

たずに早
はや

めに行
こう

動
どう

し、
安
あん

全
ぜん

な場
ば

所
しょ

にいることが大
たい

切
せつ

だと分
わ

かりました。

◆まとめ

防災学習プリント例

状
じょう

況
きょう

に応
おう

じた判
はん

断
だん
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展開例（5〜6時）
1.状況に応じた適切な避難行動について話し合って決める（備える）。
2.これまで学んだことをまとめて地域の大人に伝える（行動する）。ねらい

時 主な学習活動 指導上の留意点

導
入

１.前の時間までの振り返りをする。
○町内会ごとのグループに分かれる。

○ 信濃川の洪水について学習したことを、防災学習
プリントの①〜③に書く。

○ 洪水が心配なときにやるべきことを、プリントの
④〜⑤に書く。

○A3地図を見直す。
○ プリントの「状況」を聞き、みんなでいっしょに避

難するときの避難先を話し合いで決める。

◎前時に作成したA3地図を配る。
◎防災学習プリントと大きな地図（B0版）を配る。

◎ 大きい川で洪水が起きるときは、どんな特徴があった
かを確認する。

　プリント解答：①大きい②ダム③堤防

　プリント解答：④情報⑤かんこく（勧告）

◎ プリントの「状況」を読み上げ、状況が違えば避難先や
経路の選択判断も違うことを伝える。

◎ 避難先や経路は人によって違うので正解はないが、皆
でいっしょに避難するときは一つだけを選ばなくては
ならないことを確認する。

展
開
①

2.グループワークを行う。
○グループ内で自己紹介する（名前だけ）。

○ 大きな地図上で長岡駅を探し、●青シールを貼
る。

○ パソコンまたはタブレットで「YOU@RISK」を開
き、長岡駅を「自宅の場所」に設定する。

◎ 地図上で駅の場所を見つけられるかを確認する。

◎ 「YOU@RISK」（ユーアットリスク）の操作をする人
を班で１人、事前に決めておく。

◎資料などを用いて使い方を説明する。
◎ 「YOU@RISK」を使うことで、いろいろな状況での避

難先や避難経路を調べられることに気付かせる。

信濃川は大きい川で、川幅が広く、ダムや堤
防に守られているのですぐにはあふれない
が、長い時間、広い範囲で雨が降ってあふれ
てしまうと、大きな被害になりやすい。

状況に合わせた正しい避難の仕方を話し合おう！

防災学習プリント３：ハザードマップで調べる

ふり返り
・大雨のとき、川の近くでは（① ）に注意する
・大雨が心配なとき、まず（② ）を集める

ひなん ひなんかいし

・レベル４の避難（③ ）が出たら避難開始する
※避難情報だけでなく色々な情報を集めてはんだんしましょう！

１．開く
（授業では）「 」のアイコンをクリック
（あとで見るとき）右の２次元バーコードを読み取る

そうていさいだい きぼ しんすいそうていくいき

想定最大規模の浸水想定区域とは？

そうさ

の操作方法

じたく しんすいそうていくいき

自宅の浸水想定区域を調べよう

きぼ

めったにふらない最大規模の大雨で、川の色々な場所
はんらん しんすいしん

が氾濫するシミュレーションをしたときに、浸水深が
最も ④ くなる結果を重ねたもの。

自宅が含まれるところに〇をつける

しんすいしん

浸水深

かおくとうかいとうはんらんそうていくいき

家屋倒壊等氾濫想定区域

参考：長岡市洪水ハザードマップ

いいえ

いいえ
はい

はい

はい

木造？

階建以上？

階建以上？

※おうちの人に
きいてみよう

かがんしんしょく

河岸浸食

はんらんりゅう

氾濫流

川の流れで
地面がけず
られる

洪水の流れ
で家などが
流される

⑦

⑧

〜
かい しんすい
階以上が浸水

〜
かい しんすい

⑤ 階が浸水

〜
かい しんすい

⑥ 階が浸水
みまん
未満

ゆかしたしんすい
床下浸水

◎

２．地図のそうさ

地図を動かす：
左クリックした
まま動かします

拡大・縮小：
真ん中のボタン
を回します

元の位置にもどる

けんさく

場所を検索する
えいせいがぞう

地図と衛星画像
を切りかえる

３．自宅を登録する
① 自宅の場所 をクリック
② 地図上をクリック

①
②

①
②

４．ハザードマップを見る
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３　
章

１．火山噴火による被害について理解することができたか。
２．火山噴火に備えて、自分たちにできることを考えることができたか。ねらいに対する評価

時 主な学習活動 指導上の留意点

展
開
①

○ 「YOU@RISK」をメニュー2に進めて、ハザード
マップを表示し、どう行動したらよいか考える。

○避難先と避難経路について話し合う。
・長岡駅の浸水深は何mか
・駅前にそのままいてよいか

○ 「YOU@RISK」をメニュー3に進めて、地図左上
の「同心円」をクリックする。大体の距離を確認し
ながら、避難場所を話し合いで決める。

○  「YOU@RISK」をメニュー4に進めて、「避難経
路」をクリックする。
・最短経路、危険箇所、標高グラフが表示される

のを確認する
・避難先と避難経路を話し合う

○大きな地図に記録する。
・危険箇所：●赤シール
・避難先：●緑シール
・避難経路：緑のペン

3.まとめをする。
○ 話し合って決めた避難場所やその理由などをプリ

ントの⑥〜⑨に書く。

○ 川があふれてからではなく、早めに避難すること
が大事だということに気付き、どう行動すればよ
いかをプリントの⑩〜⑪に書く。

○発表の練習をする。

◎ 避難場所は「遠すぎない」「なるべく浸水しない」所に
するよう促す。

◎ 橋やアンダーパス、低い場所は、大雨で通れなくなる
可能性があることを説明する。

◎ 通れなくなった場合を考えて、避難場所を変えるか、
避難経路を変えるか、話し合って決めさせる。

◎ 大雨時の避難について、話し合いで意見をまとめさせ
る。

◎ 川があふれたとき、遠すぎず浸水しない所に避難場所
があるかどうか質問し、考えさせる。

◎ 信濃川では広い範囲で浸水するため、安全に逃げられ
る場所はほとんどないことに気付かせる。

◎ 川があふれてしまってからでは遅いので、早めに避難
することが肝心。「避難勧告」を待たずに、洪水注意報
や警報が出たら、常に安全な場所にいることを伝え
る。

◎発表の分担は事前に決めておく。

5分休憩

防災学習プリント４：安全な避難ひなん行動を考える
ひなん

避難場所

ひなん けいろ きけん かしょ

避難経路上の危険箇所

ひなん

避難行動について考えをまとめて人に伝えてみよう
わたし しなのがわ
私の住む ① 町内会は信濃川が近くて自然ゆたかなところです。

こうずい
でも、川の近くなので洪水が心配です。大雨がふったり、ふりそうなとき

きけん
には、テレビやラジオ等で ② ます。台風など、危険な大雨
じょうほう しんすい ひなん
の情報が早めに出ているときには、浸水しない遠くの場所に避難します。

ひなん ひなん
遠くに避難できないときに避難 ③ が出されたら、私の家は

しんすいそうてい 地図① 地図② ひなん
浸水想定が なので に避難します。

ひなん ひなん 地図③
近くの避難場所に避難しなくてはいけない時は

ひなん 地図④
に避難するつもりです。と中には

ひなん
があるので、そこを通らないように地図に書いたルートで避難します。

他の人の考えを聞いてみよう
気が付いたことや分からなかったことを書きましょう。

しつもん

こんな質問もしてみよう！
ひなん

・避難場所がいっぱいで入れ
なかったらどうしますか？

・と中の橋がこわれていたら
ルートはどうしますか？

・もしも柿川もあふれたら
ルートはどうしますか？

かいせつ ひなん

…市が開設する避難できる建物
ふくし ひなん しょう

…福祉避難室 お年よりや赤ちゃん、障がい者等のための別室 あり
ふくし ひなん かいご

…のちに福祉避難所なり、介護が必要な人も受け入れる

すいぼつ かのうせい

地下道・アンダーパス…水没して通行できなくなる可能性がある
ひじょう きけん

橋…………………………こわれたり流されたりして非常に危険
すいぼつ かのうせい

低くなる場所……………水没して通行できなくなる可能性がある

まとめ

の操作方法
５．避難場所を選ぶ

① を

② 地図の
場所を

③
を

③

②

同心円
を見る

６．避難経路を見る

②① を

② 避難経路
を
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時 主な学習活動 指導上の留意点

展
開
②

4.グループごとに発表する。

○自己紹介をする。
○信濃川の洪水時の避難の仕方について発表する。

○地域の人からの質問に答える。

◎ 各グループの発表は、オンラインで地域の人にも聞い
てもらう。

◎発表後、地域の人から質問や感想をもらう。

展
開
③

5.大人を交えてグループワークを行う。

○ 柿川のハザードマップで見て、町内会ごとの避難
場所について考える。

○柿川の特徴について話し合う。

○柿川が氾濫したときの様子を地域の人に聞き、プ
リントなどに記入する。

○町内会や自宅の浸水深を見る。
○避難先と避難経路を話し合って決める。
○プリントにまとめる。

◎ハザードマップを配る。

◎ これまでの学習や経験を通して知ったこと、感じたこ
と、考えたことを話し合わせる。

◎柿川が過去に何度も氾濫したことを伝える。

◎ 自宅が浸水したり、電気や水道が止まったりして避難
所に行かなくてはいけない場合を考えて、近くの避難
場所を確認する。

ま
と
め

6.柿川の特徴と避難行動についてまとめる。

・小さい川
・短時間でもあふれる
・信濃川より浸水範囲が狭い
・○○が最初にあふれる
・川からすぐに離れる
・家に戻る　など

○まとめたことを発表する。

◎柿川の特徴や昔の災害の話などについて考えさせる。
◎ 柿川の近くで大雨が降りそうなときは、どう行動すれ

ばよいか考えさせる。
◎ 橋やアンダーパスなど危ない場所に近づかず、安全な

建物にすぐに避難することを伝える。

◎代表して何人かに授業の感想を発表させる。
◎地域の代表者から感想をもらう。

大雨で柿川があふれそうなときの避難先について、地域の人といっしょに考えよう！

1. 地図や情報ツールを活用して、状況に応じた適切な避難行動について話し合って決め
られたか。

2.これまで学んだことをまとめて、地域の大人に伝えられたか。

ねらいに対する評価
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３　
章

活動時の様子

デジタル地図上で地域の災害リスクを調べる
ことができる「YOU@RISK」。

状況に応じた避難行動について話し合う。 オンラインで地域の人とつながり、学んだこ
とを共有する。

使用教材・準備物、留意事項
参考資料・サイト
●YOU@RISK（防災科研）
　https://nied-weblabo.bosai.go.jp/yourisk-nagaoka/index.html
　「 ①自宅を探す②周囲の避難場所を探す③避難経路を確認する」の手順で操作し、自宅と避難場所のハザードマップの

色、避難経路の距離や危険箇所を調べてまとめさせる。

●長岡市洪水ハザードマップ（長岡市）
　https://www.bousai.city.nagaoka.niigata.jp/hazard-map/fl ood.html
　・ 令和４年3月に更新、想定最大規模、令和元年の台風19号の教訓を踏まえた「長岡方式の避難行動」を掲載してい

る。
　・ 気候変動や土地利用の変化、法律の改正や科学技術の進歩によって頻繁に情報が更新されるため、常に最新の情報

を確認する必要がある。

●洪水浸水想定区域図（国土交通省 北陸地方整備局 信濃川河川事務所）
　https://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/bousai/hanran/map01.html#type_list2
　・平成27年の水防法改正を受けて、平成28年5月に想定最大規模の降雨による予想に拡充された。
　・想定最大規模、計画規模、浸水継続時間、家屋倒壊等氾濫想定区域が掲載されている。

●治水地形分類図（国土地理院）
　・資料
　　 https://maps.gsi.go.jp/#16/37.439693/138.844335/&base=std&ls=std%7Clcmfc2&blen

d=0&disp=11&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
　・凡例
　　https://maps.gsi.go.jp/legend/lcmfc2_legend.jpg
　・解説
　　https://www.gsi.go.jp/bousaichiri/fc_index.html
　・昔の川の位置（旧河道）や堤防などの位置を調べる。
●雨の強さと降り方（気象庁）
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防災教育
ワンポイント

災害に備え、命を守る行動の
意思決定を学ぶ 「YOU@RISK」

「YOU@RISK」で地域の災害リスクを調べる
　「YOU@RISK」は、児童・生徒が地域の災害リス
クに対して主体的に行動する態度を育むことを目指
し、地域で起こりうる災害の危険性を知り、災害に
対して適切な行動を考えることができる学びの機会
を提供するICTツールです。
　インターネットに接続できるパソコンやタブレッ
ト端末を使用して、デジタル地図上で地域の災害リ
スクを調べることができ、いざというときの避難先

や経路を検討することができます。
　一部のモデル地域の学校と協力した実証実験を踏
まえ、洪水、津波の災害リスクを対象にモデル地域
に限定したベータ版を公開しています。今後は、地
震、津波、洪水、土砂くずれなどの地域で起こりう
る様々な災害リスクに対して、全国のいろいろな地
域や学校で活用できる防災教育ツールとして展開す
る予定です。

　子供の防災教育においては、自分の命は自分で守る力を育てることが最も大切です。そのためには、一人
一人が災害に対して正しい知識をもった上で、日頃から必要な備えをしておくこと、そして万が一災害が起
きても、いざというとき、自分がいる場所や周りの状況から考えて、身を守る安全な行動をとるための正し
い意思決定が重要になります。

※画面イメージ

▲

YOU@RISK（国立研究開発法人 防災科学技術研究所）
　https://youatrisk.bosai.go.jp/
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洪水の学習例

　洪水のハザードマップを使って、洪水への備えに
ついて学習します。洪水から自分の命を守るため
に、自分の住んでいる地域の危険を理解して、安全
に避難する方法を考えましょう。「あなたの避難計

画」では、災害が起きたときに、自分がいる場所で
はどのようなことが発生するのか、また、それをも
とにどのように避難するのかを検討することができ
ます。

〈ハザードマップを使って洪水に備えよう〉

地図上で現在地を「自宅の場所」として登録
し、洪水のハザードマップを表示させます。
浸水の深さによって色分けされています。

安全に避難できる場所がどこにあるかを調べ
ます。例えば、公共の避難場所、安全な場所
にいる親戚や知人の家、旅館やホテル、また
は車で移動する場所など。同心円をクリック
すると、直線距離が表示されます。

決めた避難場所にどのように移動するかを考
えます。 避難経路候補 �をクリックすると、
避難経路の候補が4つ表示されます。
・徒歩で、避難所要時間が最短になる経路
・車で、避難所要時間が最短になる経路
・徒歩で、危険箇所を回避する経路
・車で、危険箇所を回避する経路
どの経路がよいか比べながら、経路を決めま
す。

1 自分の町のハザードマップを見てみよう

2 洪水から避難する場所を調べてみよう

3 どのように避難するかを考えてみよう

ハザードマップの見方

浸水の深さ

家屋倒壊等反乱想定区域

河岸侵食：地面が削られる

氾濫流：家が流される

5m～10m→� 3階以上が浸水

3m～5m→� 2階が浸水

50cm～3m→�1階が浸水

50cm未満→� 床下が浸水
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防災教育
ワンポイント

地名には災害リスクのヒントが
隠されている

取り組みや活動の目的・ねらい
　子供たちにとって最も身近な地域素材といわれて
いるものの一つに「地名」があります。特に防災だけ
を意識したものではありませんが、地名を題材にし
た社会科の授業の教材化研究や有効性評価など、す
でに研究がなされています。
　しかし、子供たちを自然災害から守ることを前提

に地名を題材にした防災教育については、学校教育
の中で広く普及するような実践の蓄積はまだ多くは
ありません。ここに、学校が家庭や地域と連携して
行う防災教育の一つの可能性があると考えられま
す。ここでは、仙台市内の生涯学習の枠組みによる
実践事例の概要を紹介します。

取り組みや活動の内容
　本プログラムは、小学校高学年を主対象に、生
涯学習の枠組みである「ながまち学びネット推進委
員会」が主催する子供防災キャンプ（1泊2日）の中の
主プログラムとして実践されたものです（子供防災

キャンプの全体概要は参考文献①を参照）。
　情報収集に3時間、情報整理に3時間程度で活動
し、仙台市立鹿野小学校体育館を主会場として行い
ました。

（1）課題設定とチーム編成
　災害から子供たちの命を守るためには、自分たちが暮
らす身近な地域の自然と人々の生活とのかかわりを学ぶ
ことが重要と考え、身近な地域素材としての地名の意味
を探る課題を設定しました。
　自然地形に基づいた地名の場合は、理科との接点をも
つことができ、その地域における人々の生活から社会科
との接点ももつことができます。対象とした地名は、当
該地域にある①鹿

か

野
の

、②矢
や

流
ながれ

、③砂
すな

押
おし

、④泉
いずみ

崎
ざき

です。5
人前後で小・中学生の混合チームを編成し、チームごと

に担当する地名を割り当てました。
　当該地名の選択の背景には、鹿野と土砂災害（地すべ
り等）、矢流と土砂災害（土石流）、砂押と河川による土
砂運搬、泉崎と扇状地といったそれぞれの関係性があ
り、子供たちがわずかでもその関係性を見いだすことを
目指しました。なお、当該地域とその周辺には、大

おお

塒
とや

や
畑
はた

塒
とや

、中
なか

谷
や

地
ち

、鍋
なべ

田
た

、元
もと

袋
ぶくろ

、鹿
しし

落
おち

坂
ざか

など、地形や災害と
の関係性を見いだしやすい地名（旧地名を含む）が数多く
存在します。

（2）学習プロセス
　最初に地名の意味についてチームとしての仮説を立
て、その仮説を確かめる学習活動を展開しました。主な
学習方法は、担当地域のまち歩きと住民インタビューの
実施、インターネット情報の活用、昔と最近の地形図の
比較としました。なお、まち歩きやインタビューでは、
直接的に地名の意味を調べることに加え、地域ごとの自
然や歴史など、地域に根ざした多様な情報を獲得するこ
とを目指しました。また、獲得した情報を発見カードと
して整理し、最終的にチームごとの防災マップとして成
果をまとめました。

（a）まち歩き

活動の様子

（b）情報収集活動

（c）防災マップ作成 （d）成果発表
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取り組みによる学びの効果
　鹿野の地名を担当したチーム（5人）の最初に立て
た仮説と、活動後の結論の変化について、学びの効

果として以下に示します（鹿野地区の地形図は図1
を参照）。

　昭和初期の笹谷街道（旧国道286号線）沿いの山
裾にのみ鹿野の集落が線状に形成されていることが
確認できます。鹿野には藩政時代からの鹿

しし

除
よ

け土手
の遺構が一部残るなど、動物の鹿が古来より身近な
存在となっています。
　メンバーの多数決によりチームとして立てた仮説
は、鹿野という地名の由来は、全員一致で「鹿野のあ
たりは昔、鹿が多く生息していた野原だったからだ
と思う」でした。一方で、活動後の結論は、「立てた

仮説と同じ」が1人、「地すべりがあるところに鹿（シ
シ）という漢字が使われるから、鹿野は地すべりのあ
る所」が3人、「立てた仮説と地すべりのどちらもあり
える」が1人と、最初の仮説から変化しました。
　鹿野と地すべりとの関係性が多数意見となりまし
たが、その主な判断材料は、ローカルな学習材をデ
ジタル共有化し、著者らが構築している地域の防災
情報共有プラットフォーム（参考文献②参照）による
ものでした。

※日本地図センターによる「地図で見る仙台の変遷」を引用して加筆

（a）昔の地図（今から80年前、昭和初期） （b）最近の地図（平成10年頃）

図1  チーム担当エリアの一例（鹿野：現在の鹿野1～3丁目、鹿野本町）

参考文献

❶ 佐藤健・村山良之「地名を題材にした防災教育プログラムの実践」（『日本安全教育学会第13回大阪大会プログラム・
予稿集』 pp.45-46）、2012年11月

❷ 佐藤健ほか「自然と社会の地域学習に基づいた小学生のための災害安全教育モデルの開発と実践－仙台市長町地域を
例に－」（『安全教育学研究 第9巻第1号』 pp.31-48）、2009年3月

まとめ
　地名を題材とした防災教育には大きな可能性があると考えます。また、地域素材を共有化するためには、子
供たちが地域素材を容易に入手できるよう、デジタル化された学習支援システムが必要だと考えられます。

メッセージ
　地名には、その土地で過去に起きた災害の歴史や自然条件などを知るためのヒントが隠されていることが
あります。自分が住む土地の特徴を地名からひも解いて理解するということは、その土地で必要な防災対策
を考えるうえで大きな意味があります。
　地名が変更されている場合は、旧地名を調べる必要があります。地理院地図等を活用することにより、土
地利用の変遷や各年代における地名を含む歴史の流れを地図上で確認することができます。
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防災教育
ワンポイント

トマトマカロニ

サバ・メシレシピで災害を乗り越える

取り組みや活動の目的・ねらい
　「サバイバルめし」は災害時の非常食のことで、
「サバ・メシ」などと略して使用されることもありま
す。また、「サバ・メシ」と関係深いキーワードとし
て、私たちの日常生活に欠かすことができない生活
の基盤になる電気、ガス、水道、電話などの総称と
しての「ライフライン」があります。
　大地震などが発生した災害時には、ライフライン

が被害を受け、私たちの生活はたちまち不便になる
ことが少なくありません。そのような中でも私たち
人間は、命と健康を守るために食べることが必要と
なります。カセット式の卓上コンロ一つで、できる
だけ水を使わなくても、工夫次第でおいしい食事を
作ることができます。ここでは、仙台市内の生涯学
習の枠組みによる実践事例の概要を紹介します。

取り組みや活動の内容
　本プログラムは、小学校高学年を主対象に、生涯
学習の枠組みである「ながまち学びネット推進委員
会」が主催する「サバ・メシづくりコンテスト」として

実践されたのもです。太白区中央市民センター調理
室が主会場となりました。コンテストの中で、実際
にある親子が考えたサバ・メシレシピを紹介します。

▶作り方

1 缶詰の具材と水を鍋に入れ、火にかける。
(トマトソースやツナを先に鍋に移して
から缶に水を入れると、無駄がない)

2 煮立ってきたらマカロニを入れ、時々か
き混ぜながら10分程度煮込む。

3 ブイヨンとバルサミコ酢で味を調えてか
ら、もう一度煮立たせる。

4 火を止め、ふたをして5分ほど蒸らした
ら、できあがり。

サバ・メシレシピ（例1）

▶材料（4人前）
トマトソース缶 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1缶
ミックスビーンズ缶 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1缶
ツナ缶 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2缶
マッシュルーム缶（スライス）・・・・・・・・・・・・・ 1缶
マカロニ（ペンネ） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 100g
水 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約1カップ
バルサミコ酢 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約大さじ2
ブイヨン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１個

ポイント

● 災害時の食事というとおにぎりやパンが多いこと
から、少し違った料理を考えた。

● 手に入りやすく、長期保存できる食材を使った。
● 栄養のバランスや調理のしやすさにも配慮した。
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あんかけ風ホタテごはん

サバ・メシレシピ（例2）

まとめ
　災害発生時のアイデア料理を親子で考え、実際に調理してみることを通して、地震への備えを家族で話し
合う機会とすることができます。また、家族で考えたレシピや子供たちのグループで考えたレシピで実際に
調理し、家庭科の授業として応用することもできます。

メッセージ
　日本災害食学会という研究団体や、サバ・メシレシピコンテストが開催される地域もあります。また、災
害時の非常食について考えることは、栄養バランスの重要性や家庭内備蓄の必要性、災害時のライフライン
の供給支障やトイレ問題など、多様な発展学習につなげることもできます。

無洗米 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2合
（無洗米は時間も短縮でき、貴重な水も節約できる）

ホタテ貝柱水煮缶詰 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1缶
まめ麩 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量（お好みで）
たけのこ水煮 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1袋
きのこの缶詰 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/2缶
乾燥たまごスープ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4袋
水溶き片栗粉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
水 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量

▶材料（3人前）

▶作り方
〈ホタテごはん〉

〈あんかけ〉

1 土鍋に無洗米と水470cc、ホタテの缶
詰を加え、30分浸漬させる。

1 まめ麩を水につけて戻す。

2 鍋を火にかけ、強火で5分炊く。

2 鍋に水500ccを入れて沸騰させ、たけ
のこ、きのこを入れる。

3 沸騰したら、弱火にしてさらに10分炊
く。

3 ②に乾燥たまごスープ、まめ麩を入れ、
水溶き片栗粉を加えてとろみをつける。
ホタテごはんにかけてできあがり。

4 火を止めて10分蒸らす。

ポイント

● 調味料を使わずにできる。
● 幼児やお年寄りにも食べやすく、好む味を

考えた。
● 栄養豊富な麩を食材として使った。
● 災害時に不足がちで要望の多い野菜をプラ

スした。
● 日持ちがして、野菜くずも出ない。
● 缶詰だけでなく、パック品や乾燥スープを

使用した。
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防災教育
ワンポイント

アーカイブを活用して
小学生ができることを学ぼう

防災教育では、身を守る方法だけでなく、被災時に児童が復興の力となれることを学ぶのも大切です。アー
カイブを活用し、過去の事例を知ることで、自分たちにできることを考えます。

時 主な学習活動 指導上の留意点

導
入

○�夏季休業中の防災マップづくりの学習を振り返
る。
○�アーカイブを活用して、日頃の防災学習や避難訓
練の大切さを学ぶ。
○�学習課題を把握する。
　�〈学習課題〉

◎これまでの防災の学習と本時を関連付ける。

※心のケアに関して、事前に配慮の必要な児童がいるか
どうかの確認を行う。配慮が必要な児童がいる場合に
は、あらかじめ学習内容を伝え、該当児童及び保護者
と学習への参加について相談する。

展
開
①

○�アーカイブが作成された目的について理解する。 ◎�アーカイブが作成された目的と、収録されている資料
を簡潔に説明する。

アーカイブ活用学習のねらい
1.�災害に関する資料保存についての意義やその活用
方法を理解することができる。
2.�アーカイブを活用して災害について調べ、災害の
教訓から自分たちに生かせることを考え、防災の
学習への関心を高める。

学習内容
1.�アーカイブの意義と活用方法について学ぶ。
2.�東日本大震災津波の様子を調べる。
3.�震災津波の経験から自分たちに生かせることを考
える。

※本事例では、岩手県西和賀町立湯田小学校を例に展開。

出典：�いわて震災津波アーカイブ
提供者：一般社団法人SAVE�IWATE、岩手県沿岸広域振興局大船渡保健福祉環境センター

「アーカイブ～希望～」を使って、東日本大震災
の様子を調べ、これからの自分たちに生かそう。

「いわて震災津波アーカイブ～希望～」を活用した授業
http://iwate-archive.pref.iwate.jp
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時 主な学習活動 指導上の留意点

展
開
①

○�学校で支援を行っている吉里吉里小学校のある大
槌町の被災の状況をアーカイブで調べる。

○�アーカイブの「テーマから探す」の「そなえ」や「結
いの力」等のコンテンツを自由に閲覧し、アーカ
イブの操作方法や収録されている資料について知
る。

◎�学校で行っている復興教育と関連させながら学習を進
めさせる。
◎�指導者が閲覧するコンテンツを指示しながら、アーカ
イブの活用方法を学習させる。
◎�アーカイブの「ピックアップコンテンツ」の「【児童・生
徒用】震災津波から学ぼう」を簡単に紹介する。

◎�本時ではアーカイブの意義を確認し、「テーマから探
す」のコンテンツを中心に閲覧する。「詳細検索」につ
いては触れない。

展
開
②

○�アーカイブの「結いの力」の「避難」に収録されてい
る新聞資料「被災地の子�奮闘」から、震災津波の
とき、当時の小・中学生が避難所でみんなのため
に行っていたことを調べ、分かったことをワーク
シートに記入する。
○��班内で調べて分かったことを交流する。

◎�アーカイブに収録された20万点を超える資料から必
要な情報を収集できる技能を身に付けるためには、段
階的に学習していく必要がある。本時では、「テーマ
から探す」に収録されている新聞資料を活用して調べ
させる。

ま
と
め

○�本時の学習を振り返り、これからの自分たちに生
かせることや感想等をワークシートに記入する。
○�全体で交流する。

評価の観点
1.�アーカイブの意義と活用方法を理解することができた。
2.�東日本大震災津波の経験を調べ、自分たちに生かせること、参考になることを考えることができた。
3.�現在行っている地域の防災に関する学習についての意欲を高めることができた。

　国立国会図書館のポータルサイト「ひなぎく」で
は、東日本大震災に関するデジタルデータを一元
的に検索・活用できます。国立国会図書館だけで
なく様々な団体のデータベースから約458万件の
動画や写真などのコンテンツが検索可能（令和5年2
月末現在）。アーカイブを活用した授業に利用して
みましょう。

様々なアーカイブを使ってみよう

原子力施設

国立国会図書館 東日本大震災アーカイブ「ひなぎく」
https://kn.ndl.go.jp/

原子力施設
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防災教育
ワンポイント 弾道ミサイルから身を守る行動

Ｊアラートとは
　Jアラートは、弾道ミサイル情報、緊急地震速
報、津波警報などの緊急情報を国から瞬時に伝達す
るシステムです。携帯電話やスマートフォンに配信

される緊急速報メールや市町村防災行政無線などに
より、緊急情報を流します。

　弾道ミサイルは、射程距離が長く、高速度で飛行するミサイルです。発射から 10 分ほどで目的地に到達
する可能性もあります。ミサイルが日本に落下する可能性がある場合は、全国瞬時警報システム「Ｊアラート」
が発令され、速やかに避難行動をとる必要があります。

どんなときにＪアラートが
発令される？

情報はどのように流れてくる？Q Q
Ｊアラートは、弾道ミサイルが日本の領土・領
海に落下する、または領土・領海の上空を通過

する可能性がある場合に発令されます。排他的経済水域
（EEZ）など、領海外の周辺海域にミサイルが落下する
可能性がある場合には、Ｊアラートではなく、船舶や航
空機に対して迅速に警報を発します。

Ｊアラートが発令されると、市町村の防災行政
無線等が自動的に起動し、屋外スピーカーから

警報のサイレン音とメッセージが流れるほか、携帯電話
にエリアメールや緊急速報メールが配信されます。な
お、このような情報は、弾道ミサイルに注意が必要な地
域の人に対して伝えられます。

A A

①ミサイル発射情報・避難の呼びかけ

②直ちに避難する
　ことの呼びかけ

③落下場所等に
　ついての情報

②ミサイル通過情報
② 落下場所等につい

ての情報

追加情報

日本の上空を
通過した場合

日本の領海外の
海域に落下した場合

日本に落下する可能性あり

〈メッセージ例〉
ミサイル発射。ミサイル発
射。北朝鮮からミサイルが
発射されたものと見られま
す。建物の中、または地下
に避難してください。

〈メッセージ例〉
直ちに避難。直ちに避
難。直ちに建物の中、ま
たは地下に避難してくだ
さい。ミサイルが、●時
●分頃、●●県周辺に落
下するものと見られます。
直ちに避難してください。

〈メッセージ例〉
ミサイル落下。ミサイル
落下。ミサイルが、●時
●分頃、●●県●●市周
辺に落下したものと見ら
れます。続報を伝達しま
すので、引き続き屋内に
避難してください。

〈メッセージ例〉
ミサイル通過。ミサイル通過。
先程のミサイルは、●時●分
頃、●●へ通過したものと見
られます。不審な物を発見し
た場合には、決して近寄らず、
直ちに警察や消防などに連絡
してください。

〈メッセージ例〉
先程のミサイルは、●時●分
頃、●●海に落下したものと
見られます。不審な物を発見
した場合には、決して近寄ら
ず、直ちに警察や消防などに
連絡してください。

弾道
ミサイル
発射

Jアラートによる情報伝達の流れ（例）
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状況に応じた避難方法　～もし弾道ミサイルが落下したら～
　弾道ミサイルが着弾した場合、爆発による強風が
発生したり、破壊された建物の破片や割れた窓ガラ
スなどが飛んできたりする可能性があります。こう

した爆風や破片などによる身体への被害を避けるた
め、状況に応じた避難行動をとる必要があります。

爆風や破片などによる被害を避けるため、近くの建
物の中か地下に避難します。

爆風で窓ガラスが壊れる危険性があるため、窓から離れ、できれば窓のない部屋へ移動します。

爆風や破片などによる被害を避けるため、物陰に身
を隠すか、地面に伏せて頭部を守ります。

出典

●内閣官房 国民保護ポータルサイト　「弾道ミサイル落下時の行動」
　https://www.kokuminhogo.go.jp/kokuminaction/index.html

屋  外

屋  内

● 近くに建物があるとき ● 近くに建物がないとき

学校

車を運転中市街地

近くの建物の中に避難する。

安全な場所に車を停め、車か
ら離れる。

地下街や建物の中などに避難
する。

コンクリートや塀に身を寄せる。 電車の中では窓から離れ、姿
勢を低くする。

窓から離れて、身を守る。

近くに建物がないときは、そ
の場で伏せて、頭部を守る。

●屋外 ●屋内
口と鼻をハンカチで覆い、現場から直ちに離れ、
密閉性の高い屋内または風上へ避難します。

換気扇を止めます。また、窓を閉め、目張りを
して室内を密閉します。

近くにミサイルが落下したら

教室教室 家の中 オフィスなど

窓から離れる。 窓のない廊下などに避難する。机の下で身を守る。 机の下に身を隠す。
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防災教育
ワンポイント 放射性物質から身を守る安全行動

平常時の知識の習得

原子力災害学習のねらい
1.�原子力災害の危険性を予知し、災害が発生したと
きに安全な行動をとれるようにする。
2.�原子力についての基礎知識を学んだ上で、危険予
測能力、対応能力を育成する。

ポイント①

ポイント②

ポイント③

　原子力災害は、放射性物質という目に見えない危険物から身を守らなければならないことが、ほかの災害
と異なります。そのため、知識を習得するとともに、危険を予測して安全行動をとることが重要です。

展開例

知識の習得
・ 原子力発電のしくみ
・ 原子力災害の危険性

安全行動の習得
・ 災害段階ごとの  

安全行動
・避難行動

時 主な学習活動 指導上の留意点

1.原子力発電のしくみを理解する。

２. 事前の情報を集める。
○�災害時に問い合わせする場合の情報源を事前に調
べ、リストを作成する。
○�学校や家の近くで避難できる公共施設（指定避難
所等）がどこにあるかを事前に確認する。

3.グループワークを行う。
○避難ルートのマップを作成し、避難できる場所の
施設名を記し、マークを付ける。

◎�災害時の対応力を身に付けるため、災害前に予備
知識を得ておくよう促す。

4. 平常時に調べたことを、万一の災害時に役立て
るようにする。

◎�平常時の事前学習、情報収集が災害時に役に立つ
ことを理解させる。

導
入

展
開

ま
と
め

●テレビ　●ラジオ　
●インターネット　 
●緊急速報メール
●防災行政無線　●広報車など

校外で活動する際、学校の近くで避難できる公共施設（指
定避難所等）がどこにあるかをあらかじめ確認しておく。

原子力災害発生時に迅速に対応できるよう、情報の収集手
段や問い合わせ先を確認しておく。

原子力発電のしくみや災害時の対応について理解を深めて
おく。

災害時
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　原子力災害は、原子力発電所の事故などにより、放射性物質が放出
される災害です。原子力発電所で事故が発生し緊急事態となった場合
に、「PAZ」と「UPZ」の2つの区域を設けることになっています。
　IAEAの国際基準を参考に原子力災害対策指針では、「PAZ」は原子
力発電所から半径約5km、「UPZ」は原子力発電所から半径約30km
を目安として、地域の状況により設定されます。学校や児童の居住地
がいずれかに属するかについて把握しておく必要があります。

災害発生時の安全行動
　原子力災害が発生した場合、その災害の情報を知り、危険から身を守る行動をとることが重要です。ま
た、場面ごとの安全行動がとれるよう対応します。

場面 基本の対応 留意事項

始業前
（登校時）

・登校前であれば登校させない。

・�登校し始めた児童は登校させた後、帰宅
に支障があると考えられる場合は、安全
が確認できるまで学校に待機させる。
・帰宅に支障がない場合は帰宅させる。

◎登校前の時間であれば、保護者に連絡する。
◎学校周辺の通学路に出て状況を確認する。
◎登校してきた児童や屋外にいる児童は直ちに校舎内
に入れる。
◎登校していない児童については保護者に問い合わせ
る。
◎スクールバスを利用している場合はバスの運転手に
連絡し、乗車の中止を伝える。すでに乗車している
場合は、原則として一旦学校に登校させる。

始業後～
終業前

（校内にいる場合）

・�帰宅に支障があると考えられる場合は、
安全が確認できるまで学校に待機させる。
・帰宅に支障がない場合は帰宅させる。

◎屋外にいる児童は直ちに校舎内に入れる。
◎保護者に連絡の上、帰宅させる。

校外活動中
（遠足など学校か

ら離れた場所）

・�現地の安全な建物などにとどまり、学校
からの指示を待つ。

◎�児童を安全な場所に待機させたら、学校に待機場所
を報告する。

放課後 ・�帰宅に支障があると考えられる場合は、
安全が確認できるまで学校に待機させる。
・帰宅に支障がない場合は帰宅させる。

◎学校の敷地内にいる児童は直ちに校舎内に入れる。
◎�部活動中の場合は、活動を終了して集合させ、安全
行動をとれるようにする。
◎保護者に連絡の上、帰宅させる。

「PAZ」「UPZ」って何？

PAZ（Precautionary Action Zone）
＝原子力発電所から半径約5kmの区域
　放射性物質が放出される前の段階から予防的に「避難」する。

UPZ（Urgent Protective action planning Zone）
＝原子力発電所から半径約30kmの区域
　�放射性物質の放出前の段階において、学校や自宅などに「屋内退避」
する。

UPZ
半径約30km圏

PAZ
半径約5km圏

原子力施設
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防災教育用語集

アンダーパス
交差する鉄道や道路などの下を通るため、周辺より低く
なっている道路のこと。地面を掘り下げて設置されてお
り、前後区間に比べ急激に低くなっているため、雨水が
流れ込みやすい。豪雨の際の通行は非常に危険になる。
アンダーパスの冠水に気付かないまま車で進入すると、
エンジンの停止を招き、立ち往生するケースもある。
�

一
いち

次
じ

救
きゅう

命
めい

処
しょ

置
ち

（Ｂ
ビー

Ｌ
エル

Ｓ
エス

）
心肺停止やその可能性がある傷病者に対し、正しい知識
と適切な処置法をもとに、誰でも行える心肺蘇生法。
反応や呼吸の確認、119番通報と共に、心臓マッサージ
（胸骨圧迫）や人工呼吸、気道確保を試みる。また、
AED（自動体外式除細動器）を装着し、必要と感知され
たら電気ショックを与える。喉の詰まりには気道異物の除
去を行う。BLSは「Basic�Life�Support」の略語。
�

一
いち

次
じ

避
ひ

難
なん

所
じょ

災害が起こり、家屋の倒壊や焼失などの被害を受けた
人、または被害を受ける恐れがある人が、一定期間滞在
する場所。学校の体育館や公民館など、自治体で指定さ
れている。「指定避難所」ともいう。すべての一次避難所
が「指定緊急避難場所」を兼ねている。
�

一
いっ

時
とき

集
しゅう

合
ごう

場
ば

所
しょ

避難場所に避難する際に、一時的に集合して様子を見た
り、避難のための集団を作ったりする場所のこと。学校
のグラウンド、公園や広場、神社・寺院の境内など、地
域の実情に合わせて決められる。
�

A
エー

E
イー

D
ディー

（自
じ

動
どう

体
たい

外
がい

式
しき

除
じょ

細
さい

動
どう

器
き

）
AEDは「Automated�External�Defibrillator」の略語
で、「自動体外式除細動器」と呼ばれる高度管理医療機
器のこと。心臓がけいれん（細動）を起こした人に取り付
け、電気ショックを与えて心臓の動きを正常に戻すための
救命機器。以前は医師など、限られた人にしか使用が許
可されていなかったが、2004（平成16）年7月から一般
人の使用も認められた。電源を入れると音声が使い方を
指示してくれる。いざというとき、きちんと使えるように
定期的な点検が必要。
�

あ

液
えき

状
じょう

化
か

地震が発生した際に地盤が液体状になる現象のこと。主
に同じ成分や同じ大きさの砂から成る土が、地下水で満
たされている場合に発生しやすいといわれている。液状
化が起きると、水よりも比重が大きい建物が埋もれたり
傾いたりし、地中の比重が小さい下水道のマンホールな
どが浮き上がることがある。
�

エコノミークラス症
しょう

候
こう

群
ぐん

食事や水分を十分にとらずに、飛行機や車などの狭い
座席に座って長時間足を動かさないと、血の固まり（血
栓）ができやすくなり、それが肺に詰まって肺塞栓症に
なり、命を落とす恐れもある症候群。被災時の避難所や
車中生活などにおいても発症する危険性が高まることか
ら、注意が呼びかけられている。
�

おかしも・おはしも・おかしもち
小学校低学年の児童を対象にした避難訓練のための標
語。消防庁は「おはしも（押さない・走らない・しゃべら
ない・戻らない）」、または「おかしも（押さない・駆け
ない・しゃべらない・戻らない）」を推奨している。「お
はしもて（低学年優先）」「おはし」などもある。「おかし
もち（押さない・駆けない・しゃべらない・戻らない・
近づかない）」では、危ない所に近づかないことも加えて
いる。ただし、例えば、津波からの避難で声かけしなが
ら高台に向かって走らなければならない場合もあり、標
語の活用にあたっては、発達段階に応じて臨機応変に対
応できるよう配慮していく必要がある。
�

屋
おく

内
ない

退
たい

避
ひ

災害や事故で、原子力発電所から放射性物質が放出する
恐れがある場合、被ばくを低減するために建物内にとど
まること。原子力発電所が全面緊急事態となった場合、
５～30km圏内の住民には屋内退避が呼びかけられる。
�

か
家
か

族
ぞく

防
ぼう

災
さい

会
かい

議
ぎ

災害時に家族が慌てずに行動できるように、災害発生を
想定して、定期的に家族で話し合い確認しておくこと。
具体的には災害発生時の安否確認の連絡方法、避難方
法や避難場所、高齢者や乳幼児がいる家では誰がサポー
トするかなどを確認する。また、家の中や外の危険箇所
のチェックと改善、防災用品の点検なども行う。
�
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かまどベンチ
普段はベンチとして使用しているが、災害時に座る部分
を外すと「かまど」になるもの。災害時には火をおこして
炊き出しなどができる。防災公園などに設置されている
防災設備の一つで、形状は地域によって異なる。
�

帰
き

宅
たく

困
こん

難
なん

者
しゃ

勤務先や外出先で大地震などの自然災害に遭い、翌朝ま
でに自宅へ帰るのが困難になった人のこと。自宅が遠距
離にあるなどの理由で徒歩での帰宅を諦め、被災場所周
辺にとどまる「帰宅断念者」と、遠距離にある自宅に徒歩
で帰宅しようとする「遠距離徒歩帰宅者」の両方を含む。
自宅までの距離が「２０km以上」の人は翌朝までの帰宅
が不可能とされる。
�

局
きょく

地
ち

的
てき

大
おお

雨
あめ

急に強く降り、数十分の短時間に狭い範囲に数十mm程
度の雨量をもたらす雨。「局地的な大雨」ともいう。単独
の積乱雲が発達することによって起き、大雨や洪水の注
意報・警報が発表されていなくても、河川や水路等が短
時間に増水することがある。同じような場所で、100mm
～数百mmの大雨が数時間続くことは「集中豪雨」という。
�

巨
きょ

大
だい

地
じ

震
しん

地震のエネルギーの大きさを表すマグニチュード（以下
Ｍ）が８程度以上の大きな地震のこと。プレートの沈み込
みに伴って発生する場合が多い。日本の周囲にはプレー
トの沈み込み帯が多数存在することから、しばしば巨大
地震が発生している。また、�M9規模以上は「超巨大地
震」ともいう。
�

緊
きん

急
きゅう

安
あん

全
ぜん

確
かく

保
ほ

市町村長から発令される、警戒レベル５（最大）の避難情
報。発令された時点で災害が切迫または現に発生してお
り、命の危険から可能な限り身の安全を確保する必要が
ある。例えば、自宅などの屋内では少しでも浸水しにく
い場所や崖から離れた部屋に緊急的に移動したり、近隣
の少しでも堅牢な建物に移動したりするなど、その時点
の居場所よりも安全な場所へ直ちに移動するなどの行動
をとる。
�

緊
きん

急
きゅう

警
けい

報
ほう

放
ほう

送
そう

地震や津波などの災害に関する情報をいち早く知らせる
ため、放送局が「ピロピロ」という警報音と制御信号から

なる緊急警報信号を電波に割り込ませて放送し、自動的
に受信機の電源を入れ、伝達するしくみ。法律で定めら
れた放送であり、大規模地震の警戒宣言または津波警報
が発せられたとき、地方自治体から放送の要請があった
ときに、主にNHKで放送される。
�

緊
きん

急
きゅう

地
じ

震
しん

速
そく

報
ほう

地震の発生直後に各地での強い揺れの到達時刻や震度な
どを予想し、可能な限りすばやく知らせる情報のこと。
全国約690箇所の気象庁の地震計・震度計と、全国約
1000箇所の観測網を利用している。強い揺れの前に、
自分の身を守ったり、列車のスピードを落としたり、工
場等で機械制御を行ったりするなどの対応ができる。
�

クラッシュ症
しょう

候
こう

群
ぐん

倒壊家屋などに長時間圧迫された筋肉が解放されると、
血液中にカリウムなどの有害物質が大量に流れ出し、心
室細動や心停止を引き起こす病態のこと。症状の判別が
難しいため、程度を軽く見ていると突然死に至る危険な
疾患。1995年の阪神・淡路大震災で一般に知られるよ
うになった。
�

警
けい

報
ほう

・注
ちゅう

意
い

報
ほう

警報は、重大な災害が起こる恐れのあるときに警戒を呼
びかけて行う予報。注意報は、災害が起こる恐れのある
ときに注意を呼びかけて行う予報。警報や注意報は、気
象要素（表面雨量指数、流域雨量指数、風速、波の高
さなど）が基準に達すると予想した区域に対して発表され
る。災害の発生状況によっては、基準にとらわれず運用
されることもある。
�

減
げん

災
さい

対
たい

策
さく

災害による被害をできるだけ小さくする取組。災害前の
対応を重視し、できることから計画的に取り組むことで、
少しでも被害を軽減すること。防災と減災はどちらも災
害への備えを表すが、意味合いが異なる。防災対策は災
害による被害をゼロにすることが目的。
�

高
こう

齢
れい

者
しゃ

等
とう

避
ひ

難
なん

・避
ひ

難
なん

指
し

示
じ

・
緊
きん

急
きゅう

安
あん

全
ぜん

確
かく

保
ほ

自然災害が発生したとき、あるいは発生の恐れがあると
きに市町村長から発令される避難情報のこと。「高齢者
等避難」は警戒レベル３で、避難に時間や支援を要する高
齢者や障害者、子供などへの危険な場所からの避難の呼
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びかけ。「避難指示」は警戒レベル４で、居住者等への危
険な場所からの全員避難の指示。「緊急安全確保」は警
戒レベル５で、災害が発生・切迫している状態で、直ち
に命の危険から安全を確保する行動の呼びかけ。
�

こころのケア
災害で強い衝撃を受けると、多くの人が心に深い傷を負
う。この心の傷を回復させるために、様々な支援を行う
ことを「こころのケア」という。被災者の特性によって、
一般の被災者レベル、見守り必要レベル、疾患レベルの
3段階に分けられる。1995年の阪神・淡路大震災をきっ
かけに、その重要性が強く認識され、それ以降の災害時
にも様々な活動が行われている。
�

考えることができる。「自助」とは、災害が発生したとき
に、まず自分自身の身の安全を守ること。この中には家
族も含まれる。「共助」とは、地域やコミュニティといっ
た周囲の人たちが協力して助け合うこと。「公助」は、市
町村や消防、県や警察、自衛隊といった公的機関による
救助・援助のことをいう。
�

自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

碑
ひ

過去に発生した津波、洪水、火山災害、土砂災害等の自
然災害の様子や教訓を記載した石碑やモニュメント。当時
の被災場所に建てられていることが多いため、それらを地
図に掲載して地域住民の防災意識の向上に役立てている。
�

指
し

定
てい

緊
きん

急
きゅう

避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

災害の危険から命を守るために緊急的に避難する場所。
災害種別（①洪水�②崖くずれ、土石流及び地滑り�③高
潮�④地震�⑤津波�⑥大規模な火事�⑦内水氾濫�⑧火山現
象）ごとに指定されている。場所は小中学校、公民館、
高台・津波避難ビル・津波避難タワーなど、あらかじめ
自治体から指定されている。
�

指
し

定
てい

避
ひ

難
なん

所
じょ

災害により自宅に戻れなくなった場合などに、一定期間
避難生活をする場所。または災害の危険性がなくなるま
で必要な期間滞在する場所。あらかじめ自治体から指定
されている。
�

集
しゅう

団
だん

同
どう

調
ちょう

性
せい

バイアス
「多くの人がそうしているのなら、それが正しいのだろう」
と判断する心理状態のこと。災害や事故の発生時、周囲
の人がその場から逃げようとしない場合、「みんなが逃げ
ないから自分も逃げない」と同調してしまい、避難や初動
対応の遅れの原因となることがある。
�

ショート訓
くん

練
れん

学校で行われる短時間の避難訓練。朝の会やショート
ホームルーム、休み時間等を利用し、緊急地震速報の
チャイム音を利用した退避行動のみを実践する。ショート
訓練を定期的に実践したモデル校では、慌てずに適切な
退避行動がとれるようになったという成果が出ている。
通常の避難訓練とは異なり、校庭等への避難行動はない
ことから、授業時間の大幅な調整もなく、簡単かつ効果
的に訓練ができる。
�

さ
災
さい

害
がい

用
よう

伝
でん

言
ごん

板
ばん

（w
ウ ェ ブ

eb171）
インターネット上で、安否などの情報をテキストで登録・
確認できる伝言板。災害時、被災地域の人がインター
ネットを経由して災害用伝言板（web171）にアクセス
し、電話番号をキーとして伝言情報を登録できる。音声
での「災害用伝言ダイヤル（171）」とも連動している。
�

J
ジェイ

アラート
正式名称は「全国瞬時警報システム」。弾道ミサイル攻撃
に関する情報や緊急地震速報、津波警報、気象警報など
の緊急情報を、人工衛星及び地上回線を通じて全国の都
道府県、市町村等に送信し、市町村防災行政無線等を
自動起動することにより、人手を介さず瞬時に住民等に
伝達するシステムになっている。
�

シェイクアウト
「地震を振り払う」という意味を込めて、アメリカのロサ
ンゼルスを中心に2008年に始まった新しい形の地震防
災訓練。2012年3月に東京都千代田区で日本初となる
シェイクアウトが実施され、現在では様々な自治体で訓練
が広まっている。シェイクアウト訓練の基本行動は「１）指
定された日時に　２）地震から身を守る安全行動を　３）
それぞれ自分がいる場所（家、外出先、職場、学校な
ど）で　４）１～２分程度いっせいに行う」こととしている。
�

自
じ

助
じょ

・共
きょう

助
じょ

・公
こう

助
じょ

災害への備えは「自助」「共助」「公助」の３つに分けて
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塵
じん

旋
せん

風
ぷう

「つむじ風」とも呼ばれる渦巻状の突風のこと。強い日
差しによって地表近くの温度が上がると上昇気流が発生
し、強風が加わることで生じる。竜巻は積乱雲や積雲に
伴って発生するが、塵旋風は雲のない状況下でも発生す
る。竜巻より規模は小さいが、テントなどが吹き飛ばさ
れることもある。
�

震
しん

度
ど

・マグニチュード
ある地震の持っているエネルギーの大きさを表すのがマ
グニチュード、その地震による各地の揺れの大きさを震
度という。同じ地震でも震度は場所ごとにそれぞれ決ま
る。震度階級には、人が揺れを感じない「震度０」から、
眠っている人のほとんどが目を覚ます「震度４」、自分の
意志で行動できないほどの大きな揺れ「震度７」まで１０
階級ある。マグニチュードは、その値が１増えるとエネル
ギーが約32倍、２増えると約1000倍となる。震度は場
所ごとにそれぞれ決まる。
�

正
せい

常
じょう

性
せい

バイアス
すぐに避難すべき災害が起きたとしても「大したことはな
い」と思い込んでしまう心理状態のこと。「正常化の偏
見」とも呼ばれる心理学用語の一つ。人間が予期しない
事態に「ありえない」「考えたくない」という心理状況に
陥りやすいのは、脳がストレスを回避するための自動的な
防御機能だといわれているが、災害時には逃げ遅れの原
因になることもある。
�

線
せん

状
じょう

降
こう

水
すい

帯
たい

線状に延びる長さ50～300㎞程度、幅20～50㎞程度
の強い降水を伴う雨域のこと。次々と発生する発達した
雨雲（積乱雲）が列を成し、数時間にわたってほぼ同じ場
所を通過あるいは停滞することで大雨を降らせる。
�

率
そっ

先
せん

避
ひ

難
なん

緊急時、周囲に避難を呼びかけつつ、自ら率先して避難す
ること。災害時であっても「自分だけは大丈夫」と思ってし
まうことや、避難指示・勧告が出ても避難するかどうか迷
うことが、避難の遅れや大きな被害につながる。率先避
難は「誰かが逃げ始めれば、ほかの人もいっしょに逃げ出
す」という、人間の心理特性を利用した迅速な避難方法。
東日本大震災以降、その重要性が改めて認識された。
�

タイムライン
災害の発生を前提に、防災関係機関が連携して災害時
に発生する状況をあらかじめ想定し共有した上で、「い
つ」、「誰が」、「何をするか」に着目して、防災行動とそ
の実施主体を時系列で整理した計画のこと。「防災行動
計画」ともいう。国、地方公共団体、企業、住民等が連
携してタイムラインを策定することにより、災害時に連携
した対応を行うことができる。住民一人一人の時系列の
行動計画は「マイ・タイムライン」という。学校が保護者
や地域、関係機関と連携して「学校版タイムライン」を作
成することもある。
�

ダウンバースト
積乱雲から発生する冷えて重くなった下降気流が地面に
衝突して激しく発散する空気の流れ。ダウンバーストは、
水平的な広がりの大きさにより２つに分類され、広がり
が４km以上を「マクロバースト」、４km以内を「マイクロ
バースト」とよぶ。
�

長
ちょう

寿
じゅ

命
みょう

化
か

改
かい

修
しゅう

老朽化した建物の物理的な不具合を直し、建物の耐久性
を高めることに加え、建物の機能や性能の水準を上げる
改修を行うこと。特に学校施設は子供たちの学習・生活
の場であると共に、防災拠点の役割も果たすことから、安
全・安心な施設環境を確保することが重要とされている。
�

通
つう

電
でん

火
か

災
さい

地震や台風など災害の影響で起きた停電から電気が復旧
する際、電気機器や電気配線から発生する火災のこと。
白熱灯の落下による出火、電気コードの断線による出火
など。阪神・淡路大震災や東日本大震災で、火災によ
る二次災害が多数発生したことで知られるようになった。
避難時にブレーカーをオフにすることが推奨されている。
�

津
つ

波
なみ

津（港）で観測される波という意味で、海岸に押し寄せる
異常に大きな波のこと。一般的に海底地震に伴う地殻変
動により発生する。津波は繰り返し打ち寄せる性質があ
り、満潮時にはより大きな波となる。海水面の動きが大
規模である場合は大津波となる。地震による二次被害に
位置付けられる。
�

た
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津
つ

波
なみ

てんでんこ
「てんでんこ」は「てんでばらばらに」「各自・それぞれ
で」を意味する東北地方の方言。何度も津波の被害に
遭ってきた三陸地方の教訓。海岸で揺れを感じたときは
「家族にも構わず、それぞれ走って高台に逃げて自分の
命を守れ」ということ。岩手県釜石市では、従来からこ
の教訓を基本に津波防災教育を行っており、東日本大震
災において子供たちの実際の避難行動に結び付いた。
�

Ｄ
デ ィ ー マ ッ ト

ＭＡＴ
災害派遣医療チーム「Disaster�Ｍedical�Assistance�
Team」を略して、「ＤＭＡＴ（ディーマット）」と呼ばれて
いる。「災害急性期に活動できる機動性を持ったトレーニ
ングを受けた医療チーム」のこと。医師、看護師、業務
調整員（医師・看護師以外の医療職及び事務職員）で構
成され、大規模災害や多数の傷病者が発生した事故など
の現場で活動する。
�

D
デ ィ ー ワ ッ ト

WAT
災害福祉支援チーム「Disaster�Welfare�Assistance�
Team」を略して、「ＤWＡＴ（ディーワット）」と呼ばれて
いる。災害時における、長期避難者の生活機能の低下
や要介護度の重度化などの二次被害防止のため、一般
避難所で災害時要配慮者（高齢者や障害者、子供など）
に対する福祉支援を行う民間の福祉専門職で構成される
チーム。メンバーは介護福祉士、介護支援専門員、社会
福祉士、看護師、理学療法士、精神保健福祉士、保育
士、その他介護職員等。DMATの福祉版ともいわれる。
�

D
デ ィ グ

IG
参加者が地図を使って防災対策を検討する訓練のこ
と。�Disaster（災害）、Imagination（想像力）、Game
（ゲーム）の頭文字から名付けられた。参加者は地図を
囲み、書き込みを加え楽しく議論をしながら、地域で起
こるかもしれない災害をより具体的なものとしてイメージ
し、災害時の対応を考えることができる。
�

土
ど

砂
しゃ

災
さい

害
がい

山や崖がくずれたり、くずれた土砂が雨水や川の水と混
じって流れてきたりすることで、人の命が奪われたり、
建物がつぶれたりする自然災害のこと。大雨、地震、火
山の噴火などがきっかけで発生する。地形や状況によっ
て、主に「土石流災害」「地滑り災害」「崖くずれ災害」
「火山災害」などがある。
�

二
に

次
じ

救
きゅう

命
めい

処
しょ

置
ち

（A
エー

C
シー

L
エル

S
エス

）
病院などの医療機関で、心肺停止などの傷病者に対し、
医師を含む医療従事者チームによって行われる心肺蘇生
法のこと。一次救命処置（BLS）に引き続いて行う。人
工呼吸や心臓マッサージと共に、気管挿管などの確実
な気道確保、高濃度酸素投与、電気的除細動、静脈路
確保と薬物投与がを主体に高度な処置をする。ACLSは
「Advanced�Cardiovascular�Life�Support」の略語。
�

二
に

次
じ

災
さい

害
がい

ある災害（一次災害）が発生した後に、その災害が原因
となって引き起こされる別の災害、またはその被害のこ
と。例えば、大雨・豪雨の発生により、それが原因で地
盤が緩んで起きる土砂災害、洪水による感電、火山噴火
後の土砂災害、地震の後の津波や火災、救助隊の被災
なども二次災害になる。
�

二
に

次
じ

避
ひ

難
なん

所
じょ

高齢者や障害者、乳幼児など、一般の避難所での生活
が困難で、介護などのサービスを必要とする人を優先的
に避難させる施設。福祉施設などが指定されることが多
い。2021年（令和3年）の災害対策基本法の一部改正に
より、一次避難所に避難することなく、直接二次避難所
へ避難できるようになった。内閣府では「福祉避難所」と
している。
�

な

トリアージ
災害発生時などに多数の傷病者が発生した場合、傷病の
緊急度や重症度に応じて治療の優先順位を決めること。
災害時の医療救護では、限られた医療スタッフや医薬品
などを最大限に活用して災害死を防ぎ、可能な限り多数
の傷病者の治療にあたる必要があるため。
�



133

H
ハ グ

UG
避難所の運営を模擬体験するために静岡県が2007年
(平成19年)に開発したゲーム。HUGは、Hinanjo（避難
所）、Unei（運営）、Game（ゲーム）の頭文字をとったも
ので、英語で「抱きしめる」という意味。避難所の運営を
任された立場となり、学校に見立てた図面に家族構成、
年齢、性別、職業、持病の有無など事情の異なる避難
者カードを配置しながら、様々な事情を抱えた避難者が
殺到する状況にどう対処するか、模擬体験をする。
�

ハザードマップ
その土地の自然災害に対する危険性や避難場所・避難経
路などを示した地図。洪水・内水・高潮・津波など、
災害ごとに地図が作成されている。防災マップ、被害
予測地図、被害想定図、アボイド（回避）マップ、リスク
マップなどとも呼ばれる。
�

飛
ひ

散
さん

防
ぼう

止
し

フィルム
地震や台風、竜巻などによる衝撃や強風で窓ガラスや家
具のガラスが割れ、破片が飛び散るのを防ぐためのフィ
ルム。自宅の防災対策として活用される。
�

非
ひ

常
じょう

用
よう

物
ぶっ

資
し

災害が発生し、電気やガス、水道などのライフラインが
停止したときのために備えておく、食料、飲料、生活必
需品のこと。非常食や飲料水（1人1日3Lが目安）、ト
イレットペーパー、ティッシュペーパー、マッチ、ろうそ
く、カセットコンロなど。できるだけ、普段の生活で利用
している食品などを多めに備えておくこと（ローリングス
トック法）がコツ。最低でも3日分、できれば1週間分く
らいの食品を備蓄しておくことがすすめられている。
�

非
ひ

常
じょう

用
よう

持
も

ち出
だ

し袋
ぶくろ

災害時や非常時に持ち出すべきものを、あらかじめまと
めたもの。例：飲料水、食料品、貴重品、救急用品、
ヘルメット（防災頭巾）、マスク、軍手、懐中電灯、衣
類、毛布、タオル、携帯ラジオ、予備電池など。リュッ
クサックにまとめ、持ち出しやすい場所に用意しておくと
よい。詰め込みすぎて重くならないように注意する。
�

は P
ピー

T
ティー

S
エス

D
ディー

（心
しん

的
てき

外
がい

傷
しょう

後
ご

ストレス障
しょう

害
がい

）
災害や事故など、強い恐怖感や衝撃を受けた経験の記憶
がトラウマ（心の傷）となり、時間がたっても心身に不快
な症状が現れる病気のこと。体験した光景がフラッシュ
バックしたり、不安感、孤独感、悪夢、睡眠障害などが
生じたりすることで、日常生活に支障をきたす。
�

避
ひ

難
なん

誘
ゆう

導
どう

災害時に地域で助け合う「共助」の考えに基づいて、地域
の住民を避難所などの安全な場所に誘導すること。その
ために自治会などであらかじめハザードマップを活用し、
避難誘導の動線を確認しておく必要がある。
�

ヒヤリハット
何か危ないことが起こり、それが重大な被害になる一歩
手前の出来事。災害時におけるヒヤリハットは「家具や家
電がかなり動いてヒヤリとした」「ガラスが飛び散り、逃
げるときに踏みそうになった」「慌てて逃げようとしたら
転倒しそうになった」などがある。
�

ライフライン
電気・ガス・水道など、日常生活を送る上で必要な設
備のこと。交通網や通信設備も該当する。災害でライフ
ラインに大きな被害を受けると、避難生活が長期化する
恐れがある。
�

ローリングストック法
ほう

普段食べている食品を少し多めに買い置きして、食べた
らその分を買い足して補充する、という備蓄方法。いつ
も食べている食品を期限内に食べきることができ、災害
時にも日常生活に近い食事ができる。缶入りパンや調理
不要なレトルトかゆなどの備蓄食料は、キャンプや山登り
などのアウトドアでも使える。備蓄する非常食の消費期限
の目安は1年程度でよい。
�

ら
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　防災教育への意欲をもつ全国各地の団体・学校・
個人等に対し、より充実した防災教育のプランを募
集し、「防災教育チャレンジプラン」として選出した
うえで、その実践への支援を行います。
　防災教育チャレンジプランを１年間実践した後、
実践例や支援した取り組みの内容をワークショップ

　いつやってくるかわからない災害に備え大切な命を守り、できるだけ被害を減らし、万が一被害に遭ったと
きすぐに立ち直る力を一人一人が身に付けるため、全国の地域や学校で防災教育を推進するためのプランです。

『防災教育チャレンジプラン』WEBサイト資料を参考に作成

▲

防災教育チャレンジプラン
　http://www.bosai-study.net/top.html

防災教育
チャレンジプランの

実践

防災教育チャレンジプランとは

防災教育に関する事例を参考にできるWEBサイト

防災教育チャレンジプラン

を通じて広く公開・共有するとともに、優れた実践
例を表彰することによって、全国の防災教育に取り
組む団体・学校・個人やそのプランに光をあて、各
地域で自律的に防災教育に取り組むことのできる環
境づくりを目指しています。

新しい
連携体制の

構築

新しい
教材の開発

新しい
プラン内容の

開発
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「防災教育って何をしたらいいのかな？」
そんなときに役立つ情報を検索できます。

防災教育チャレンジプランのWEBサイトで防災教育活動を探すには
① 3つの観点から探す

② 事例集から検索する

　チャレンジプラン実践団体の最終報告をもとに、
「防災教育で使える素材を探す！」、「イベントとし

　「防災教育事例集検索」では、対象（校種など）や災
害種、活動目的など項目を指定して検索することが
できます。

て実施したい！」、「総合学習や選択授業で実施した
い！」、の3つの観点から検索することができます。

素材を探す イベント例を探す 実践例を探す
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学校安全に関する資料・教材等参考資料
（2023年3月現在）

1．文部科学省が作成した安全指導資料等

（1）文部科学省
教材名 内容

教職員のための学校安全e-ラーニング
https://anzenkyouiku.mext.go.jp/
learning/index.html

文部科学省 学校安全資料「『生きる力』をはぐくむ学校での安全教育」（平成
31年3月）等をベースに、教職員を目指す学生から、初任者等、中堅教職
員、管理職までのキャリアステージ別に、学校安全に関して習得しておくべ
き事項を紹介している。

東日本大震災の教訓を語り継ぐ動画教材
https://anzenkyouiku.mext.go.jp/
mextshiryou/movie_shinsai.html

震災から10年を超えた東日本大震災の教訓を語り継ぎ、各学校の防災教育
に活用できる動画教材。

「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育
https://anzenkyouiku.mext.go.jp/
mextshiryou/data/seikatsu03_h31.pdf

安全教育、安全管理、組織活動の各内容を網羅して解説した総合的な資料。

学校の危機管理マニュアル作成の手引
https://anzenkyouiku.mext.go.jp/
mextshiryou/data/aratanakikijisyou_all.
pdf

危険等が発生した際に教職員が円滑かつ的確な対応を図るため、学校保健安
全法に基づき、全ての学校において作成が義務付けられている「危険等発生
時対処要領（危機管理マニュアル）」作成・見直しのための手引。

学校の「危機管理マニュアル」等の
評価・見直しガイドライン
https://anzenkyouiku.mext.go.jp/
mextshiryou/data/kikikanri/kikikanri-
all.pdf

「危機管理マニュアル」の見直し・改善を行う際の視点・考え方、その他の参
考となる情報を掲載。「チェックリスト編」、「解説編」、「サンプル編」から構
成されている。「解説編」には、「避難確保計画」と学校の「危機管理マニュア
ル」等の関係を解説した内容をはじめ、マニュアルを見直す際に参考になる
情報として「コラム」を掲載。

学校防災マニュアル（地震・津波災害）
作成の手引き
https://anzenkyouiku.mext.go.jp/
mextshiryou/data/saigai02.pdf

地震・津波が発生した場合の具体的な対応について参考となるような共通的
な留意事項をとりまとめている。

小学校新１年生向けリーフレット 
「クイズでまなぼう！  
たいせつないのちとあんぜん」
https://anzenkyouiku.mext.go.jp/
mextshiryou/data/seikatsu05_r03.pdf

・ぼうはんのおやくそく
・こうつうあんぜんのおやくそく
・ぼうさいのおやくそく

第4章
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４
章 

資
料
編

2. 関係省庁が作成している防災教育の参考となる資料

（2）国立研究開発法人 防災科学技術研究所

（1）内閣府　防災情報のページ

教材名 内容

Dr. ナダレンジャーの防災科学教室
（映像教材）
https://www.bosai.go.jp/introduction/
movie.html

津波現象  
 大地震のときに発生する「津波現象」について「テンデンジャー」を使って実験

重力流現象  
雪崩、土石流、火砕流などの「重力流現象」について「クズレシュート」を使って実験

対流現象  
気象に関係した「対流現象」について「タイリュージャー」を使って実験

液状化実験  
大地震のときに発生しやすい液状化現象について「エッキー」を使って実験

地震の揺れ実験   
地震の揺れ方によって揺れやすい建物と揺れにくい建物があります。「ゆらゆら３
兄弟」を使って実験

なだれ実験   
本当はこわいなだれについて、「ナダレンジャー」 を使って、楽しく実験

災害の基礎知識
https://www.bosai.go.jp/activity_general/
foundation

・地震災害　・火山災害　・気象災害　・土砂災害　
・雪氷災害　・社会科学　・そのときに備えて

防災クロスビュー
https://xview.bosai.go.jp/

災害の過去・現在・未来を知る
SIP4D（基盤的防災情報流通ネットワーク）等により共有された災害対応に
必要な情報を集約し、統合的に発信している。

教材名 内容

避難の理解力向上
～自らの命は自らが守る～
https://www.bousai.go.jp/oukyu/
hinanjouhou/r3_hinanjouhou_
guideline/pdf/point.pdf

避難情報のポイントを分かりやすく解説している。

登山者の心得
～火山災害から命を守るために～

（防災啓発動画）
https://www.bousai.go.jp/kazan/
eizoshiryo/tozansha_shisetsu.html

火山噴火による被害と対策（登山者の心得、火山周辺の避難促進地域）につい
て分かりやすく説明している。

南海トラフ巨大地震、首都直下地震の
被害と対策に係る映像資料
https://www.bousai.go.jp/jishin/
nankai/nankai_syuto.html

南海トラフ巨大地震や首都直下地震などの大規模災害に備えるため、自助・
共助の取組を促進する映像資料。

https://www.bousai.go.jp/

ホームページに子供向けの教材（映像教材など）を掲載している。



138

教材名 内容

小学校第4学年社会科 
自然災害から人々を守る活動

「防災標識で自分を守る方法を
考えよう。」

防災意識を高めるために、防災標識を活用した指導展開例を紹介。授業で使
用できる児童用ワークシートも掲載している。

学校関係者向け「水災害からの避難訓練
ガイドブック（令和4年3月改訂版）」

水害発生時の避難の手順やタイミング、避難訓練のパターンなど、訓練を実
施しやすくするポイントを掲載。中学校改訂版では、中学校での教育に対応
し、授業で使える教材資料（水害に関するワンポイント）も改訂した。

教材　小学校４年社会
「先人のはたらき」

武田信玄の「信玄堤」等の治水に関する取組が地域の発展につながったことな
どを学習する。

若年層等向け動画
「リスクシミュレーションアニメ　
マイ・タイムライン劇場（動画）」

あかずきんちゃん、オオカミ少年、浦島太郎など、おとぎ話の登場人物たち
が、リスクを回避するためどのように行動するかをシミュレーションで楽し
く学ぶ。

若年層等向け動画
「きみの街にひそんでいる！
気をつけ妖怪図鑑」（動画）

身近な地域の水害リスクを認識するための啓発動画。水害の危険性を妖怪が
体現し、事前に水害ハザードマップを確認して、地域の水害リスクを把握す
ることを目的としている。

小学生向け動画
「小学校６年理科　土地のつくりと変化」

日本の地形の特徴と洪水・地震・津波・火山など、様々な災害の特性との関
係を捉えた上で、予測、判断、行動につなげることをねらいとした動画。新
学習指導要領の６年理科の内容に即しながら、４年・５年の内容とも関連し
ている（約11分）。

（2）国土交通省　防災教育ポータル

国土交通省は、「防災教育ポータル」を公開し、災害から「命を守る」ための情報、コンテンツを掲載している。
最新の取組内容や授業で使用できる教材例・防災教育の事例なども紹介している（以下、一部抜粋）。

教師向け資料 児童用ワークシート

TEAM防災ジャパン
https://bosaijapan.jp/

防災に関する情報が集約されたサイト。全国の防災イベント情報、防災に関
連するニュースや資料などを掲載している。（運営：内閣府政策統括官　防
災担当）

防災啓発動画　
東日本大震災の教訓を未来へ
～いのちを守る防災教育の挑戦～

［釜石市・黒潮町の取組紹介動画］
https://bosaijapan.jp/library/kamaishi_
movie/

「TEAM防災ジャパン」に掲載されている防災啓発動画。東日本大震災の発
生時、小中学生の避難行動により多くの命が救われた岩手県釜石市と、南海
トラフ巨大地震に備えて「犠牲者ゼロ」を目指す高知県黒潮町の取組を紹介し
ている。

https://www.mlit.go.jp/river/bousai/education/
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●防災教育に使える副教材・副読本ポータル
　https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/fukukyouzai/index.html

〈分類〉
・対象年齢別……幼稚園児・保育園児、小学生、中学生、高校生・一般
・現象別………気象、海洋、地震・津波、火山、地球温暖化
・形態別………リーフレット・読み物、動画、絵本・紙芝居、グループワーク・ワークシート等参加型教材、その他
・作成者別……気象庁、国土交通省・国土地理院、日本赤十字社、日本損害保険協会、教育委員会

（3）気象庁
気象庁は、「防災教育に使える副教材・副読本ポータル」を開設し、様々な教材を掲載している。
下記の分類別に、教材を選ぶことができる。また、ビデオ、アニメーション教材、防災啓発ビデオ
なども多数掲載している。

小学生向け動画
「小学校５年理科　
流れる水の働きと土地の変化」

洪水が起こったとき、ただ避難するだけではなく、川の特性を捉えた上で、予
測、判断、行動につなげることをねらいとした動画。新学習指導要領の５年理
科の内容に即しながら、４年・６年の内容とも関連している（約８分）。

小学生向け動画
「小学校４年理科　
雨水の行方と地面の様子」

新学習指導要領の４年理科の内容に即しながら、「流域」の概念を学習する動
画。５年・６年の内容とも関連している（約５分）。

先生向け動画
「防災教育授業の実践例 
～小学生 社会・理科～」

実際に行われた防災教育の授業をもとに、防災教育の授業を実施する際の参
考となるよう作成された動画（各 約５分）。

防災教育動画
「災害から身をまもる」

小・中学生向けの防災教育動画。近年の大規模な災害の映像を視聴した後、
ハザードマップ、避難情報、マイ・タイムラインなどについて学ぶことがで
きる。

子ども向け動画
「洪水から身を守るには　
～命を守るための３つのポイント～」

水害が起きたときの危ない場面を知り、命を守るための行動とふだんからの
備えについて学ぶ動画。

子ども向け動画
「水防団の神様～山からの知らせ～」

土砂災害が起きたときの危ない場面を知り、命を守るための行動とふだんか
らの備えについて学ぶ動画。

「命を守る」イラスト集・防災カードゲーム
「このつぎなにがおきるかな？」

児童が遊びながら防災について学ぶことができるカードゲーム。水害や津
波、地震などが発生したときに起こる危険な状況をカードゲームに仕立てて
いる。カードをダウンロードして防災教育の時間、休み時間や放課後に、児
童が遊びながら楽しく防災力を身に付けることができる。また、教師が授業
で使用できるよう、イラスト集も掲載している。カードゲームは、洪水・津
波編、土砂災害編、地震編に分かれている。

教材名 内容

eラーニング教材
「大雨の時にどう逃げる」
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/
know/jma-el/dounigeru.html

自分の命、大切な人の命を守れるように、台風・豪雨から「自らの命は自ら
が守る」ための基本的な知識ととるべき行動を学ぶことができる。
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教材名 内容

防災・危機管理eカレッジ
https://www.fdma.go.jp/relocation/
e-college/

子供向けに「防災・危機管理eカレッジ」を開設。台風・地震・津波・火事に
分けて、コンテンツを公開している。

台風  
 動画教材　クイズで防災を学ぼう!!　（小学校低学年向け）～台風について学ぼう!～

地震  
 動画教材　クイズで防災を学ぼう!!　（小学校低学年向け）～地震について学ぼう!～

津波  
動画教材　クイズで防災を学ぼう!!　（小学校低学年向け）～津波について学ぼう!～

火事  
動画教材　クイズで防災を学ぼう!!　（小学校低学年向け）～火事について学ぼう!～

（4）総務省消防庁

教材名 内容

おうちで防災を学ぼう！　
リモート防災学習
https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/lfe/
bou_topic/learning/

・キュータと一緒に学ぼう！防災訓練動画
・キュータと一緒に学ぼう！防災クイズ（地震編）（火災編）

（5）東京消防庁

教材名 内容

気象に関するリーフレット
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/
books/index.html

・総合　・気象　・航空気象　・地震　・津波　
・火山　・地球環境　・気候　・海洋　
のジャンルに分け、子供も活用できるリーフレットを掲載している。サイト
からリーフレットをダウンロードすることができる。

「キキクル（大雨・洪水警報の危険度分布）」（子供用）
土砂災害・浸水害・洪水災害の危険度の高まりを地図上に色分け表示し、大雨・洪
水警報の危険度を把握することができる。

「洪水キキクル（洪水警報の危険度分布）の活用
～中小河川の洪水災害から命を守るために～」

中小河川における洪水災害発生の危険度の高まりを５段階で色分け表示している。
常時10分毎に更新しているため、どこで危険度が高まっているかを把握すること
ができる。

「土砂キキクル（大雨警報（土砂災害）の危険度分布）の活用
～土砂災害から命を守るために～」

土砂災害発生の危険度の高まりを５段階で色分け表示している。常時10分毎に更
新しているため、どこで危険度が高まっているかを把握することができる。

「キキクル　大雨警報・洪水警報の危険度分布」 大雨警報・洪水警報の危険度を把握することができる。

「キキクル　大雨・洪水警報の危険度分布
～身にせまる災害を一目で確認～」

大雨・洪水警報の危険度を把握し、身にせまる災害を一目で確認することができる。

「大雨や台風に備えて」 大雨や台風の時に気象庁から発表する情報について解説している。

「津波フラッグをおぼえよう !!」 津波フラッグや津波からの避難について、マンガでわかりやすく説明した小冊子。

「マンガで解説！南海トラフ地震その日が来たら…」 南海トラフ地震に関連する情報が発表された際の行動等について説明した小冊子。



141

４
章 

資
料
編

教材名 内容

防災紙芝居
https://www.fdma.go.jp/relocation/
syobodan/activity/education/bousai/
notebook/

災害や生活事故に対して的確な行動をとるための知識を紙芝居形式のゲーム
により、楽しみながら身に付けることができる。

わたしの防災サバイバル手帳
https://www.fdma.go.jp/relocation/
syobodan/activity/education/bousai/
survival/

大災害が発生した場合、どんな混乱が待ち受けているのかを知り、また、救
援が来るまでの間を生き抜くための知識を身に付ける。クイズや図解を交
え、楽しみながら学ぶことができる。防災を身近に感じながら、子供たちの
防災意識を啓発している。

（6）消防団

３. 各都道府県・政令指定都市の防災教育啓発資料

都道府県 資料名 対象 内容

北海道

学んDE防災（まなんでぼうさい）
小学生用地震編
小学生用津波編
小学生用気象編

児童生徒用
災害に関する知識を学び、災害が起きたときにどのように危険を予測し、
回避するかについて考える教材。小学生用、中学生用、高校生用に分か
れ、それぞれ地震編、津波編、気象編から構成されている。

青森県

学校における防災教育指導資料 その他全般
学校の教育活動における防災教育の内容をわかりやすくまとめてい
る。授業などで活用できる指導展開例などを盛り込んでいる。

防災・安全の手引（二訂版） 教師用
東日本大震災の教訓を踏まえ、津波等の様々な状況への対策を示し
ている。また、災害発生時を想定した実践的な避難訓練などの安全
指導のための最新情報や資料を盛り込んでいる。

岩手県 「学校防災・災害対応指針」 教師用
震災教訓を踏まえ、地震・津波を中心に、防災体制、災害対応のあ
り方の基本的な事項をまとめている。

宮城県

学校再開ハンドブック その他全般
東日本大震災の教訓を伝えると共に、災害対応のための事前の備え
として、災害発生後に早急かつ円滑に学校を再開するための留意点
等をまとめている。

学校安全・防災だより 教師用
宮城県内の学校安全及び防災教育の取組や、防災に関する関係機関
の取組を紹介している。

「未来へのきずな」
みやぎ防災教育副読本

児童生徒用
震災の教訓を語り継ぎ、防災について考え、行動することができる
ことを目的として作成している。

学校防災マニュアル作成ガイド 教師用
各学校の学校防災マニュアル作成の手引きとして、多様な状況を想
定した対策等を掲載している。

学校防災マニュアル見直しの手引 教師用
各学校で作成している学校防災マニュアルが、地域の災害特性や最
新の情報等を踏まえ、実効性のあるものとなるよう、見直す際のポ
イントや考え方などを示している。

https://anzenkyouiku.mext.go.jp/todoufuken/index.html
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都道府県 資料名 対象 内容

秋田県

防災リーフレット
（小学校低学年、高学年、中学校、高等学校）

児童生徒用
自然災害等への理解を深めると共に、災害発生時の対処法を学ぶこ
とができる。

学校における防災教育の手びき その他全般
各学校等で防災教育に取り組む際の参考となる共通的な留意事項等
を掲載している。

山形県

降積雪期における安全教育のための
指導資料　「雪の中での安全」

教師用
山形県雪対策基本計画及び山形県雪対策行動計画に基づき、児童生
徒等に対する降積雪期における安全教育についてまとめている。

山形県にある火山
～火山災害に備える～

教師用 防災教育（火山災害）のための指導資料を盛り込んでいる。

竜巻から身を守ろう 教師用 防災教育（竜巻災害）のための指導資料を盛り込んでいる。

福島県

ふくしま 放射線教育・防災教育指
導資料（活用版）

教師用
福島県が作成してきた放射線等に関する指導資料及び防災教育指導
資料から、授業で活用しやすい部分を抜粋して１冊にまとめている。

「生き抜く力」を育む福島県の防災教
育　防災教育指導資料（第３版）

教師用
東日本大震災を風化させず、これからの学校教育の教訓とするた
め、具体的にどのような防災教育に取り組むべきかを示している。

平成27年度　
放射線等に関する指導資料（第5版）

教師用
福島第一原子力発電所の現状、放射線教育実践協力校の実践事例、
指導案例などを掲載している。

学校災害（地震・津波、風水害、火
山災害、原子力災害、土砂災害、弾
道ミサイル）対応マニュアル例

教師用
各学校の学校防災マニュアル作成の手引きとして、多様な状況を想
定した対策等を掲載している。

茨城県

学校避難所運営支援マニュアル作成
の手引き

教師用
避難所運営の組織体制とその支援、平常時の備え等について解説す
ると共に、学校が作成するマニュアルの作成例を紹介している。

学校における原子力災害対応の手引 教師用
学校における原子力災害対応の基本的な考え方を示すとともに、学
校が作成する原子力災害対応マニュアルの作成例を示した手引書。

栃木県
学校における防災関係指導資料
－東日本大震災から学んだ大地震へ
の備え及び竜巻への対応－

教師用
東日本大震災を踏まえた大地震への対応や竜巻・雷などの気象急変
時への対応などを盛り込んでいる。

群馬県 学校災害対応マニュアル
（落雷・竜巻等突風編）

教師用
各学校において作成する防災マニュアルの手順や留意点を分かりや
すくまとめている。

埼玉県 〈改訂〉
学校防災マニュアル（県立学校版）

その他全般
地域の特性や学校の実態などを踏まえ、地域に根ざした防災教育の
一層の深化充実に向けた取組を各学校で推進できるようにするため
のマニュアル。

千葉県

学校における地震防災マニュアル 教師用
東日本大震災の経験と教訓を生かし、今後高い確率で発生が予測さ
れる首都圏の直下型地震や東海沖地震などに備え、具体的な動きが
確認できるようにするためのマニュアル。

特別支援学校の防災対応資料
「防災セルフチェック」

教師用
各学校が日頃の防災の取組を評価し、課題と解決方法を見いだすこ
とで、障害のある児童生徒の安全を守り、安心を確保するための資
料。
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東京都

防災教育ポータルサイト その他全般
児童生徒の学校、家庭における学習の充実を促すと共に、各学校に
おける防災教育の推進を支援している。

防災教育デジタル教材
「防災ノート～災害と安全～」
（小学校1～2年生、3～4年生、5～6年
生、中学校、高等学校）

児童生徒用

学校の防災教育を推進するための教材。トピックごとに具体的な事
例をもとに、「知る」、「考える」、「調べる・まとめる」という学習過
程を経て、学んだことを「防災アクション」として、具体的にどのよ
うに行動するかを児童生徒に考えさせている。

小・中学校版防災教育補助教材
「3.11を忘れない」

児童生徒用
首都直下型地震等に備え、防災教育を充実させるため、様々な教科
で横断的に活用する教材。

地震と安全
（小学校1～3年生、4～6年生、中学
校、高等学校）

児童生徒用
地震発生時に児童生徒の事故防止、安全確保を図るため、地震に対
する知識や地震による災害を理解し、地震発生時の心得についてま
とめている。

神奈川県 学校防災活動マニュアルの作成指針
本編（作成例）、資料編

教師用
「大規模地震編」、「風水害編」、「火山災害編」から構成されている。
学校でマニュアルを作成したり、改訂したりするときに活用できる
ように、「マニュアル作成指針」として取りまとめている。

新潟県 新潟県防災教育プログラム 教師用
新潟県が取り組む防災教育、プログラムの内容、実践に際しての留
意点、高校における展開例などを掲載している。

福井県 防災教育の手引き 教師用 防災教育の指導目標、指導内容、学習の流れを示している。

山梨県

やまなし防災力向上テキスト
（小学校1～3年生、4～6年生、中学
校～一般）

児童生徒用
小学生・中学生・高校生及び一般の防災力を向上させることを目的
としている。

山梨県学校防災指針 教師用 「自然災害対策編」、「防災教育指導編」から構成されている。

長野県 学校における防災教育の手引
〈改訂版〉

教師用
平成25年度以降の災害や学習指導要領の改訂に応じた内容を踏ま
えて改訂。より実践的な防災教育を実施できる内容になっている。

岐阜県 防災教育の手引き 教師用
防災教育推進校における2年間の実践をもとに、県内の学校並びに
関係機関が進めるべき防災教育の在り方を示したもの。

静岡県 静岡県防災教育基本方針 その他全般
生涯学習の視点に立って静岡県の防災教育充実を図るため、平成
14年に作成した静岡県防災教育基本方針の改訂版として作成した
もの。

愛知県 あいちの防災教育マニュアル 教師用 各学校が効果的な防災教育を実施できることを目的に作成された。

三重県 防災ノート 児童生徒用 学校における防災教育を推進するための教材。

京都府

いのちを守る「知恵」をはぐくむために
～学校における安全教育の手引～
東日本大震災の教訓を踏まえて

その他全般
「わかる」「助かる」「みんなで助かる」を安全教育の目標とし、災害
安全、交通安全、生活安全の3領域を一体とした学校安全のあり方
についてまとめている。

いのちを守る「知恵」をはぐくむために
～学校における安全教育の手引～
東日本大震災の教訓を踏まえて

（原子力防災編）

その他全般
UPZ圏内の学校が作成する危機管理マニュアルの留意点等をまとめ
ている。



144

都道府県 資料名 対象 内容

大阪府 学校における防災教育の手引き
（改訂版）

教師用
地震・津波被害、学校における防災教育・防災管理、各教科等にお
ける防災教育の展開例を示している。

兵庫県

学校防災マニュアル 教師用

各学校独自の災害対応マニュアル作成の手引き。阪神淡路大震災か
ら25年を機に令和2年３月に改訂し、電子ブックとして掲載してい
る。事前の備えや災害発生時の対応、気象災害への対応などについ
て内容を充実させている。

防災教育カリキュラム作成の手引き
～兵庫の防災教育のはじめの一歩～

教師用

「忘れない」「伝える」「備える」をキーワードに、防災教育の内容を
教科横断的な視点で各教科等に位置付けている。また、防災教育副
読本「明日に生きる」を積極的に活用し、各教科等の特性に応じた防
災・減災教育の充実を図るためのカリキュラム作成を目的としてい
る。

奈良県 災害から身を守る　
紀伊半島大水害の記録

児童生徒用
平成23年の台風12号により奈良県に大きな被害をもたらした紀伊
半島大水害の教訓を風化させず、受け継いでいくこと及び防災教育
に役立てることを目的に作成された記録DVD。

和歌山県 世界津波の日リーフレット
（小学校・特別支援学校用）

児童生徒用
「世界津波の日」の意義、「稲むらの火」の故事及び「世界津波の日」高
校生サミットを周知するために作成されたリーフレット。

鳥取県 学校防災マニュアル
（地震・津波災害）【参考資料】

教師用
鳥取県中部地震や過去の大規模な地震災害における課題等を踏ま
え、地震・津波災害対策に重点を置いている。

島根県
学校危機管理の手引き

（原子力災害発生時の対応編）
（改定版）

その他全般
原子力災害総論、原子力災害発生時の学校での対応についての概論
やポイント、学校での体制などをまとめている。

岡山県 緊急地震速報を活用した
避難訓練について

教師用 緊急地震速報を活用した学習・避難訓練の指導例を掲載している。

広島県
広島県自然災害に関する防災教育の
手引　～主体的に行動する態度を育
成するために～

教師用
発達段階別に内容を整理し、防災教育の学習指導案を掲載してい
る。

山口県

自然災害から自分の命を守るために 児童生徒用
山口県で発生が想定される大規模災害（地震・津波、土砂災害、台
風・高潮）の発生メカニズム、備え・対応方法を示している。

防災クイズ 児童生徒用
クイズを通して、児童生徒の防災への関心・意欲を高め、災害に対
する正しい知識を身に付けることを目的にしている。

徳島県 学校防災管理マニュアル その他全般
学校防災計画・「南海トラフ地震臨時情報」発表時の学校における対応
方針・避難所運営支援・学校再開についての指針をまとめている。

香川県

学校の地震防災対策マニュアル作成
の手引き　地震編・津波編

その他全般
学校における地震や津波等の発生時の危機管理マニュアルの作成・
見直しの際の参考資料。

地震がやってくる前に　
～みんなで考える香川の
防災ブック～

児童生徒用
小学生が地震・津波について学び、自ら判断し、行動できるように
するため、授業等で活用する副読本。

愛媛県 愛媛県学校安全の手引（改訂版） 教師用
生活安全、交通安全、災害安全について、安全教育と安全管理の両
面からの取組についてまとめている。



145

４
章 

資
料
編

高知県 南海トラフ地震に備えて
命を守る防災BOOK（小学生用）

児童生徒用
児童が防災について考え、自ら判断し、行動することができること
を目的とした副読本。

高知県

安全教育参考資料
「高知県安全教育プログラム」に
基づく安全教育の充実のために

教師用

学校における安全教育のさらなる質的向上を図るために、安全教育
の考え方や具体的内容を整理。児童生徒に身に付けさせたい資質・
能力を発達段階ごとに整理した表や、学年・教科間のつながりを意
識した教科等横断的な安全教育の指導計画をパッケージ化した例な
どを掲載している。

防災教育活用事例集
在宅時において災害が発生した時
に、児童生徒が自分の命を守る避難
行動がとれるように  ～学校での防災
教育の学びを、「個別の避難計画」に
活用する～（特別支援学校（学級）用）

教師用
防災教育の学びを「個別の避難計画」に結び付ける内容や家庭への啓
発方法などについて、県内外の実践事例を紹介している。

福岡県 教師用指導資料　防災教育「地震」 教師用
地震防災のための安全指導内容を「地震に備える」「地震から命を守
る」「地震から立て直す」の３つの柱で構成している。

佐賀県 原子力防災の手引き その他全般 原子力災害に備えた県内の防災、安全等による情報配信システム。

長崎県 学校における安全管理の手引（三訂版）
－児童等の大切な生命を守るために―

教師用
各学校において作成する防災マニュアルの手順や留意点を分かりや
すくまとめている。

熊本県 学校防災教育指導の手引 教師用
自然災害や地域への理解を深め、今後も想定される様々な自然災害
に対し、「自助」「共助」のために主体的に行動する態度を育成する
ことを目指している。

大分県 防災教育における学習指導案等 教師用
令和元年度の防災教育モデル実践校（小・中・高・特支）で作成した
全体計画や学習指導案をまとめて掲載している。

鹿児島県 防災リーフレット　～命を守るため
にあなたならどうする？～

児童生徒用
地域の実態に応じた防災教育や実効性のある避難訓練等、防災教育
の充実を図るためのリーフレット。

沖縄県 児童生徒等の安全確保対策危機管理
マニュアル

教師用
学校で作成する危機管理マニュアルの手順や留意点を分かりやすく
まとめている。

政令指定都市 資料名 対象 内容

さいたま市

学校における防災教育　
～災害時に「自助」・「共助」が主体的
にできる子どもを育てる防災教育カ
リキュラム～

教師用

私立の小・中・高等・中等教育、特別支援学校における防災教育活
動のさらなる質の向上を図り、災害時に、自らの判断で主体的かつ
適切に行動し、自分の身を守ると共に、積極的に地域に貢献できる
児童生徒の育成を目指している。

千葉市 学校総合防災マニュアル（五訂版） 教師用 情報伝達体制、勤務時間外の教職員配備体制を修正。

川崎市

防災学習テキスト（小学校1・2・3年
生用、4・5・6年生用、中学生・高校生用）

児童生徒用
地震等自然災害の発生のしくみ、その対処方法、日頃の準備・心構
えなど、防災全般の知識を分かりやすくまとめている。

防災啓発リーフレット
（小学生版、中学生・高校生版）

児童生徒用
東日本大震災を踏まえて、児童生徒及び家庭における防災意識の向上
を目指し、自然災害発生時の対処方法を分かりやすくまとめている。
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